に くも き 読 し 言 ま ミ そ いい すこ 算 九 介 な 外 
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プレ ジ デ ント Family バッ ク ナ ン バー 
プレ ジ デ ント Family で は 、 下 の よう な 特集 を 組ん で きま し た 。 バ ッ ク ナ ン バ ー も ぜひ ご 活用 くだ さい 。 


NN や = 
2019 年 秋 号 2019 年 夏 号 2019 年 春 号 2019 年 冬 号 2018 年 秋 号 2018 年 夏 号 


わが 家 と 何 が 違う の か 解明 ! 幼稚 告 か ら 大 学 まで 徹底 攻 略 決定 上 つま ず き 解 消 は [小学 生 時 代 の 愛読 書 」 新入 試 に 色 い | 
東大 生 184 人 わが 子 を 知ら な いと 損する 情報 満載 簡単 だ っ た ラン キン グ 気 が 攻 る 子 が 変わ る ! 

「 頭 の いい 子 」 の 慶應 に 入れ る 受験 進学 算数 に 強く な る ! 東大 生 192 人 「 熟 中 する 子 」 が 
育て 方 大 激変! 頭 の いい 子 の 本 棚 グン と 伸び る ! 


人 気 の 別冊 | 大 百科 」 シリーズ 


最高 の 6 年 間 を 約 索 する 日 本 わか りや すい 読め ば 、 子 育て の うち の 子 が 一 番 
「 子 育て バイ ブル ] 小学 校 受験 考え 方 が 大 きく 変わ る 輝く 教室 を 見 つけ た 
小学 生か ら の 大 百科 プレ ジ デ ント Baby 塾 * 習 い 事 選び 
知育 大 百科 1600 円 + 税 1500 円 + 税 1500 円 + 税 0 歳 か ら の 知育 大 百科 大 百科 
1200 円 + 税 1000 円 + 税 1200 円 + 税 
( 前 号 が 購入 で きる 全国 書店 リス ト ) 


東京 都 ロ 足立 区 スー パー ブッ クス 竹ノ塚 駅 前 店 渋谷 区 MARUZEN& ジ ュ ンク 堂 書店 渋谷 店 千代 田 区 丸善 丸の内 本 店 豊島 区 旭屋 書店 池袋 店 、 三 省 堂 書店 池袋 本 店 、 ジ ュ ン ク 堂 書店 池 
装 本 店 北 区 TSUTAYA BOOKSTORE ビー ンズ 赤羽 店 世田谷 区 二子 玉川 高屋 家電 縛 馬 区 くま ざわ 書店 大 泉 学園 店 武蔵 野市 。 ジ ュ ンク 堂 書店 吉祥 寺 店 埼玉 県 戸田 市 明文 堂 書店 
店 千葉 県 柏 市 柏の葉 萬屋 書店 神奈 川 県 ロ 導 沢 市 ジュ ンク 堂 書店 藤沢 店 楠 浜 市 "紀伊國屋 書店 横浜 店 、 リ ブロ 東戸塚 店 大 阪 府 ご 大 阪 市 MARUZEN& ジ ュ ン ク 堂 書店 

、 ジ ュ ンク 堂 書店 上 本 町 店 、 ジ ュ ンク 堂 書店 天満 橋 店 、 ジ ュ ンク 堂 書店 難波 店 和 尿 市 宮脇 書店 コム ボッ クス 光明 池 店 豊中 市 大垣 書店 豊中 緑丘 店 八尾 市 丸善 八尾 アリ オ 店 京都 
府 京 都市 ジュ ンク 堂 書店 京都 店 、 丸 善 京都 本 店 兵庫 県 明石 市 ~ ジ ュ ンク 堂 書店 明石 店 神戸 市 ジュ ンク 堂 書店 三宮 駅 前 店 西宮 市 ジュ ンク 堂 書 店 西宮 店 


| 購入 方 法 ① お 近く の 書店 に て ご 注文 くだ さい 。② ご 注文 ダイ ヤル 豆 』0120-489-612 ま で ご 連絡 くだ さい 。 お 支払 い は 代金 引換 と な り ます 。 ] 
プレ ジ デ ント スト アサ イト (https://presidentstore.jp/) に て ご 注文 くだ さい 。 お 支払 い は カー ド 払 いか 代金 引換 と な り ま す 。 ※ 品 切れ の 際 は ご 容赦 題 いま す 。 / 
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代 和 回 陣 ぐ SIhK て 名 Q 層 外宮 獣 *WSG 公 


SG べ G 李 じ 虐 器 〇 いふ K 中 キ へ KM トト 
の ロ 癌 所 c・ ら 2G 全 人 23K 馬 細雪 りゃ 
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「 戻 田 困 く 」 つ コム 党 G 諾 
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を 0 つっ じ トー 御 
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搬 Q つ 6 誤 図 

HATHAA ぬ SO や いら ゃ 氏 園 会 涯 SS 計 移 人 で 
壁 表 一 孔 四 ふつ 

「ESDS3S へ 」38 人 SG 半 則 由 朋 会 医 国 
ロマ 守り 3 人 る 守 芝 慰 舞 組 


更 ら NetJ や で 剛 谷 療 〇 看 党 民 閉 上 ロ そ 外 
型 聞 憲 詩 下 BS 旦 人 KN 寺 Ri ズーK て 


hh ユー ユー 〇 田 聖 | 
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バ 門 選 、 会 伯 2 | 固 や 人 失 ye? 
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文 堀 隆弘 撮影 6 


大 塚 常 好 王 


直人 の 出生 体重 は 3550g 。 さほど 大 
きか っ た わけ で は な い が 、5 歳 (幼稚 
園 ) くら いか ら ぼ っ ちゃ り し 始め た , 
以前 ま ス イミ ング や テニ ス 、 体 操 、 
そろ ば ん な ど っ て いた が 、 小 2 
か ら は ほぼ 和 柔道 一 本 。 毎週 火曜 一 木 
曜 と 週末 に 通う 「 弥 刀 少 年 柔道 クラ 
ブ 」 に は 幼稚 園児 か ら 中 学生 まで が 
所 属 。 長谷 川 監督 ら の 指導 に より 、 
直人 の ほか 、 小 中 学校 の 全国 大 会 に 
毎年 何人 も 送り 込ん で いる 。 直人 は 、 
中 学校 は 大 阪 市 内 の 私 立 の 柔道 強 
豪 校 に 進学 する 予定 だ 。 現在 の 握力 
は 左右 と も 40kg 台 で 、 小学 6 年 の 平 
均 の 2 倍 以上 ある 。 


秀 者 


は 滋賀 県 で 


開か れ た 近畿 府県 の 
を 対象 と し た 合同 練 


11 月 上 旬 の 3 連休 


Q 野 腹 ぐ 上 狂 る 時 
23^ 疲 中 くる 塊 っ 


「 計 早 つら ト 旧 "益岡 ご つの ・ 


o 8 や セ ] 


選 w7 合計 式 四 も 障 の 剛 っ 「 ら 学 
鑑 薬 」PN で く ミ 和 や 定 ち で 人 る ! 
「 同 員 ぐ 岡 2NINK や 寺 弄 己 G 瑞 
pveG8 球 千 全 会 宮代 つ っ ? 下 
栄 代 半 さく 反り ゃ 」 ( 庫 湯 下 呈 ) 
揚 べ 会 環 括 和 門人 SGS 
7 会 斉 会 球 IRS「S で 8 ン 避 澤 ポ 
」 せ @ り つ 史 加代 つ JO 下 才 ^ 


そ QG つ つ 各 


個 べ 会 貴 ye 水 環 QiNNG 彰 量り 的 


型 さ 呈 黒 い ^ 滞る 寺 水 者 NTN 
( ペ 演 年 青 べ 堂宇 ) やせ 県 ロー 四 " 計 沈 
中 さき 寺村 つい く xeS ご 束 コ 足 " 
SNNS 編 問 ESth い パリ に JO 
Q つ そる 直 党委 S 定 皿 恒 べ 3 震 と 叩 
oe 志 人 る 舞 め やや 折角 っ つる 
FSS 人 守 O を で も ……] 

麗 % で ね 生き で 宇 福 が 全 雪 
と? 時 且 G 全 理 つ ロ S6「 再 公 折 中 
や ーー へ 系 を 人 oxP 約 絢 


束 eo キ キー で ifrmS ゃ 6 ( 政 ) 

塵 で 8" 忘 音 選 る や ぐ く へ 所 会 上 
m も AKG 宇和 へ ネーG 所 人 
千羽 惑 WWHANAmA つ ^ そ 縮 窓 選 赴 
告 ポ や 8 半 店 の 守 へ 案 和 的 や * ら りつ 称 宏 
次 sp で く AA ぶ で へ AmH ヘ 一 
AS ロ -p 因 い つっ ね で さ つ ろ " 


孔 選 や ふ 負 王 へ へ ( 政 相 ※※) 


輌 叩 や きろ っ 電 ふい GS く 和 宗 めく で” 寺 
店 て とき へ 会 和信 守 頻 掴 当ら ゃ モ っ バロー 
人 KK と さく 、SK か 一 会 会 ne 


eKTR、S 志 っ 揚 べ 人 いら 
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中 三 朋 xe? 
「 昧 天 補 K め や で 8 葵 じい *Q で やや 
3 人 SS や で 軍 べ り 8 坪 益 G 鶴 を 
室 VhG 掴 舞い 全員 SR( 暴 ) 全 六 
で " 異 車 っ 介 二 定 顎 や 大 羽 普 
A 員 で や | 共和 刻 で yeT 十 G 民 ろ 民 公 
庄 り "や へ KS 人 Sxe で も] 
SNG 宙 析 せ 汗 回 ′ 雇 Q 苫 了 斗 " 
に 人 eEMI に に 4 の かり CM く な を を や 
も 了 吾 装 で つの 棚 め 竹 全 つや Se? 弄 
慌 41 購 G 掴 可 己 ^ 皇 抽 折 だ mw" 写 
っ 宮中 の G 表 蟹 や 六 羽 拠 っ りく wo" 
[時 足 " 占 可 店 上 必定 G 背 珠 納 
いこ に ささ こう で くだ に で SE だ コ 
トコ の 導い に に だ に さこ | 
つき ン 左 つら 軟 ぐし っ em (会 計る) 
尾 べ の 「 宅 党 せ 品 燈 記 所 つ つり 国家 
ヨ 寺 つり 臣 王 立っ 」 つ 衣 ye" 
りり SnHTNAGS っ 「 央 環 | 舞 恩 ] 
PS で ね G8 め で 全会 夜 で 7 
その SG 守 ^ 環 べ ゼ 引 師 人 る ぐ 押 偉 り 区 
ne 守 へ 「 螺 亜人 る っ で で 」 つ 時 障 ロ 
装 思 技 め 机 や ね りつ の 会 倫 で 丸 5 宏 玩 3 
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目 も 代 き し で 全 ち で も る 対 
目 や 代 ま き 生 っ け 友 と 人 うぅ 6 き 
人 計 に さす に 5 つた が が 溢 民 で 必 だ 
に り は で し な ま て の で 想 ラ 0 す 5 
災 ち 5 人 竹 エ ちる を と か き 問 ご の き 
協 け た く へ と 確 
を ん り と 0 ら や ゃ うっ ー 信 る 
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な 32 か ぬ っ 
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闘 の し た プ 後 ナス 出 


右 が 母親 の か お り (48)、 左 が 直 
人 。 父親 の 祥 典 (よし の り ・43) 
は 単身 赴任 で 月 1 回 自宅 に 戻る 。 
「 近 くに 住む お 姉 (充子 ・54) に は 
直人 の 子育て や サポ ー ト で いつ 
も お 世話 に な っ て いま す ] (か 
お り )。 大 阪 府 八尾 市 の 自宅 近 
く の 公 園 で 。 直入 の 好き な パン 
ダ の 遊具 も ある 。 
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690968 下 還 選 へ 野 め りつ も 紙 床 
り 尋 装 で 編 憧 召 吸 重 慌 全 雪 会 *e7 0 の 
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遠藤 素子 (渡邊 さん ) 一 撮影 
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<< タ イプ 別 解説 へ B0! 


@ 岩 つっ 璧 0 民 和 昭 っ い ン 「 ヽ ふさ HT 
て 回 弓 
@ 場 明 公 <Q 弄 馬 つ じ 忌 民間 CNG 
「 ユ ミー ド 回 弓 」 
③QQ 人 SN6 臓 WORW 天 っ ヨ 「 へ 回 
給 」 
@ 革 幅 財 じじ 間 WRN0TKI ト STN 回 門 」 
も 8 り で QOSS 全 nnS 由 全 玩 
所 宮 表 簡 四 引 和 下 の や vo ロ 3620 いつ お 
や 2SS 7 りや も 演 麗 o ぐ 全開 堂 つ 
リン で SS 全 ) dS「 和 キツ G 革 所 線 
ホキ ーー ンド" と 呈 の ・ 選 つ や ね の へ 押 っ 
丸 回 疲 全 較 据 8 党 回 弓 の っ 必 で で 7 
や で oop 紙 肖 GS 下馬 0 底 ン は 8/ 還 
沢 計 層 衛 回 紗 全 1 0 や 8 四 上 S2G や も 
っ On 全 " 
「S つ を se へ ^ 密 国 称 忠 と ロ 8dW 
油 全 軒 拒 9 合っ 27 8 つ ^ 吐 握 
信明 和 回 上 全 嘱 O 全 で 8 wwS 史 必 享 
に つい キャ レル どい コ こと ここ 
YS さり 7 紙 誤 結 の Sh ロ 8 K キ 
^ 皿 交 公 際 ら ホーK 倒 加 っ の mn K 
キキ へ 回 刻 当 下 交 @ 肖 図 め ン 次 記 へ S 
名 祥 臣 固 め 晶 下っ で 8 下 園 史 監 
ン ン 次 GK ペ ーー で AS 押 可 提 中 
つ 身 つり 2eG3^ 超々 つの ゃ っ さろ ぐせ ロ 
「 内 2」 人 で PyeS ぐ つの 臣 つ 全 の つつ で 
守っ "直ら で ね で 者 っ つ 例 つ 
っ 届け りつ 公 / 絶 可 りゃ 刷り vn で や 9 
マー 仙人 会 届き 二 て NG 門 回 の" 
半 下 を 装 や 入 詩 の お 習 民 ぐ 牌 滞 つ 選 知 
トー く で K つ の sp で で 29 ae 生 36.8 他 
で G 加 握 め 恒 和 ふ つの 細 枯 G 丈 
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問題 文 か ら 答え に 必要 な こと を 見 つけ る の が 得意 ! 


タイ プ _ 
多 S 


この 回 路 の 子 は 情報 を 整理 し て 、 必 要 な 情報 と 不要 な 情報 を 
見 分 ける の が 得意 。 算数 の 問題 を 解く 際 、 問 題 文 を 読ん で 、 何 
を 答え る べき か 、 何 が 答え を る た め の ポ イン ト に な る か を 見 つけ 
る の が 得意 だ 。 

の 間 題 で は 、 こ の 問題 文 に 出 て くる 値段 に 関わ る も の が 、「 ミ 
カン の 値段 」「 リ ン ゴ の 値段 ]」「 ミ カン を で きる だ け 多 く 買 っ た 
後 あ まっ た お 金 ] の 3 つ で ある こと を 読み 取れ る 。 また 、 そ の 3 
つの 値段 が どう いう 順番 で 高い の か に 気がつけ る は ず だ 。 この 
問題 が 解け な い 子 は 、 問題 文 に 書い て ある 状況 を 想像 する こと 
が で きず 、 ま た 問題 文 に は 具体 的 な 数 字 も 出 て こない の で 、 答 
え が 出 せな いと 考え て し まう だ ろう 。 


得意 な 問題 は コレ 


さく らち ゃ ん は フル ー ツ を 買い に 行き まし た 。 


持っ て いる お 人 金 で で きる だ け 多 く ミ カン を 買っ た 後 、 『 信 よう 『 
っ 


あま っ た お 金 で リン ゴブ を 1 コ 買 いま し た 。 


3 グ 目 . っ 


Se/ ジ 2 020) ジ 選ん 呈 2 の (70ASCfg 成 お 


読書 で 読解 力 を 磨 こ う 。 「 ど ん な 話 だ っ た ? 」 な ど と 質問 し て 振 
り 返 ら せ る と 、 情 報 整 理 の 練習 に な る 。 読 書 日 記 を つけ て も いい 。 


オリ エン テー リン グ の よ うに 、 住 所 、 方 角 、 目 印 の 建物 な どか ら 、 
地図 を 使っ て 目的 地 に 行こ う 。 必要 な 情報 だ け 読み 取る 取捨 選 
択 の 訓練 に な る 。 


ミカ ン (カン > あま っ た お 金 リ ン ゴ と な る か ら ) 


整理 し た 情報 を 生か し て 、 結 果 を 出す トレ ー ニ ング 
を し よう 。 例え ば 、 工 作 を する と き は 途中 で あき ら め 
ず 、 最 後 ま で 仕上 げ る こと を 意識 する と いい よ 。 ス 
テッ プ 回 路 (P.20) を 伸ばす ヒン ト に ある 、 数 独 や クロ 
スワ ー ド パズル の よう な 最後 まで や り 遂 げ る こと で 答 
え が 出 る 遊び を する の も オス ス メ 。 算数 の 問題 も 最 
後 ま で 解け る よう に な る か も 。 


横井 浩子 問題 提供 & 解 説 


難し い 問 題 6 ア イデ ア で 解決 


クリ エイ ト 回 路 タ イプ 


どん な タイ プ ? 


8 の 42 を と 生ま AN は MIU57 さ 8 
何 本 の つま よう じ が あり ます か ? 


強み を さら に 伸ばす ヒン ト 
な ぞ な ぞ 遊 び 
な ぞ な ぞ は た いて いひ ね り が ある の で 、 見 方 を 変え て 物事 を と ら 
える 訓練 に な る 。 な ぞ な を 問題 を 自作 する こと も クリ エイ ト 思 
考 の 練習 に な り そ う だ 。 
ハプニング お 助け 隊 
「 カ レー を 作る の に ルウ を 買い 忘れ た ! | な ど 困 り ご と に 遭遇 し 


た 際 、 ど う や っ て 料理 を 完成 きせ る か 解決 策 を 考え よう 。 ルウ を 
手作り する か 、 別 の 料理 に 変え る か …… 。 発 想 を 転換 し て みよ う 。 


: 解 管 : 14 本 


得意 な 問題 は コレ メグ 


_ この タイ プ の 子 へ の アド バイ ス 

アイ デア を 考え る の は 得意 だ けど 、 アイ デア を 出し っ 
ぱな し で 、 考 える の を や め て し まう こと に な り が ち で 
は ? 身近 な 材料 で の 工作 も 、 作 り 始め た ら 作品 に 
仕上 げ る な ど 、 一 つの 課題 に 対し て 最後 まで や り 切 
る 経験 を 積め ば 、 算 数 の 問題 も 最後 まで 解け る よう 
に な る よ 。 


結果 か らき か の ぼっ て 考え る の が 得意 


リバ ー ス 回 路 タ イプ 


どん な タイ プ ? 


得意 な 問題 は コレ 


3 色 の セロ ハン 紙 を それ ぞ れ 重ね る と 、 
重なっ て いる 部 分 の 色 が 

図 1 の よう に 変わ り ま す 。 

この と き 、 図 2 の ① て ③ の 部 分 の 色 は 
それ ぞ れ 何 色 で すか ? 


強み を さら に 伸ばす ヒン ト 
な ぜ ? な ぜ ? ご っ こ 
「 な せ ぜ 横 断 歩道 で な いと ころ を 渡っ て は いけ な いか 」 な ど 、 身 の 
回 り の こと に 「 な ぜ だ と 思う ? ] と 問い か け よ う 。 理由 を さか の 
ぼっ て 考え る 習慣 が 身 に つく 。 


プラ モデ ル を 作る 
完成 図 を も と に 、「 ど の 部 品 と どの 部 品 を つなげ た らい い 」 と 探 
すこ と で 、 結論 を 前 提 に 考え る 回 路 が 育つ 。 タン グラ ム や プ ブロッ 
ク 遊 び も オス ス メ 。 


[ 図 1] 


_ この タイ プ の 子 へ の アド バイ ス 
ア を どん どん 出す 経験 を 重ね る と 、 さ ら に 思考 の 幅 
が 広がる よ 。 算数 の 問題 を 解く 際 に も 、 いろ ん な 見 方 
が で きる と 便利 だ ね 。 クリ エイ ト 回 路 (P.17) を 伸 ば 
す ヒ ント の よう に な ぞ な ぞ で 遊ん だ り 、 旅 行 や パー 
ティ ー の 計画 の アイ デア を 考え た り し て みよ う 。 


① 青 ② 黄 色 ③ ピ ンク (まず 真ん中 に 注目 。 オ レン ジ は ビン ク と 黄色 で 、 緑 は 青 と 黄色 で で きる の で 、 真 ん 中 の セロ ハン 紙 は 黄色 に な る 。 真 ん 


場合 分 けし て 、 考 える の が 得意 ! 


この 回 路 の 子 は 、 考 えら れる 可能 性 を 洗い 出し て 、 そ の 中 か ら 
適切 に 選べ る の が 強み 。「 〇 〇 の 場合 は ……、 〇 〇 の 場合 は 
24 」 と ーー つ 一 つ 確 認 し 、 重 複 や 漏れ が な いよ う 、 試 し て みた 


り 数 え 上 げた りす る の が 得意 だ 。 


下 の よ うな 問題 で は 、 「 左 の [に 入る 記号 が + の 場合 は 、 右 の 記 
」、「- の 場合 は 、 右 の 記号 は ひ に な る ……」 と 、 
片方 の 記号 を 固定 し な が らし ら み つぶ し に 試す こと で 答え が 見 
つか る 。 正解 で な い 組 み 合わ せ も 消さ きず に 、 確認 済 み で ある こと 
の メモ と し て 残し て お く よ う な タイ プ だ 。 この 問題 が 苦手 な 子 は 
思い つき で 記号 を 入れ る の で 、 同 じ 組 み 合わ せ を 何 回 も 試し て 


号 は 〇 に な る 


し まう 。 どの 組み 合わ せ を 試し た か わか ら な く な る こと も 。 


タ 


得意 な 問題 は コレ 
下 の 昌 に 入る 記号 は それ ぞ れ 何で すか 。 


5L12L 14=7 


条件 を 設定 し て 、 当 て は まる も の を リス ト ア ッ プ する 遊び が 効 
果 的 。「 き ん ずい の 漢字 を た くさ ん あげ よう 」「 ト マト を 使っ た 
料理 を た くさ ん あげ よう 」 な ど 。 家 族 で 競 逢 し て ゲー ム に し よう 。 


例え ば 掃除 を する 際 、 場 所 、 方 法 、 道 具 な ど を リスト アッ プ し 、 
終わ っ た ら や り 残し が な いか を リス ト を 基 に 確認 する 。 こう し た 
一 連 の 作業 が 、 確実 な 洗い 出し と 実行 の 訓練 に な る 。 


: 5 一 2 十 4 ニ 7 


洗い 出し と と も に 身 に つけ た い の は 優先 順位 を つけ 
る こと 。 掃除 を 例 に する な ら 、 リ スト アッ プ 後 、 ど 
うい う 順 番 に 掃除 する と 短い 時 間 で 終わ る か まで 考 
える と いい よ 。 算数 の 問題 を 解く 際 も 、 い ろ い ろ な 
解き 方 や パタ ー ン を 洗い 出し た 後に 、 ど れ が 正解 に 
た どり 着き や すい か が わか る と いい ね 。 


着実 に 正解 に た どり 着く 力 が ある 


この 回 路 の 子 は 確か な 理由 を も と に 「 こ うだ か ら こ うな る 」 と 、 
一 歩 一 歩 考え を 進め る の が 得意 だ 。 計算 問題 は 特に 、「 な ん と 
な く 」 で は な く 、 正 し い 方 法 で 解き 進め る こと が 大 事 な の で 、 
この タイ プ は 計算 ミス は 少な いか も し れ な い 。 

下 の 問題 で は 、「 そ らく ん は イヌ が 好き 。 り な ちゃ ん は そら くん 
と は 違う か ら 、 ネ コ が 好き 。 つば さく ん は りな ちゃ ん と 同じ だ 
か ら ……| と 、 わ か っ て いる 情報 か ら 順序 立て て 考え られ る 。 
この 問題 が 苦手 な 子 は 、2 番 目 の り な ちゃ ん が どちら が 好き な 
の か を 考え ず 、 答 え を 出 そ う と し て し まう 。 また 、 こ の 問題 を 
解け て も 、 き ら に 4 人 、$ 人 と 、 大 勢 の 会 話 が 続い た 場合 に は 、 
解け な く な る だ ろう 。 


> 


得意 な 問題 は コレ 
そら くん 、 リ りな ちゃ ん 、 つ ば さく ん が 、 イ ヌ と ネコ の どちら が すき か を 話し て いま す 。 


「 ぼ ぽく は イヌ が すき | 」 


「 わ た し は そら くん と は ちがう な ぁ 」 


「 ぼ ぽく は りな ちゃ ん と 同じ だ よ 」 


つば さく ん は 、 イヌ と ど ネ コ の どちら が すき で しょ うか 。 


今日 何 が あっ た の か 、 そ の と き 何 を 思っ た の か を 文章 に する こ 
と で 、 物 事 を 順序 立て て 考え られ る よう に な る 。 親子 で 交換 日 
記 を する の も オス ス メ 。 


数 独 や セク タロ スワ ー ド パズル は 、 順 序 を 守っ て 正確 に 進め る 力 を 
つけ られ る 。 レシ ピ 通 り に 料理 を し た り 、 本 の 通り に 折り 紙 を し 
た りす る の も 5 効果 的 だ 。 


確実 に 者 え を 進め て いく の で 、 考 え 方 が 慎重 に な り 
が ち 。 発想 の 幅 を 広げ る た め に も 、 暇 な 時 間 に 「 今 か 
ら 何 を する か 」 を 自由 に 考え た り 、 サ プラ イズ 企画 の 
発案 を し た り し て みよ う 。 そう すれ ば 、 算 数 の 問題 で 、 
どう 解け ば いい か 解き 方 が 思い つか な いと きも 、 いろ 
ん な 方 法 を 試せ する よう に な る よ 。 
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プレ ジ デ ント 人 @ 


Famnly 


ーー ム 大 集合 GG 訂 


単なる "お も ちゃ "と 傷 る な か れ 。 遊 びな が ら も 図形 の セン ス や 計算 力 、 
確率 の 概念 まで 身 に 付く ゲー ム を 、 専 門 家 が 挙げ て くれ た 。 
懐か し い 玩具 か ら 最 新 の グッ ズ まで 勢ぞろい 。 家 族 で 遊び な が ら 算 数 力 が 大 幅 ア ッ プ 。 


る 人 
川島 慶 さん 
約 数 の 較 人 に 凛 科 生 和 ae。 
な れ ま す 


松永 直樹 きん 
齋藤 勇 さん に ゲー ム ソ ム ! 
YAKUSU 9 委 撤 学園 小学 校 数 学 主任 人 ボー ド ゲ ー ム ソム リエ 


安 浪 京子 さん 
算数 教育 家 
中 学 受験 専門 カウ ン セ ラー 


手持 ちの 数 字 か ら 、 出 て くる 数 の 約 ボー ド ゲ ー ム デザ イナ ー 
数 を 出し 合う 対戦 ゲー ム 。 先 に 手持 
ちの 数 字 が な く な っ た 方 が 勝ち 。 「 約 
数 が 身 に 付く の は も ちろ ん 、 複 数 あ 
る 約 数 の うち の どれ を 出す と 有利 に 
な る か を 見 極め る 論理 的 思考 の ト 
レー ニン グ に も な り ま す 。『I8』 と い 
う 数 を 見 た と き に 『2 x 3 X 3』 を 賠 時 
に 思い 浮か べら れる か 。 九 九 が で き 
れ ば 楽し め ま す 」( 川 島 さ ん ) 花 ま 
る ラボ / 無 料 (Android の み 。 アプ リ 
内 課金 あり )/2 人 


東田 大 志 さ ん 
東田 式 バズ ル 研 究 社 社長 


数 の 大 小 の 感覚 カ 
身 に 付き ます 


コン プレ ッ ト 

手持 ちの 22 個 の 駒 を 裏返し て 一 列 に 並べ 、 そ の うち 数 字 が ある 
面 を 表 に する の は 5 個 の み 。 左 か ら 小さ い 数 字 が 並ぶ よう に 、 裏 
返っ て いる の 間 に そ の 5 個 を 配置 する 。 それ ぞ れ 、 ど れ く らい 
間 を あけ て 配置 する か が ミン ソン 。 場 の 駒 を 引い て 、 有 駒の 数 字 が 順番 
に 並ぶ よう に 自分 の 列 の 裏返し た 駒 と 入れ 替え て いく 。 数 の 大 小 
や 、2 つ の 数 の 間 に い くつ 数 字 が ある か と いっ た 感覚 が 鍛え られ 
る 。 「 数 字 の 大 小さ え わ か れ ば だ れ で も 楽し め ま す が 、 相 手 の 駒 
を 見 な が ら 推 理 す る の も 楽し いで す よ 」( 松 永 さん ) Schmidt 
Spiele/ 2800 円 /2 て 4 人 


金子 聡一 三文 市 来 朋 久 (松永 さん )、 干 川 修 ( 安 浪 さ ん ) 、 梅 田 佳 浴 ( 東 田 さん )、 構 水 麻 ( 齋 藤 さ ん 、 川 島 さん ) 撮 影 22 


年 末年 始 、 家 族 で に 
盛り 上 が る こと 間違い な し ぐ れ も ちの 
遊び な が ら 点 数 アッ プ ! 


走 し 算 、 引 き 算 が 好き に な る 
どん ぐり や ま 
複数 の ブ プレー ヤー が 協力 し て 、 カ ー ド を ビラ ミッ ド 状 に 並べ る ゲー ム 。 上 
の 段 に 並べ る と き は 、 下 の 2 枚 の カー ド の 数 字 を 「 足 す 」 か 『 引 く 」 か し て で 
きる 数 字 で な けれ ば な ら な い 。 目指 す の は 8 段 ビラ ミッ ド 。 「0 5 と 簡単 
な 数 だ け で す が 、 足 し た り 引 いた り の 工夫 と 、 ど の カー ド か ら 使 うか と いっ 
た 戦略 任 が 問わ れ ま す 」( 松 永 さん ) 選 椿 療 欠 /1430 円 ノ 2 人 以上 


数 独 好き な ら 挑 戦 し よう 
PLUSZIE 


3x3 の マス に 並ん だ 9 個 の 数 字 を 、 そ の 合計 が 右側 ・ 
下 側 の マス に 示さ れ た 数 に な る よう 選ぶ パズル 。 レベ ル 
アッ プ す る と 4x 4、5X5 と マス が 増え る 。 数 独 に 似 て 
いる が より 論理 的 な 発想 が 必要 と な る 。「 数 の 合成 、 分 
解 の 感覚 が 身 に 付き ます 。 数 独 に は な い 工 夫 の 余地 も 
楽し み の 一 つ 。 苦労 し て 答え を 出し た と き の 知 的 忠重 
が た まり ませ ん 」( 川 島 さ ん ) Huckleberry BV/ 無 料 
(アプ リ 内 課金 あり )/1 人 以上 (オン ライ ン 対 戦 ) 


om 
P で 宣 
ぐつ ゝ ! 
に ここ 3 パ 
cs 区 数 と 具体 物 の 
< で ② ヾ 人 受 関係 を 体感 
> ニム ト 
ンコ 場 に ある 4 列 の カー ド の 数 字 よ り 大 きい カー 
= ド を 、 プ レー ヤー みん な が 同時 に 出し て 列 に 
四則 計算 に (の ) つなげ て いく 。 場 の カー ド より 小さ い カー ドレ 
アカ ュー ウ ーー か な か っ た り 、 列 の 6 枚 目 に な っ て し まう と 、 
強く な る 1 列 分 の カー ド すべ て を 引き 取ら な く て は な ら 
PA た カー ド の 和 和 (の マー ク で あら わる れる ) 
た カー ド の 和 失点 の マー ク で あら 
0 ご 9 の 炎 学 を キオ 」「ー」「X」「 は 」 の 注記 が 多い と 負け 。 思わ ぬ ド ラマ が 生ま れる 楽し 
oi 上 の 4 い ゲー ム 。「 数 の 大 小 の 感覚 、 数 と 具体 物 と の 
の 束 に 15W 関係 を 体感 で きる ゲー ム で す 」( 川 島 さん ) 
な 用 び が で きる が 最も シン プル な の は 、 手 札 の AG21205 加 29521D 
カー ド で 式 を 作る こと 。 72』「3』「5」「 キ ュー 
の カー ド で は "2 二 3 こ 5』 が で きる (「ー」 は 「ー」 
の カー ド を 杏 返 し た )。「 算 数 で は 、『 式 を 作る カ 』 
" 式 を 変形 させ る 力 『 式 の 意味 を 考え る カ 
が 還 要 で す が 、 そ れ ら か 自然 と 身 に 付き ます よ 」 
( 府 藤 さん ) イコ ー ル カー ド 協 会 / 1320 円 。 
『 算 数 パズル ゲー ム イコ ー ル カー ド 公式 
ルー ルプ ブッ ク 』 に 付属 /2 人 以上 
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23 ※ 価 格 は すべ て 税込 み 


等 積 変形 の 感覚 が 育つ 
ベン ギン ・ オ ン ・ ア イス 
水 を 模 し た ベント ミノ を 並べ て 5 x 5 の 正方 形 を 作り な が ら 、「 お 


題 」 に 示さ れ た 通り に ベン ギン を 配置 で きる か 。 同種 の バズ ル と 
の 最大 の 違い は 、 ベ ント ミノ の 1 つ を スラ イド させ て 変形 で きる ンス 
こと 。 「 変 形 で きる か ら 簡 単 、 と 思い が ち で す が 、 ど う 変 形 させ る 


か も 考え な けれ ば な ら な い の で 、 見 た 目 の 可愛 らし さ に 反し て 意 


外 と 難し いん で す 。 等 積 変 形 の 感覚 も 育ち ます 」( 東 田 さん ) 大 $ に 
SMRTGAMS ノ 3278 円 ノ | 人 見 , いい 


敷き 詰め の セン ス を 磨く 
対戦 ベン トミ ノ 

ベン トミ ノ と は 、 正 方形 を 5 個 つ な げた |2 種 類 の ピー ス の こと 。 基本 は 、 6 
X 10 や 5x12 の 長方形 を 作っ て 遊ぶ 。 普通 に 遊ん で も いい が 、 齋 藤 さ ん 
の お 勧め は 「 対 戦型 」。 色 の 違う ペン トミ ノ を 2 セッ ト 使 っ て 、IOx10 の 方 
眼 用 紙 に 交代 で ピー ス を 置い て いく 。 置く と き に は すでに 置か れ て いる 
ビー ス と 最低 | 辺 で 接触 し な けれ ば な ら な い 。 方 眼 か ら は み 出 し た り 置 け 
な く な っ た り し た ら 負 け 。 「 図 形 セ ンス は も ちろ ん 、 先 を 見 通し な が ら 全 体 
を 見 極め る 力も 付き ます 」 (斉藤 さん ) テン ヨー/ 550 円 /2 人 /※ 市 販 
の プラ バズ ル を 2 セッ ト 。 台紙 は 手作り 。 


39 多 っ 
Sa へ 


1 つの ピー ス の 見 方 が 変わ る 
KATAMINO 


ベン トミ ノ を 組み 合わ せ て スペ ー ス を すき 間 な く 埋 め る バズ ル 。 
仕切 り 棒 を 動か すこ と で 難易 度 に も 変化 を つけ られ る 。 その 組み 
合わ せ は 3 万 6057 通 り 。「 ビ ピース を ひっ くり 返し た り 回 転 さ せ た 
り リ 裏 返し た り 。 スペ ー ス の 狂い 方 が 簡単 と 思え る か も し れ ま せん 
が 、 制 約 が 大 きい の で 実は 大 変 な ん で す よ 。 条件 の 変化 に 敏感 に 
な り ま す 」( 安 流さ ん ) CAST JAPAN/6160 円 ノー2 人 


24 


y 2 へ 、 ニー 

図形 の 組み 合わ せ に 

P 2 
強く な る 
ウボン ゴ スタ ンダ ー ド 

砂時計 の 砂 が 落ち る まで に 、 指 定 さ れ た ビー ス を 使っ て 
お 題 通 り に ボー ド を 埋め て いく 対戦 ゲー ム 。 で き 
「 ウ ボン ゴ ! 」 と 叫ん で 宝石 を も ら う 。 ち な み に 「 ウ ボン ゴ 」 
と は スワ ヒ リ 語 で 「 脳 」 を 意味 する 。 「 ウ ボン ゴ の 胃 き が と 
に か く 楽 し いん で す 。 対戦 が お 勧め 。 一 人 で する より 数 
倍 楽 し いで す よ 。 図形 の 点 対称 、 線 対称 の 感覚 も 磨 か れ 
ます 」 (川島 さん ) ビー ノ 4356 円 / ノ 1 て 4 人 


ロロ ー 度 /ー ア ょ 
位置 関係 に 敏感 に な る 
世界 見 聞 パ ズル 
に 透明 な 板 を は め て いく 図形 合わ せ バ ズル 。 シー ト に も 板 に 
行 機 の 色 と 向 き を 合わ せる の が ポイ ント 。 簡単 な 問題 の と き 
に は この 飛行 機 が ヒン ト に な る が 、 難 易 度 が 上 が る と 飛行 機 が 縛り と な っ 
て 苦し む 。 単純 な 図形 合わ せ の パズル と 違っ て 飛行 機 と いう 条件 が 問題 
解決 の 手掛かり に 。 シー ト に は 日 本 や 世界 の 地図 や 地域 が 描か れ て いる の 
で 地理 の 勉強 に も 。 イラ スト が きれ いな の で 女の子 に も 人 気 が あ り ま す 」 
( 安 浪 さ ん ) エド ・ イ ンタ ー/ 2915 円 /| 人 一 


ヽ SS 
辺 の 長き 、 角 度 の 大 き さ に 注目 
タン グラ ム 
大 小 の 直角 二 等 辺 三角 形 5 つ 、 正 方 形 | つ 、 平 行 四辺 形 | つ 、 計 
7 つの ピー ス を 使っ て 「 お 願 」 と な る 様々 な シル エッ ト を 作る 図形 
パズル の 定番 。 ピー ス の 種類 に よっ て 似 た バズ ル が 数 種類 ある 。 
「 そ れ ぞ れ の 図形 の 辺 の 長 さや 角度 の 大 き さ を 意識 させ る の に 最 に 
適 で す 。 平行 四辺 形 の み 、 裏 返す と 向き が 変わ る 点 に 気づか せ た だ 
いで すね 」( 安 浪 さ ん )。 「 各 社 か ら 出 て いま す が HANAYAMA の 夕 所 

ング ラム は お 願 が 120 問 。 お 得 で す 」 (東田 さん ) HANAYAMA 
1848 円 /1 人 一 


等 横 変 形 を 体感 いり 


牧場 か いだく ゲー ム 


の 構成 、 


牧場 か いた く ゲ ー ム 

齋藤 さん の オリ ジ ナ ル ゲ ー ム 。 方 眼 用 紙 を 用 意 し て 、 右 
の 写真 の よう に 、 羊 と それ を 取り 囲む ドッ ト ( 杭 ) を 描 
いて お く 。 サイ コロ を 2 つ 振 っ て 出 た 目 の 数 の 合計 分 、 
ドッ ト を 結ぶ 線 ( 梱 ) を 描き 、 羊 を 囲ん で 「 牧 場 」 を 作っ 
て いく 。 最後 の 柚 を と っ た 人 が 中 の 羊 を ゲッ 羊 の 数 
が 多い 方 が 勝ち 。 「 周 囲 の 長 さ が 同じ で も 形 が と 面 
積 が 異な る こと や 、 形 が 違っ て も 同じ 面積 に な る ケー ス 
が ある こと な ど を 体感 で きま す 。 一 回 で 囲 め な い 場 合 、 月 
どの 棚 か ら つ ぶし て いく か 、 見 通し 力 な ど 戦略 的 思考 
も 身 に 付き ます よ 」( 表 藤 さん ) ※ 用 意 する も の : 方 
眼 用 紙 、 ス タン プ ( シ ー ル な ど )/2 人 
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切断 問題 の 苦手 を 克服 
立体 四 目 
16 本 の 棒 に 2 人 交互 に 球 を 通し て いき 、 タ テ 、 ヨ コ 、 ナ ナメ 、 超 
ナナ メ (左手 前 下 か ら 右 奥 上 まで の 黒 の 球 。 写真 参照 ) な ど 、 先 に 
4 球 を | 列 に 並べ た ら 勝 ち 。 ボー ド を 上 か ら 、 あ る い は 横 か ら 見 
て いる だ け で は 超 ナ ナメ は 気づき に くい 。 「 立 体 図形 を 見 る と き 、 
見 る 方 向 を 変え る と 見 え 方 が どう 変わ る か を 体感 的 に 理解 で き 
ます 。 立体 の 内 部 』『 立 体 の 切断 』『 複 雑 な 立体 』 と いっ た セン 
ス も 身 に 付く は ず 」( 東 藤 さ ん ) HANAYAMA/3278 円 /2 人 


ウ 見 えな い 部 分 が 想像 で きる 
キュ ー ブ パ ズラ ーPR0 
球体 が 様々 な 形 に つなが っ た 6 色 の ピース を 、「 お 題 」 の 配色 に な る よう 組 
合わ せ て 立方 体 を 作る 。 問題 」 は 全 80 問 。 レ ベル が 上 が る と 一 部 の 配 
色 が 隠さ れ た 超 難問 も 。 「 問 題 に 示さ れ て いる の は 立方 体 の 6 面 の うち 3 面 


mL て アカ だ け 。 見 えて いる 3 面 か ら 見 えて いな い 3 面 を 想像 し な が ら 組 み 立て ます 。 
ゃ / 体 図 形 の 構成 力 、 論 理 的 な 思考 力 が 育ち ます 。 楽し いで すし 、 何 より 完成 品 が きれ 
= いな の で オプ ジェ と し て も いい で すね 」( 東 田 さん ) SMRTGAMS/2178 


苦手 意識 を な くす | 


立体 の 内 部 を 見 る 力 が 育つ 


KAPLA 

「 厚 み : 幅 : 長 さ 三 | : 3 : 15」 と いう シン プル な ビー ス が 特徴 の 木製 プロ ッ 
ク 。 「 な る べく 少な い 数 で 橋 を 作ろ う 」「 中 を 空洞 に し て 塔 を 作ろ う 」 な ど 
ルー ル を 設け て 組み 立て る と いっ た 、 い ろ い ろ な 遊び 方 が で きる 。「 外 か ら 
見 えな い 内 側 の 構造 が 感覚 的 に わか る よう に な る の は も ちろ ん で す が 、 試 
行 錯誤 する こと で 自ら ルー ル や 条件 を 設定 で きる よう に な り ま す 。 する と 、 
試験 な ど で 出 題 者 の 意図 を 意識 し な が ら 問題 に 取り 組む 姿勢 も 育ち ます 」 
(川島 さん ) KAPLA/ 200P= 9350 円 、 280P=1 万 6610 円 /1 人 一 


ミド スー ム 王 昌 ミ 
試行 錯誤 力 が つく 
ペン タキ ュー ブ 
ペン トミ ノ や KATAMINO の 立体 版 。 立方 体 5 個 
で 構成 され た 8 種類 の ビー ス か ら 指 定 さ れ た 
色 の ビー ス を 組み 合わ せ て 直方 体 を 作る 。 簡 
単 な も の か ら 超 難問 まで 5 レベル 、 計 60 題 。 解 
き 方 が 1 つと は 限り ませ ん 。 立体 の 見 えて いる 
部 分 だ け で な く 見 えな い 部 分 の 形 も 考え る 意 
識 が 育つ と と も に 試行 錯 癌 し な が ら 自 分 な り 
の 解き 方 を 見 つけ て いく 力も 育ち ます 」( 安 浪 

さん ) 学研 /4400 円 ノ | 人 一 


26 


展開 図 が わか る アー ご 


マグ ・ フ ォ ー マ ー 


三角 形 、 正 五角 形 の ビー ス を 組み 合わ せ て 平面 は も ちろ ん 立 と 
な ど が 作れ る 。 か な り 強 力 な 磁石 が つい て いる の で 、 作っ | 
運 も 。 より 球体 に 近い 形 が 作れ る の が 特徴 。「 立 体 | いい す 


学年 に な っ て か ら 理 屈 で 学 ぼ うと し て も な か な か 理解 で 
バズ ル を 使っ て 、 組み 立て た り 切 り 開い た り と いう 遊 


6 7。。 
を 持つ こと が で きる よう に な り ま す よ 」( 川 い 
シッ ク 30P = 7260 円 、 ベ ー シ ッ ク 62P=I 6 


万 3200 円 / ノ 1 人 一 


< し ドラ ラフ だ っ 
3D で と ら え ぇ る 感覚 が つく 
ウボン ゴ 3D 
立体 版 の ウボン ゴ 。 遊び 方 は ウ ポ ボン ゴ スタ ンダ ー ド と 同じ で 、 お 願 の シ 
ル エ ッ ト に な る よう に ピー ス を 時 間 内 に 組み 立て て いく 。 立体 に な っ て 、 
一 段 と 難易 度 が 増し た 。「 立 体 を 一 方 向 か ら だ け で な く 、 ま さ に 3D と し て 
な いと な か な か ウボン ゴ で きま せん 。 その 分 、 完 成 し た と 
り ま せん よ 」( 松 永 さん ) KOSMOS/ 8400 円 /2 て 4 人 


1 1 か も し か る Ns た ゴー っ ミ 
立体 の 見 方 が 変わ る 
カモ シカ パズル 

タン グラ ム の 立体 版 。 立方 体 、 柱 、 台形 柱 の それ ぞ 
れ 2 色 の ビー ス を 組み 合わ せな が ら 「 お 題 」 の 形 を 作っ NM 
て いく 。 置き 方 、 重 ね 方 を 変え る こと で 、 表 面 に 見 える 
色 や 形 が 変わ る の が ミソ 。 「 底 辺 が 台形 の 四角 柱 
柱 は 、 見 る 方 向 に よっ て 変わ り ま す 。 上 か ら 見 る と 
正方 形 、 横 か ら 見 る と 二 等 辺 三角 形 な ど と 立体 を 多角 
的 に イメ ー ジ で きる よう に な り ま す 」( 安 浪 さん ) 


ビグ マリ オン グ / 3960 円 /I 人 一 に 
ー ン 


収益 率 や リス ク で 
生き た 確率 の 勉強 に 


街 コ ロ 

麦畑 と パン 屋 し か な い 自分 の 街 を 大 都市 に し て いく ゲー ム 。 サイ 
コロ を 振っ て 出 た 目 の 数 に 応じ て 、 土地 や 施設 を 買う こと が で き 
る 。 駅 や 電波 培 な ど は 高い 収益 が 見 込ま れる が 資金 も 必要 。 「 安 
い 施 設 で コツ コツ と 稼い で いく か 、 融 資 を 受け て 大 規模 開発 に 
チャ レン ジ す る か 。 収益 率 、 資 金 回 収 率 、 リ スク 、 み ん な 確率 。 
生き た 確率 の 勉強 に な る の で は 」 (松永 さん ) グラ ン デ ィング 
/3667 円 /2 て 4 人 


確率 & 割 合 も 
怖く な い ! 


2 と 7、 出 る 確率 が 

の 

高い 数 字 を 考え る 

クニ スタ ー 

ビン ゴ と ボー カー を 組み 合わ せ た よ うな ゲー ム 。 交互 に 2 つの サ 
イコ ロ を 振り 、 出 た 目 の 合計 の 数 字 を 各自 、5 Xx 5 の マス 目 が 描 
か れ た シー ト に 書い て いく の だ が 、 こ の と き 、 タテ 、 ヨコ 、 ナナ メ 
の 数 字 が 、2 ペア 、 3 ベア 、 ス トレ ー ト な ど ポ ボー カー の 「 役 」 に な る 
よう に 並べ る 。 合計 点 の 高い 人 が 勝ち 。「2 は 『| 十 |』 し か あり ま 
せん が 、7 だ と 『| 十 6』『2 十 5』『3 十 4』 が あり ます 。 出る 確率 の 
違い を 考え な が ら 数 字 を 並べ て いく の が ポイ ント で す 」 (松永 さ 
ん ) Nurnberger-Spielkarten-Verlag/ 1800 円 /|ー12 人 


何 を 優先 する か 、 確 率 を 計算 
ウッ チワ ー ク 

9 x 9 の マス 目 が 描か れ た 各自 の キル ト ボ ー ド を 、 布 タイ ル で な る べく 隙間 
な く 埋 め て いく 1 対 | の 対戦 ゲー ム 。 布 タ イル に は 値段 が つい て いて 、 お 
金 條 わり の ポタ ン で 買う 。 敷き 詰め た 面積 、 手 持ち の ポタ ン の 数 、 そ し て 
時 間 も 勝 敗 の カギ に 。「 ゲ ー ム 終了 時 に 、 ポ タン が つい た 特別 タイ ル は 得 
点 に な り ま す 。 早い うち に 特別 タイ ル を 集め る と 得点 に は 有利 で す が 、 後 
に な る と 置き に くい 形 の タイ ル し か 残ら な く な る こと も 。 何 を 優先 する か 、 
場合 分 け 、 得 点 の 確率 を 見 極め る 力 が 問わ れ ま す 」( 松 永 さん ) ホビ ー ジ ャ 
バング 3300 円 /2 人 専用 


て この 原理 は 
比 の 概念 に つなが る 
バラ ンス ・ ビ ピーン ズ 


アンデ シー ソー に 、 ビ ピーン ズ (お も り ) を 乗せ て 左右 を つり 合わ せる ゲー ム 。 最初 
マデ ンー に 図示 され た ビー ンズ を セッ ト 。 そこ に 指示 され た ビー ンズ を どう 乗せ る 
テン か 。「 シ ー ソ ー が つり 合う に は 、『 支 点 か ら の 距離 X ピー ンズ の 数 』 を 揃え 

k に シン ご な けれ ば な り ま せん 。 これ は 比 の 概念 の 学び に つなが り ま す 。 て この 原理 
を 知ら な く て も 、 試行 氏 放し な が ら そ の 規則 性 を 見 つけ て いく こと が で き 


ます よ 。 見 た 目 の 可愛 らし さ 以 上 に 奥深 いん で す 」( 東 田 さ ん ) シン ク フ ァ 
ン ノ 3960 円 ノ 1 人 一 


計算 、 確 率 、 推 理 の 力 が っ < <@> 
ド メ モ 

1 て 7 の 数 字 が 書か れ た タイ ル が 、「|」 は 1 枚 、「2」 は 2 枚 …… 「7」 
は 7 枚 入 っ て いる 。 自分 の 手札 は 見 えな い が 、 場 に 出 て いる タイ 
ル の 数 字 や 自分 以外 の プレ ー ヤ ー の タイ ル な どか ら 、 自 分 が 持っ 
て いる タイ ル の 数 字 を 推理 する 。「 見 えて いる 枚数 か ら 残 り の 枚 
数 を 計算 し 、 自分 が 持っ て いる 確率 が 高い 数 字 は どれ か を 考え ま 
す 。 他 の 人 の 答え も ヒン ト に な り ま す よ 」( 川 島 さ ん ) クロ ノ ス 
2530 円 /2 て 5 人 


mm 進む か 戻る か 。 虹 の いる 確率 は ? 
コス タリ カ 
湿地 、 山 、 森 の タイ ル が 敷き 詰め られ た 島 を 探検 し 、 タ イル の 裏 


に 描か れ た 動物 を ゲッ ト し て いく コレ クシ ョ ン ゲ ー ム 。 到 の タイ 
ル を 2 回 めく る と 、 強 制 的 に 探検 が 終了 し 、 次 の ブレー ヤー と 交 
代 し な けれ ば な ら な い 。 政 の いる 確率 は 場所 に よっ て 異な る 。 「 危 
険 の 確率 と 得点 の 確率 を どう 比較 し 、 ど う 折り 合い を つけ る か が 


ES sv も = ポイ ント 。 確率 が 低い と き で も 久 際 度 は ゼロ で は な いと いう 、 和 
高 得点 が 狙え る 確率 を 計算 率 の 原理 を 知る こと が で きま す 」( 松 永 さん ) ジー ビー ノ 3190 
キン グ ド ミ ノ 四 /2ー9 和 人 


自分 の 城 の 周り に タイ ル を 並べ て 王国 を 作り 上 げ て いく 。 タイ ル 
は 2 つの マス が つなが っ た 長方形 。 そ れ ぞ れ の マス に は 森 、 荒 れ 地 、 
海 な ど 価値 の 異な る 6 種類 の 土地 が 描か れ て いる 。 最終 的 に マス 
目 が 5X 5 に な る よう に 、 そ し て 同じ 種類 の 土地 が 広く つなが る 
よう に 並べ る 。 タイ ル に 描か れ て いる 王冠 の 数 も 得点 に 。 「 高 得 計 
点 が 狙え る 確率 の 高い 土地 は どれ か 、 王 冠 の 数 X 土 地 の 面 積 を 


常に 計算 し な が ら プ レー し ます 」( 松 永 さ ん ) テン デイ ズ ゲー <2 ァ 
ムズ / ノ 3300 円 /2 て 4 人 2 


た ッ マ 


WW・ 


へ. お 3 邊 営 で 
色 の 割合 が 視覚 で わか る 

イリ ュー ジョ ン 完全 日 本 語 版 
赤 、 青 、 黄 、 縁 の 4 色 で 描か れ た 様々 な イラ スト カー ド を 、 指 定 さ れ た 色 の 
面積 の 割合 が 大 きい 順に 並べ て いく ゲー ム 。 微妙 な 面積 の 違い に 気づけ る 
か どう か 。 カー ド の 裏 に は 、「 赤 〇 %、 青 へ %」 な ど そ れ ぞ れ の イラ スト の 
色 の 割合 が 記さ れ て いる 。 「 割合 は 日 常 生活 と も 深く 関わ っ て いる の に 苦 
手 な 子 が 多い で す 。 割 合 を 視覚 的 に 感じ る こと で 『 全 体 に 対し て どれ くら い 』 
『O% っ て どれ くら い 』 と いっ た 感覚 が 身 に 付き ます 」 (川島 さん ) アー 
クラ イト ノ /1980 円 ノ /25 人 


1 


条件 を 整理 する 
力 が 育つ 

ラミ ィ キ ュー ブ 
1 て 13 の 数 字 が 書か れ た 各 4 色 の タイ ル を 使い 、 
「 役 」 を 作る ゲー ム 。 トラ ンプ の セブ ンプ ブリ ッ ジ 
や マー ジャ ン に 似 て いる 。 「 同 じ 色 で 数 字 が 連 
続 する 3 枚 」「 異 な る 色 の 同じ 数 字 3 枚 」 が 揃っ 
た ら 場 に 公開 する 。 相手 の 役 に つ な げ る こと 
も で きる 。 手持 ちの タイ ル が な く な っ た 人 が 勝 
ち 。「 自 分 の タイ ル の 中 か ら 規 則 性 が 成立 する 
組み 合わ せ を 考え た り 、 残 っ た 数 字 の 枚数 を 
推測 し た りな ど 、 条 件 を 整理 する 力 や 見 通し 
を 持つ 力 が 育ち ます 」( 齋 藤 さ ん ) 増田 屋 コ ー 
ポレ ーション / 3960 円 /2 て 4 人 


速 ざ 、 見 通し 、 
論理 思考 も 高め よう 


ラ 計 ヽ 
得点 の 計算 の ほか 、 速 き さ の 感覚 も 
秀才 コー スゲ ー ム けい さん 
すり 価 状 の 斜面 を 螺旋 (らせん ) を 描き な が ら 転 が り 落ち る 球 。 その 球 が 中 
内 の 穴 に 落ち る 前 に 自分 の 駒 を ゴー ル さ せる 。 た だ し 、 速 すぎ る と 点数 が 
低く 、 球 が 落ち た 後 で は マイ ナス に な る 。 " 速 さと 時 間 の 感覚 が 必要 に な 
る ゲー ム は な か な か あり ませ ん 。 中 央 に 近づく に つれ 転がる スピ ー ド が 束 
く な る よう に 見 えま す が 実は ほぼ 一 定 。 | 周 の 距離 が 変わ っ て いる の で 加 
速 し て いる よう に 見 える の で す 。 それ を 理解 し つつ 、 ど う 我 慢 で きる か 、 

で すね 」 (松永 さん ) 1975 年 発売 / タ カト クト イス /2 一 4 人 


IQ も 伸び る と 実証 
Think!Think!( シ ンク シン ク ) 
パズル や 迷路 な ど 104 種 類 、 | 万 5000 問 以上 の 問題 が 用 
意 さ れ た 知育 アプ リ 。 タプ レッ ト や スマ ー ト フォ ン で 楽 
し め る 。 平面 認識 、 空 間 認 識 、 試行 錯誤 、 論理 、 数 的 処 
理 と いっ た 数 学 に 欠か せな い 思 考 セ ンス を 育て る 問題 
が いっ ぱい 。「150 カ 国 の 子供 た ち が 遊 ん で くれ て いま 
す が 、 な か で も カン ボ ジ ア で 行っ た 1500 人 規模 の 実証 
実験 で は 、 算 数 の 学力 は も ちろ ん IQ の 伸び に 大 き な 効 
果 が あっ た こと が 確認 され て いま す 」( 川 島 さ ん ) 花 
まる ラボ ノダ ウン ロー ド は 無料 、 フ リー コー スー 無料 、 
スタ ンダ ー ド コー ステ 月 額 300 円 プレ ミア ムコ ー ス = 

月 額 980 円 / プ | て 6 人 
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入射 角 と 反射 名 、 ベ クト ル も 先取 り 
テー ブル トッ プ カー リン グ ゲ ー ム 

「 そ だ ね ー」 で 人 気 と な っ た カー リン グ を テー ブル 上 で 楽し め る ゲー ム 。 氷 
面 で は な い の で スイ ー プ は で き な い が 、 得 点 の 数 え 方 な ど ル ー ル は 本 物 と 
同じ 。「 ス トー ン を ぶつ ける 角度 、 そ れ に よっ て スト ー ン が どう 動く の か 、 
角度 と 速 さ の 感覚 が 身 に 付き ます 。 スト ー ン を 当て る スピ ー ド に よっ て 、 
スト ー ン の 動く 距離 も 変わ る な ど 、 理 科 の 学び に も つなが り ま す 。 と に か 
く 楽 し いで す よ 。 家族 で 遊ん で くだ さい 」 (東田 さん ) 

KIKKERLAND/ 1815 円 /2 一 8 人 


正解 の な い 難 間 を 解決 せよ 

ミニ メト ロ 
地下 鉄路 線 を つく り 、 電 車 を 走ら せ 、 増 え 続け る 乗客 を さば いて いく ゲー 
ム 。 さば きき れず に 乗客 が 駅 に 溢れ て し まう と ゲー ム オ ー バ ー。 「 決 まっ た 
正解 を 探す ゲー ム で は な く 、 変 化し て いく 状況 に どう 対応 し て いく の か 、 
過程 その も の を 楽し む ゲ ー ム で す 。 自由 に 発想 で きる 一 方 、 制 約 も ある と 
いう な か で 最適 解 を 考え る 思考 ゲー ム で す 。 難 問 に 取り 組む こと 自体 を 『 楽 
し み 』 と 感じ られ る よう に な る か も 」 (川島 さん ) Dinosaur Polo Club/ 
600 円 /1 人 


論理 的 思考 を 楽し ん で 
京 大 ・ 東 田 式 頭 が よく な る 算数 ゲー ム 

1 て 4 の 数 字 が 書か れ た 各 4 色 の カー ド と 的 カー ド を 使う 論理 的 思考 型 ゲー 
ム 。 各 プ レー ヤー に 4 枚 の カー ド を 配り 、「 合 わせ て 何 こ ? 」「 ど ちら が 何 
こ 多 い ? 」 と いっ た 質問 の 答え か ら 、 相 手 が 持 っ て いる カー ド を すべ て 当 
て た ら 勝 ち 。「 質 問 さ れ た ら 正 直 に 答え な けれ ば な り ま せん 。 その 答え か ら 
想定 され る カー ド の 組み 合わ せ を 洗い 出し 、 さ ら に 質問 を 重ね る こと で 可 
能 性 の ある 数 字 を 絞り 込ん で いく 。 論理 的 思考 の 楽し さ 、 面 白 さ を 体感 し 
て くだ さい 」 (東田 さん ) 幻冬舎 1650 円 /2 て 4 人 


場合 分 け の 力 、 構 成 力 が 磨 か れる 
キュ ボロ スタ ンダ ー ド 

穴 が 開い た り 溝 が 彫 ら れ た り し て いる 木製 の 立方 体 の バ パーツ を 積み 重ね て 、 
ビー 玉 が 転がる ルー ト を 作る 。 より 長く 、 よ り 高 く 、 よ り 複 雑 に 、 と いっ 
た 構造 力 、 構 成 力も 身 に 付く 。「 見 えな い 部 分 で ルー ト が どう つなが っ て 
いく の か を 見 極め る 感覚 や 『 こ う 組 み 立 て れ ば 転がる が 、 こ っ ち で は だ め 』 
と いっ た 場合 分 け の 発起 が 必要 。 これ は 数 学 の 証明 問題 に 必要 に な る 頭 の 
使い 方 の トレ ー ニ ング に な り ま す 」 (川島 さん )cuboro/ 4 万 1800 円 ノ 1 人 
ー ノ ※ 現 在 品切れ 状態 だ が 予約 は 可 
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ー 提 影 


ー 文 研 壁 秀俊 (P36 一 39)、 黒 坂 明美 (P40、41) 


土居 雅美 (P36、37)、 本 誌 編集 部 (P38 一 41) 


宮守 明寺 和裕 り 叶 4 や で 瑞 仙 械 つ 仙 P。 衝 人 
和 十 三 補 軸 こぐ G 盟 部 所 くさ 杏 虹 年 vG 和 全 OO 人 SRG や 7 叶 
8 計 窟 や シン 。 時 G つ 人 る へ % で 中共 GS nAT 全 人 許 講和 紀 06 つ 」 
nO ロ 提 > 人 軸 * で hn 客 遇 とく 伝 障 尽 り 所 祥 お 旋 財 33 く へ 
て うっ 旧 当 き ッ に ドコ ホー ルキ 7 生 p38 計 札 る 局 察 ” 切 
も さ 5 軸 ES や 四半 き 選 省 や 謀 ye 交 弁 人 Se 
親日 きき 5 っ で nas 「 事 妥結 直 G 邊 征 い 守 人 6 つね ? 
名 せ さ IN ミ マ や つ 寺山 SN 下り つ や 嗣 生 仙 つ お 
) 政 四 ト ンド NE nt っ べ 得 G 咽 和 定 ve8 圭 互 会 人 の で 
ME きじ 9 て つら ンー や っ 才 欧 全 き いさ へ や 守 の べ 演 むち 
ュ J 中 四 回 で きっ 家計 衛 め 必 や りつ や いい べ 迄 me 豆 椅 PO い 窒 < で 
純 る き 3 汐 と きゃ 型 層 っ を つい の っ っ 会 完 、 人 の の 当 洗 介 % お 
MD 0 H 等 呈 還 「Q 較 ぐ り の や ペー ドリ プ バト こそ 
時 | つ 午 角 ロ 会 組 S ちり 3 中庄 和恵 角 っ 尺 で さや で 36 


分 数 表示 の ある 
まな 板 シ ー ト 
10 分 の 1 か ら 2 分 の | まで の 目盛 り が 並ん で い 
る まな 板 シ ー ト は パン ケー キ 作 り に 欠か せな 
い 道 具 。 まな 板 の 上 に 載せ る だ け で 、 角度 が わ 
か る よう に な っ て いる 。 小 2 の 自由 研究 の テー 
マ も 得意 料理 の 献立 紹介 だ っ た そう 。「 た くさ 
ん 作る うち に 、 ど れ く らい の 量 の 材料 が あれ 
ば どれ だ け 作 れる か 、 ど う 分 けた らい い の か が 
わか る よう に な り ま し た 」( 葵 巳 くん ) 


トイ レ に は 科学 雑誌 


受験 期間 中 、 疲れ る と トイ レ に こも っ て 読書 を し て いた と 
いう 葵 巳 く ん 。 それ な ら と ひか りさ ん が トイ レ に マガ ジン 
ラッ ク を 用 意 。「 本 より も 雑誌 の ほう が ひと 見 開き だ 
ん で 、 切 り よ く 出 られ ます 」( 葵 巳 くん ) 。 この 日 置い て あ 
た の は 、 科 学 雑誌 「Newton」 の パズル 特集 号 。 


J 湯 


図形 の 概念 を 定着 させ た タン グラ ム 
本 格 的 に 中 学 受験 の 勉強 を 始め る 前 に 取り 組ん だ の が 、 タ ング ラム だ 。 「 手 を 
動か し て 試行 錯誤 し な が ら 図 形 を 作る 経験 を 積め た こと で 、 頭 の 中 で 図形 を 
イメ ー ジ する 力 が 養 わ れ た と 思い ます 」( ひ か りさ ん )。 高学年 に な る に つれ 、 
徐々 に 立体 パズル や 論理 パズル に も 取り 組ん で いっ た と いう 。 


巳 い と て Pa N し こい ル 課 どか ン 一 家 ル グ ぇ え く 〈 く 小 は 葵 ヶ ケ が き な 
くく 因 楽 筑 受 こ ` も た と ま ゴ 題 は ら ピ いと の ラ 料 て ん さ ず 己 1 小 ん り 9 
ん こ し 駒 験 と パ と ーー の し 通 ツ た い ビ ム 理 や に いん く キ た 学 ご 口 ま 
3 い に を に ズ も 大 た わ ク も つっ 1 だ 以 つ ` パ 人 庫 ん を 分 2 と せ 
が で は し 面 ん と 区 切 せ の と た ス “ 外 た ひ ン 人 芝 は 食 の 件 し ん 
大 学 で す 優 た 自 や は ず すき 遊 ` て 上 人 算 課 を 三 に と か ヶ ケト で せ 生 て “ 
事 習 は " 秀 い さる ア 公 く や び 位 数 題 組 角 夢 い り | が 数 た モ の は よ は 後 
だ を 先 を な と 7 人 算 な を 教 の み 形 中 2 さき キス が い 8 こ か か 
と し を う 子 言 数 が ・ 目 千 図 合 や に "ん を つ 多 ? 分 ち っ ら 
を っ 越 い た い の ら 指 と 形 わ 台 な は 前 8 いて の に た 考 
え を か さき さ う ち だ 奥 ' 楽 学 段 "すい を せ 形 っ 分 に 分 ほ 品 人 ト は で を 
て り れ 友 が し 深 自 し 年 階 先 教 う 作 て と た 数 落 の うぅ う 関 ょ する 
い 定 て 達 た た き 分 ん の に 取 室 "つっ" い の の ち 1 が ぷっ ひ に 電 3 
ま 着 いと くに を で で う 合 り に 算 て 船 っ が 基 込 量 た ちか ニム 
すき ま 比 きい 学 考 や ゃ ち "や た `、 礎 む 郁 $ ミ の り ひ 算 
ュ ス せ すべ ス え っ は 各 パ タ を 壮 脆 多 = パ さ か 数 
葵 て が る る で デ 竜 ズ ン 教 包 葬 い スタ ん り の 
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行っ 
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た 


折ら れ て いる か が 解き 明か され て いる 。 
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が 、 舌 香 さん の 丹念 な 分 析 で 羽 や 頭 が どの よ 


* 鳥 の 羽 の 形 は 谷 折 り と 山 折り が どう 折り 重 
E 


の を 開き 、 山 折り と 谷 折 り の 線 を 別 の 色 で 描き 、 
べ る と いう アプ ロー チ は 母 が 見 つけ 


ペー ジ も の 大 作 
な っ て いる の か " 象 の 
いる の か "と いっ 


拠 七 + 
PFILP: だ コ ョ ピラ 
や (っ 6 つや 


CC 


び 用 も 


持っ て いく パズル の 本 。 知香 さ 


パズル は 持ち 運 


お 出かけ 先 【 


Ey 


を の 


考え る の っ 
こと 考え て いま す 。 < 
行先 で も で い 
< 
N 


だ 


入り は 迷路 シリ ー ズ と 名 探偵 コナ < 績 


ン の シリ ー ズ 。 「 算 数 っ て 楽し い 、 
て 楽し いと いう 感覚 が 大 事 


小さ め の 本 も ある と 、 外 出先 や 旅 
きる の で お すす めで す 」 ( 母 ) 


ん の お 気 ( 


押 : NR 


0 
吉 璧 つ ーー そ 650a6 計 宗 選 貯 倒 
っ So つり AO 唱 遇 人 ぷり っ ve? 
「 叶 を で さ ミ RS の 6 曲 昌 と やっ 全 
し 宗 ye 結 昌 府 へ 楽 り 抽 王 SS で 応 泌 
宗 人 SOP/ 東 S 纏 著 pauosu 要 
りつ っ am つ お ? Eve 慌 表 で いて" 羽 
実 会 代 *eo6^ 居 居 突 必 累 " 羽 史 昭和 
や S^ 擬 っ 豆 軌 SoGS 虹 っ べ ち 
いっ seen 和 セト て 人 ト 公 外 全 で や 
っ amB 7 soS り 操 つ ね 豆 筆 め 生 シ 由 己 
選 ぐ で ed いひ で AN ペー トー も 革 々 
いり 選 S 己 毅 , く つり っ | ( 遇 
吉政 県 も や 8” 款 の 冥 ぐ 申 識 図 上 
要 つ ね っ KAnASN ネ ホー ヘ へ ト ー 
「 〇 と ー と で 」 ら ポト トミ さ G 貴 加 | 
羽 堂 埋め ロペ ミーAm へ つね ぶつ 
っ で S 中 宗 w% や に で お 7 椅 店 も | 切り 
さり で 完 鉛 天 現 で 人 心 会 計 、 
Yo で の 統 て yo 人 ロリ SS 本 汰 <o 人 S 
se6、 っ つう 凡 つつ 4 生 の 計 会 で ト て 人 トト 和 め つ 
で や の つろ 愉 T 
「 ゃ 人 全 ン SG 撃 4KSS ゆ も 7 淫 抵 総和 反 
鐘 uXSye 志 へ 楽 郡 記 御 か ユー 
全速 必 や を 宗 寄 時 宮田 nA 々 A 
AA ] 回 mw 現 量 証人 め 
で S 半 芋 斉 考 つ だ っ 辻 宰 宮 


っ お っ ね つつ 人 生 O リ SA っ 


っ で ye で SS で 、 つ っ 心 編 や つつ] 
( 刺 ) 

[県 芝 せ で ロ 引 ③ ポ 座 旨 弄ぶ ミ 
移 宗 へ 李 6 ぐ ロ る 揚 宇 入り ke で 
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知香 さ ん が 興味 を 持ち そう な も の が 、 リ ビン グ に は 点 
在 し て いる 。「 パ ズル や 折り 紙 、 ジ オラ マ な ど が 好き に 
な っ た の は 、 あ る 意味 偶然 で す 。 本 棚 も きっ ちり 整理 
する と いう より は 、 あ えて 雑多 に する こと で 、 興 味 の 
幅 を 広げ て くれ れ ば と 思っ て いま す 。 最近 は 1 明 
や 歴史 に ハマ っ て いま す 。 思い が け な い 人 物 に 強い 興 
味 を 示す こと も あり 、 子 供 の 興味 関心 は わか ら な いも 
の で す 」( 父 ) 


映画 『 美 女 と 野獣 』 に 感銘 を 受け て 、 折り 紙 で 劇 中 に 登場 する パラ を 再 
現し た いと 思い 立っ た 舌 香 さん 。 "複数 の パー ツ を 組み 合わ せる ユニ ッ 
ト 折 り 紙 で 花 の 部 分 は 作れ そう で し た 。 で も 、 美 女 と 野獣 の シル エッ 
ト を 目立た せる の が 大 変 で し た 」 (和香 さん ) 。 親子 で 調べ て 光 を 通す 
折り 紙 を 発見 。 中 に ラン プ を 入れ て 、 幻 想 的 な 雰囲気 を 出す こと に 成 
功 し た 。 「 外 を 箱 で 覆っ て 暗く し た こと で 、 ラ イト アッ プ が きれ い に 見 
える よう に な り ま し た 」( 廷 香 さ ん )。 こう し た 試行 錯誤 を いつ で も 行 
える よう 、 家 に は 大 量 の 折り 紙 が 。 な か に は 一 辺 Im 以上 も ある も の も 。 


写真 左 は チェ ス の 全日 本 チャ ン ビ オン 
の 小島 慎也 氏 。 「 将 棋 の 世界 の 方 々 と 
も 交流 が ある よう で 、 羽 生 善 治さ ん と 
の 練習 に 関す る お 話 も 小島 先生 か ら は 
よく お 聞き し ます 。 チェ ス の 技術 だ け 
で な く 、 トップ の 世界 の 人 た ち が ど う 
や っ て 自分 を 高め て いる の か と いっ た 
話 も し て いた だ いて いま す 。 娘 は 試合 
と いう より 、 チ ェ ス の パズル 的 な 側面 
に 興味 が ある よう で す 。 月 に | 回 、 先 
生 と 過ごす 時 間 が 少し で も 心 に 残っ て 
くれ た らい いな と 思っ て いま す 」 (( 母 ) 


で を き 子 の 置 全 置き - 大 供 ズ うぅ う Fn 本 計 ココ 氏 な た 紙 手 に よ 
す 示 ま 供 が い 体 ボ 塗 通 人 向 ル な ーー を チ だ ん 知 だ 一 を な と 
ー す せ の 出 て 模 1 谷 り 向け を と 緒 よ ェ “と 香 け 流 止 り い 
全 の ん 興 て い 型 ド 家 そ け の 見 思 に く ほ ス 全 き で の めす 2 う 
か ね 味 く る な ゲ で ろ の イィ イ せ っ < 持 を 日 ん は も な ぎ 語 
楽 関 れ も 1 は つ 論 ララ た で デズ っ 教 本 の な の いて も 
し 親心 ば の ぁ を ふ ^ リ て 理 ろ の ハル て 栄 た だ た い だ に ささ し 
み と っ い の 華 や ビ い パト が 家 を ひい KG ャ め “触ら 夕 ま 
に し て い 中 多 実 Z ま 、 ズ が きだ で る 4 ン に チ れ ひい 飲 し 
し て な な か に 験 グ す ん ル きつ あき そる そ 5 ピ ` ェ き で の た 
な は か と ら 器 や ーー まれ か っ た う に さき 。 オ 家 ス せ し 時 ね 
が 次 な 考 夢 師 其 う 本 繁 で いけ た ら ら る ン に に る た 科 “ 
に か え ぇ 中 杉 義 いた で 三楽 先 の 招 尋 の 二 に 一 
待 何 了 て に 、 分 に 本 示し ュ コ し 生 。 小 い 味 は 多 な 時 
つ に 想い な ぇ 地 ラ か た だ た り リ り い を 鳥 た を ご っ は 
の 興 が まる キ 模 ? 凌 ご な この だ ッ > 探 慎 の 持 折 て 夢 
み 味 で す も 5 型 を 香 は う 子 パ ろ 双 也 は っ り も 中 
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惨 軽 家 GS で へ ペー トト Am ホ SK 
展 ヘー ミロ 明 必 る 守 o 叶 刊 G 辿 洪 
判 ポ ン で 5 の 叶 計 SG つ mp 凸 符 人 9 
中 ト 結 知 HA ヘ ペー ミ GS 青 填 午 式 に 洪 記 
避 但 ろり” 忠告 る いく 幼 称 お だ つ 編 六 到 
も 馬 聞 舞っ ね "NT で 宗 相 人 中 庁 応 や 
間 組 了 や 9 朝 國 称 刻 記 つい まや ね つ 


服部 圭太 くん 


一 緒 に 
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に 自分 
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SD 紙 可 ぐ 足 G 時 4 史 國 臣 や ve 
G 全 吐 2 り つり 本 で ms つ 7 時 詩 
ぐつ 央 中 だ 『「 く へ SG 縦 』 
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つや りつ っ 会 倫 ど P7「 思 合 り S 愉 層 め 年 、\ 過 
や つ し を < を の 還っ か 6 つ 避 骨 
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描け る と 問題 を 考え や すく な 
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民 G ら ら つ の り ロ 直さ もら 9] の つろ nID 
凌 選 起り ポン %S 選 つい 芝 っ 忠 
交 思 や を Sen ロ つ つろ ゃ 0 の つろ" 
「43 届 且 G 蝶 己 半 つっ い 全会 
で WP で 全 ) で 会 際 必 時 で し 店 装 
っ Bose 証 公 当会 つつ で 向く 」 
( 抽 中 で) 

功 坦 - 拓 ポ ン で 会 換 王 ロ きび P っ 0 
GS3^ 人 ヘー さや へ A ペ ー ロ 人 Se「 表 窟 @ 痢 
べく 」S? 
ドル Ss く 生 、 多 代 び ロ ン ン 8 の やや" 
ホー さや ペー 遇 て SRINH や 弐 幼 つ 
し ^ 振 会 架 で だ ぐい ポ 補 ぐ 瑠 べ も 竹富 
会 つり " 362 局 軍 つ いり CCC っ ロー トー 
Am A 志 ぐ や が セ 7 人 KK る 留 称 回 
An り -Jsp 衣 部 務 ろ つの 本 つね 
( 畠 由 めく) 

や いや つい 融 左 め の 振 合 応 困惑 
ーー 叶 抱い や トル 下す トコ 選 く そ ミ 
SeK 語 や 忠生 つや つっ 2nT SS や 
SS や つの 械 り ぐ で 応 拓 ポン で 8^ 稀 村 R 
間 例 加登 年 人 つ っ so? 回 


素 
表 
4 
ON 
NN 
G 
は 
4 


Rne 早 ぐつ 取 6 で 名 で 
や 8 る ろ ざ 表 る 革 US 
ュ つ し 計 人 で 電 款 へ や る 

ロ を 倒し 層 っ 還 へ 赴 篤く 
師 皿 つつ 基 当 評 王 ING マ っ 
過 光 人 で 人 更 や や さ る 還 
@ 園 し /Z ぐ 画 で やむ で ン デ ゼ 
っ 加 や と S 記 散っ 人 KK 性 っ 
そ て GS で ご ー 史 WW うり 間 8 箕 
GS で 筐 "8 鶴 つ ピン SS 
S ト ホロ SG じ 症 0 本 人 色 末 
と AOmO ま 人 | 
ご ユ WW つ 二 っ 下さ お お 心 コ 


る も の 。 


家 の い た る と ころ に メモ 


つ 由 科せ 和仁 1 で は つ 公 
マ ペ 親 MONO る WC 
今時 幸 へ 父 訂 つ 
se se 時 RTRK ん っ 
SS じ 時 和 じ 倍 ン ャ 
人 SS 避 っ 圭 彫 党 で 打 づ 
レ じ JO ね s 帆 三 ら 也 
で jepmm で 要 せ om 
店 お っ mh ン せ 地 る 引 
や っ し X 上 放散 隅 人 着 必 看 因 
PC おお 品 刑 條 円 - 
を 
昭 鬼 る く ュ つ 人 心 』 法 つ 
必 己 時 二 で 二 WEEGte 
eS 訪 皿 公 こ 選 明 避 OS 
つ 堅 @ 生 名 で し っ S ょ ロ 
余 や も 壮 ど Me ミ さ S 昌 お お 
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高専 生 の ビジ ネス プラ ン に 4 億 円 ! 


トー ビー キー 


(上 ) 2019 年 4 月 に 開か れ た DCON の 最終 
の 様子 。 発表 を し て いる の は 長岡 高 
ポチ ー ム 。 ( 右 ) 生徒 た ちの プレ 


見 合う か どう か を 〇 ※ の 札 で 審査 する 投資 家 
た ち 。 


土居 雅美 一 文 千川 修 (P45)、 礎 本 真 芝 (P46 一 49) 王 撮影 松尾 研究 室 (P44) 王 写真 提供 44 


誤 作 公 共 欄 Ne 
エーTAI ト K て 


だ いい さそ AFS で tu パー バー バー】 
民 癌 半 ve" 型 壮 つ ね ぶ 旨 半 土 せ 
ご 六 り Se で の を と や つき 避 人 | 


ロ を 史記 所 や * く へ ホキ ー 誤 剖 祭 


So ホー マロ (で ロロ 時 佑 
で ES こ YKvI 5 た いい ご 還 ) 


で Q 症 器 め 馴 や 填 完 や で 


人 トマ エーNhN 一 AN 、 乱 揚 つ お 
代 KK 宮 憧 倍 つつ "寺家 つら べく 邊 


も っ 要 SN さや へ だ 必 " 皇 甘 


の 会 硫 趙 せ 生 畑 め つ PT の 守 
せ ^ 計 囲 軍 閉 千 記 邊 詞 人 トマ ーNNー 
iASn ANK 一 (上 直 OO) 
ら G 1 嫌 2? Q ら この 時 さ ロ OO 


1 また に ずく 4 く SUIEIISYVEt: み : 


KG 思っ 史 下 で? 

「 や っ po 還 栓 G で ー 朗 名 せ 表 塞 
ATKK ロ 所 や や ちや や の ろ 心 意 天 倒 
座っ つ 拉 つら つね 9 っ 58 へ N 
か H ト 要旨 ぐ や や 
王 較 G 半 中 斉 半 己 問い 0 ぐせ 細 つ っ や 


つ さ 9 


1 そつ て そい 


つき つ 7 品 手 @ 寺 柚 H8 


環 圭 ぐ や の dE で や や" ヘ ト ー ム H 


以 で で や も 人 KKGN ぐ で 入 ト 移 
ppewnTA ト K 一 弥 宣 和 め お っ 
つつ ね 」 

ロ 〇 OO 乙 互 当 夫 つね 四 拉 G ト で 人 
トト 87 OS の 縮 畑 環 交 織 合 や お ? 和 
霊 十 野 [Fish learning] ホー させ 
めも 球 む 避 G 記 所 史 ト ミ ふ で さも 畠 
必 セ we い 消さ 美和 へ ミ 、 多 正良 つ 


ーー トト SG 副 定 泊 ぐ 拓 届 知 


総 橋間 強 せ 中 っ 2 和 pefmS Av 
り め 倒 理 下 つね G 公 坦 千 知り ゃ " 
ぶ さや や ロリ ベー テー トト G 表 赴 知 
年 いら 2xeS も や" ペー つの ヘ トー で 


究 セ ンタ ー グ 技術 経営 戦略 学 専攻 教授 。 日 
ニン グ 協 会 理事 長 、 ソ フト バン ク グ ルー プ 社 外 取締 役 を 務め る 。 著書 
まで 進化 する の か 』(NHK 出版 ) な ど 。 
行動 に 移せ る 子 が 
次 の GAFA を 作り 出す 希望 で す 


馬 
圭 く り 
に 1 
日 N 

へ 
p: 全 
Pa 
包 
生 WW 1J 
ここ 
! バ 
邊 ih 
te や 
ポ ャ ラ 
1 
培 導 思 


版 時 宮 一 題 〒 つ 震 糧 ぬり 
が ね 7 直 本 HHA 嘱 罰 悪 器 窟 "Wa 
三宮 千 G「MILab TEAM ARK」 
ホー さ 梁 前 貢 志和 和 スー 会 葛 
つ ^ 守 党 つい" マー も 人 団 倒 過 人 
物 筐 案 和 や バ 滑 細 且 明 林家 ト ー、 
や 事 ぐ RA 「 刀 <d 款 人 6 人 S つ つい の 
つや Un 安 揚 つ 衝 年 全 m| つ 
悦 瓶 人 人 る 鶴 つ っ 中 写 全 窟 人 %p「 和 や 
も り 記 枝 史 刻 い いら Cxe ぐ や" 硝 品 至 
洋 可 3 夫々 り 人 SW セ 」 つの 丸 っ 球 つ 
meCDY く < 
て ム ド 記 似 押 会 朋 te7 
崩 K 寺 ロ 昌 やっ うめ G 
宣 千 寺 ロ 8 棚 K 寺 っ 交 必 窟 交 倒 
St つ 突 員 抽 
「 定 生計 生還 や ロン GS” 峠 史 宮 


っ 2 り - つ "| 民 " 畠 式 寺 8 可 季 を 
マー 穫 人 8 憶 R8 直 2G や m 全 中 
会 軸 全 年 提 唄 で や つゆ か en 二宮 
人 S で や 

人 T ら 3^ マー 相 具 ぐ 環 堪 波 届 せ 
も っ p 室 も ane く トペ ー 和 SO 


っ iP wwG 表 隊 "マー 和 有 で ね ホー 
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SS KS 圭二 つね び 三 夫 所 ” w 
つい 内 で 全 本 の o で 美由 や *@ の 
っ 心 民間 倒 刊 所 SS で P っ se? 


も eersoep 中 と 論 尋 公 東 の 〇 人 る 
3 生 ? 所 話 SoG 和 へ つつ の 緒 
お だ も veGS^ 悪 め me だ 
くく ネー へ 本 っ 6 生 | ( 疾 画 思 ) 
り けり いつ 県 天 史 舞 *%p 突 下 要 8 吉 
G 度 昧 介 G 逢 計 ロ が ぐ の 愉 守 りつ 
AEOD 例 や 2yowwin42? 

「 尽 人 居り eye りつ 全 人 SS 寺 
々 me で ロ 衣 っ いり y9。 編 年 
Poo らい 尺 選 鶴 ロ ャ シロ 紀 
や つの 人 季 の りつ っ 2 生 5 めで 35) 
心 つ 選 乳 加 め 寺家 人 ぐい で りう 


愉 会っ っ っ つ 明和] 


著 剛 洋 R 公 で っ 
場 眠 せ 二 や で っ 

品 〇 O 乙 と 装 臣 *9 鶴 隊 和 守 つ や 
患 器 宮 や" 岩 虹 忠 人 SQ 唄 祝 千 ぐ 
「 曳 医 拓 古 NAN ポ ホ ー3」? 唄 切 
字 知 き 〇 誠 陣 回 史 と 〇 いら ーo 明 
咽 リ ANKー ゆ 義 家 者 め 羽 編 つや へ ^ 
ホー ヘ ハロー へ 下 K を NIINS 
freworks DEMO DAY ( 泌 攻 芯 叶 
中 Sp 人 KK 中 所作 ) ちい 
ホー 会 忠 悪 絶 坊 性 圭 ン SOSTNH 
2 の Eat ぐだ 半 っ 【 の の アバ ニル < 
] 球 G い トト ロペ ヘー ペー マー 誠 
天 い いふ トミ ※ で さり ロ 公 一 ネジ セ S9 
| ロ 串 と て 避 回避 拉 つね ? 
さや へ も すす 親 外 S 緒 還 細 全 定 


長岡 工業 高等 専門 学校 


むべ で 路 誤 寺 >o タ oO で 429 

か さ 中 ホ ー さ SAA ベ ー さ ペー つ 
に ESKS:ntl に EE に EK で = 
要 引 ぐ 油 計 ) 不 ? 

ペ へ ベーSQ ス なぜ 叩き 折 計 7 
へ くさ へ く を KR ヘー・ ベ を ミス ベー 
股 ( ペ に へ さく 電 ) つ を へ 下 和 を ・ 
ヘー か て NARR( ペ に ヘーー 肌 ) 
せ 再 較 じ 衛 器 隊 G 宮 師 り い しく 
記 立 や 守 十 千 亜 証 つり? 
「 っ 1 ら 】o シ レイ ミル >75』 く XY こ に で 0 衝 ニ ジ コー 
親 SG 囲 ポ 選 腸 G の べ も 拉 " KN 
り 計 搬 肥 全 長 で で お" 

ホー さ SN AN 党 つ 8 叱 軍 
語 如 加 G 朗 昧 環 り "時 門 の 入境 
SI に (た こい 半生 
S 迄 り 訟 県 つね くっ ーー す 吐 計 ぐ 拒 拘 
会 re 叩 昌 GtnSepS” 手 要 公 
っ の ^ 坦 記 させ 壮 詳 決 に で SQ" 

難 則 SGw で 人 る ち 京 世 講 選 記 明 


めで いり GS 擦 中 ヘー ドーG 唱 究 味 癌 


で だ VIeD 
「 呈 状 丘 己 人 SNS へ AG 日 突 ロ 更 
で いだい pspxn で 8 の mp りら G 
ペー ペー や ー 並 り つり 人 へ 
eee 会 の の 項 っ 光 提 ye 愉 
WW^ 手打 き コ りつ ロ 於 りや 
8 に っ く や | つつ 国 守 や 塞 ン べ G 
則 交 手 W 将 宛 座 還 の つい を の 会っ 
会 MS つの 時 っ *% つ ね] (ペデ ー 和 ) 
トト H へ ペー ペー ペー ボール 棋 
幼 り で いい 台 定 oN や 7 所 1 
豆 で 押 較 公 滅 つら" wwG お S 7 で 倒 


下り 束 いじ 弓 器 や つろ 必 由記 ぐ 会 会 
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人 妹 選 つっ se“ 

「 ヘ ペー ペーS 給 さ 堂 へ 全 マー や 反語 
や めか で 揚 困 産 困 ゅ 人 ご” 王 る 
記 澤 ちせ 上 能 陣 p 赴 っ の 勧 つ ポ つ 応 」 
(ヘーー 昌 ) 


由 邊 全く INSINS す べ " ペー ペー 
本 SEOKISPISI で = 
人 る つい 忠幸 や E で お つの 


ューJ 
「 下 く ー ジ と 生 っ つね? 潮 衣 ロ 


遇 を やっ 明 鶴 共和 oo の ON 
へ ペー も 所 選 つ つね 9 人 誰 At 電 
記 へ つる 0 赴 澤 8 HKNAK 一 
ぐ へ さく 得 全 を で "へ ANー 還 せ へ 
ーー 邊 会 國 釘 つ % つ お 」 ( 末 息 穫 ) 
堅 加 人 只 王寺 公介 27 っ 移 
英和 や yeNANGSKA ベ ペー8an? 

「 KG 個 握 周 選 喘 導 QR ペ 
N 全 時 りつ ぶっ ぶつ ? 損 定 S 明 
鶴 ? 刻 計 湯 球 字 り 周 ぐさ 2 ぐも” 足 
公 層 国人 で 会 OS ので や セ 忌 和 
由 功 つ ロ ムン Go 人 S り 華中 GSG や 
了 m 全 つの ロ 全 ン 並 写 全 人 SS\ 


畠 つ 2 へ 心 知 記 " つ 。wG ま て KK 


ロ 和 nm ロ 導 差 抱 症 押 0 つ お? 


栄和 で 宣 征 逐 い S の ロ N へ へ ペー 
せ 握 表 衣 会 全 人 Sy ム QG や 表 衣 っ 
S 諸 らら つ お 」 ( 画 梨 ) 

品 OO 逐 ST 生 AN 党 ホ ー さ 6 
四柱 ご 計 計 めで お ? 

「 刀 ぐー< 洋 椅 り 私 ロー 
も my マーHA 人 AA 誠 有 で らら 8 ぐ 6 
りゃ 公 / 査 CnS で ー 乱 下 公 相 ミ 
も で で も ゃ | (ヘーー 重 ) 


実機 。 カメ ラ を アナ 


METERAI の 


(上 


日 夫 は に いい ン べく SS 幼 世 らい 


日 遇 G ペ ーー マーレ 
革 る 結 絆 尊い 


長岡 工業 高等 専門 学校 研究 推進 准 孝 


幼 
右 
吊 


4 


f 


り 上 げ 
に 行っ 


研究 も 盛ん に 


入れ る だ 


イヤ ホン を 耳 [ 
テム は 英 BBC で も 取 
企業 と の 共同 


を する シス 
られ た 。 


[し 


季 補 G 乙 党 じき 記 ー ロ ( ト 中 
ホリ ー や 公則 門 六 部) Sn 埋 応 ぐ 
編 以 史 選 りーJ>ojSte つらい 
「 誤 き 用 ロビ ロロ と マーG 相 明 め 吉 
NM ら SS 人 失 の 全 ホー る ロ スム 
% つ お ? 朗 宗 や 背 選 OS で ねら" 区 
堂 全 人 xe 員 刻 己 所 で お ふつ ね で 7 
編 六 め 品 つり 所 芝 em で 全 ① さ っ 
つり JAQ 窟 絞 つ つのり 全て 編 57 yy 
SS 愉 会 並 写 屋 比 Q つ ” 編 々 ロ 
っ 9 密会 人 OQeeTNHSN2 AG 
並 定 め 記 へ ねっ ぐも | (財田 更 ) 

上 悪 器 ぐ 団 昌 いら て 球 四 求 講 せ 
St の 愉 守 や 
[表土 や ゃ 汗 寺 つり っ 衝 6 つ お 
会 を 8 必 層 鶴 G 斉 澤 G 慌 夫人 の 杜 
バト 本 HH ペー ペーG に 加入 、 の ん 
トミ 守 座 還 く G 勤 補 醤 め 更 代 や 
る 征 届 せき K め っ つの 還っ 6 」 

嘱 医 定 千 や や” 詩音 つく 弄 松 を 窟 
交 o 称 緊 敬 に っ wwG 王 合 さ 度 
EROIeket<J9 に PC へ \ こ で の プ こ 1 
「 へ さく 直せ も 加 を て へ 中 と 
硫 誠 和 A 人 ト 知 豆 更 つり っ eK 福 り 
だ で SG 会 で 会 で K ル 革 を ス 
AHA ゆ 忘 完 組 ぐ ※ 咽 を 賜 居 G 現 
衣 め 牌 軒 ye AK 中 さ 銘 陽 つら っ 
が つ “ 選 御 和 を 避 NHN の AN 
や つろ で Q で AN トー>p>pxnQ で 届 
誤り セ 会 こつ の 基 と トー トト ネー 史 
半 丈 や ね 人 る 避 6 詳 弁 鶴 組 例 朋 に 
下り" 守 会 届 記 党 赴 圭史 斉 戦 ぐ 
麗 款 る 型 ぐ らい ビ ン つ ^ で へ ペー へ 


ご デン ぐっ 熟 忌 つい っ が や 」 
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KSSEB4S) 
* 間 損 っ 、 公 刻 似 トー セロ 

で ビーG 所 臣 や 所 め 所 つい っ GS 
せ ^ 妹 具 書記 ぐ 写 皇 選 やせ っ“ 
慌 選 G 帯 型 証 福 容 計り p 江 会 ど ピ 
っ nQ? 獄 窒 秩 型 バ 午 の 上 〇 朗 昧 全 


KK で 稚 ト 移 党 人 や * 人 トー 
wSKK 蛋 下 HAKKー、 や の 生 S 正 
悪 喉 幼 移 駅 幼 つ ね ぐ 運 ヨ 較 交 K 
舟 嘩 定 有 選べ 人 で ト ・ 渋 へ へ ロー 
ESN こ nk こそ OK で 人 

「 人 欠如 お 災 計 や ゃ で の 科 やせ 守 で 
*@」 つ っ 愉 ホ トール 多 悪 生 7 明 め お つ 
避 鶴 是 め 園 壁 隊 組 マー 公 諸 量 
つ ^ トー く で K つ ウン SKK ヤセ ーー 
INー、 介 年 " 福 家計 私 ミーN や 人 AS 
で 和合 棚 鑑 誠人 を 吐 贅 90G 
外周 称 守 w” 喘 悪 電 坊 畠 っ " 


EC だこ 02ISYIEtcCICA NE 


尽 ゎ 長き っ 突 宮 やく 虹 つ ロン we 周 
思 合 ST HH やき <p 守 びる り 
で 会 ンー の らい 足 】 つっ 
栄 器 人 …SK ペ ーー や や 」 

wwn 衣 S ぷ 必 下 G 相 尾 長押 下 計 
AS? 叩 G 更 褒め 部 衣 り 思 や soen 
つ 。 KR 地 完 完 交 > つの 国 ぐも いて 
で つの 坦 居 人 S 人 で りり っ se? 半周 壮 
思 ぐ SR 全 っ 中 氷 " 

「 ロ 8 の 叶 幸 SG ぐ PsWS 晶 転 
党 NANA つ 。 ー・ で 時 講 避 江 
つ Po ぐっ が 本 ( 橋 手 求 誠 
時計 SNA や へ 会 憶 w で" 


学 付属 高等 学校 


富山 国際 


け 


つ S" 軍 婦 モ マテ まさ 
己 DRAN で た お 朱 遇 や ^ 吉 選 
全 の 刷 選 つり ンズ を で の 臣 わら 
く 


鹿 め つり っ ゃ で 史 錠 雪 つり 宮 w ピ 
ン ぐ SG 中居 さ りゃ ? 記 由 公団 吐 撮 公 
an 人 3 で 全 び さろ や で 7 皿 G 
要 押 GO る Q 思 里 己 弄 っ を もっ 記 
避 で 人 守 天 人 る の 愉 会 軍 ウ ロン で ポ 和 や 」 
( 排 波路 ・ 折 田 征 飛 % ぐ ) 
で の の ( 舞 麗 孝 )G 遂 直り"「 状 
慌 句 好き 」GNTN ふ 中 で RS" 圏 
線 w ぐ 27 福 雪 SS 公 へ G 到 
世 ぶ つり UK セーーNhR NSRNAN 
公約 や の 弄 給 軍 や 9 惑 給 和紀 倒 
対生 中 拉 IKwSye" 選 り 超 表 涯 
間 を K 連 っ 設 級 @ 下 座 記 So^ 眉 如 っ 
競 還 ぐー 全 マ 喝 所 め ら ン " 
り S ぐ で G 諾 所 トー トル せ 加 々 G 
つきる へ 、G 王 会 @ 直 SONn43T 
「 聞 記 人 で KRAAT AS つろ xp ぐ 
せつ っ 6 で 7 押 環 介 つ を ダム 
つり っ ン 王 も 吾 へ 了 d 全 ドウ トー ルト 公 
り wm THAKKー く ホール 倒 
中 超 六 2 で -Jme36 「Kー ベ ー も 
中 四国 ひらり mn 一 つ WDO お op 
SS 急用 38 全 へ 記 い つ mm や 講 因 全 
還る ら し wm と 53 証 幸 さり コ 
An6 ン 明 で 守っ で つろ 必 つ DAQ 全 で 7 
に くま いよ 9 に で < に に イコ 
マー 選び 旧記 ぐ N で 全 ト ロ で S 
倒 つ つや? 條 回 GTA ト Kー ロ 皇 
替 つ お 角 せ で バ 『RKNKG」 で じ 富 必 東 
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SS の っ 4 編 人 で RK 居 っ KSS 
率 笠 ぐ 宮 旭 還 つ ^ マー 誠 党 で 
貞和 要 Gm で 会 つ ね? 足 写 
8 っ 圭 ぐ 王 人 の ト ー ル 会 球 で 会 
りつ 公 思 っ や や 」 ( 引 詩 ) 

蘭 連 会 人 S り つ 乱 定常 つら を へ 
っ ^ っ 四 立 羽 店 " 

「NnSN み AG 長 比 を 癖 宙 ち 
も せ 眉 芝 2o ぐ 8 症 で mm や で 7 型 和 
和 W ト ー ル ドロ つ 8 囲 党 ポ で せ 有 民 を 
仁和 舞 て ぐ 全 上 和 め の つっ 愉 J DAS で 
半 思 さ マ ー 十 で ね 字 田 y% で 本 く 
で く ミ ヘー 会 記 の っ 心 つ けり 会 
ぶ 妥 倒 ww つる "| | く | でき ぐ 
太 党 陸 つ を 堅 弁 据 衣 ぐ 映 呈 公 曽 牙 
も ^ 選 守 りつ 旨 半 人 ビン mA 
BASEEEDIS NSK 
で 会 の ウン ン つ の 更 っ が や 」 
摂り も ee りつ 8 忠 思 ささ ー ミ 
和 朱 ン りつ 3 や っ つの 相 攻 求 圭 さ 朋 ve? 
「 曰 忌 ぐ RS 世 PTN HINZ AS 
作 忌 人 る OSS へ トー 会 eS 人 "中 
倒 PoeeS 全 の つろ で や りつ 口角 
客 s 和 m 半 堪 尽 つ 忠 堂 会 で 
97 失っ つ 3 雛 現下 填 ら 宮 S で ね へ つ 
い 局 細 つり ン Sm セ " み と ら ロ 
年 マー と の ココ OCS.S 涯 つっ か 
HAN の A 和 へ 上 軍 や 捉 由 どら 乏 で ちっ 
ン ぐ も や <」 


yo で き 「 時 半 全 SS 
天 ぐ らい" リ ウン SxeS も る 
FCMEYUIIOSM 


「 翼 展 を 展 給 り 了 叶 を 眉 指 選 S ポ 赴 


めい っ 部 暑 


下 尽 へ 遇 幽 
いさ いい に: 


諭 


部 顧問 。 大 学院 

立ち 上 げ 、 そ の 後 、 自 
に て 勤務 。 メデ ィ 
立 する 。 


同 校 
耶 を 設 


着 
肖 


橋本 知彦 先生 

学 付属 高等 学校 情報 科 孝 
xy テクノロジー| 
IT 企業 を 


グ ノ ロ ジー 


P 


有 
学 中 
・ テ 


富山 国際 大 
身 の 母 校 で も ある 


メ 
在 


デ 
4 


誠 つ 物理 約 和 や お の” 麺 SGK 考 皇 
や お の や eS 半 握 疾 品 ロ を びっ 
*6 和 TK NH 一 Ni ト も 
首 半 の 統 mo 一 、 つ く 和 人 和 人 
や い 誤 束 や K 温 但 装 だ や ね うつ 
こい 居 伸司 人 nw 生 」 ( 可 六 時 詩 ) 
筐 4 意 も 選 居 め 凶 応 天守 コ つつ 
し や" 蟹 里 更 寺 据 申 所 代 尾 写 ゴ TN ロ 
IND っ p 記 へ 起 さ ぐら っ ye? 
「 写 挫 填 べ 填 くつ の 届い いら ー ム 
つら いて て ヘー ロビ ^ 里 G 民 需 を 算 
S せ も SG 送 昭 家 話 SO 胡 で Psp 
作る で 包 須 で ね 邊 私 ミ 舟 蝶 操 豆 め 
所 上 つ w つ ? 薄 里 味 G 拉 時 局 必 
由 せ で 生 全 品 ・ ト に ( 選 千 押 )) り 
G 昨 寺 守 ロ っ ン ゼ 合 避 区 拘 相 装 赴 
GS 紀 講 加 半 下 諾 但 凌 を 地 三 躍 総 晶 
音 章 勾 還 の p 紀 つり ^ 由 悪 ロ 半 
を 族 里 " 没 王 賠 欠 ぐり つ 史 胡 Po 
ざい 坦 褒 己 忠 へ ローG 屋 公司 
ET バト 
の MSESKc て 6 が ONSY こ 0 
相 攻 求 計 きり 心 境 se? 
「 客 年 牧 部 邊 己 掌 会 宮 人 る お 壮 
妃 全 癌 入選 の 震 め つい リロ ST お る 
ゃ さり -Jsp 人 SseS の 末富 G 填 息 
ひい S 全 ど P っ se 逢 上 や Kw ん や も で 
THAN み A 和 SN ロ 認 つ いり 他 58< 
ロ 々 GSー 必 で 8H トー ぐ 可 へ 応 つ も " 
半 起 お で 8 編 枝 召 宮 早 入 和 章 ロ で お 
りら ws 生計 畔 っ つ | 楽 さ ぐり 『 必 
ンク 会 で SS] つ 活 全 宿 


つい っ ン ? 人 
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ちょ う せ ん する 前 に よん で ね 

も ん だ い は 小学 校 1 年 生か ら で き 
る よ 。 と く と き は えん ぴ つ を つか 
お う ! ぜん ぶ で 16 本 、 よう いし 
て ね 。 な けれ ば 、 め ん ぼう 、 つ ま よ 
うじ …… ほ そ な が く て お な じ 長 
さ の も の な ら な ん で も いい よ 。 


邊 遊学 館 
上 野 博之 さん 

神奈 川 の 新 百合 ヶ 丘 駅 の 近く に 
ある 学習 事 長 。 同 塾 は 子供 に 
合わ せ た テ ー ラ ー メ イド 指導 が 
モッ トー。 中 学 受験 コー ス 、 個 別 
指導 、 集 団 指導 の ほか 、 放 課 後 を 
公園 に 出 た り 教具 で 遊ん だ り し 
な が ら 過 ご す 「 放 課 後 学校 」 と い 
う 預 か り 機 能 も ある 。 
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Level 1 


せん の 長 さ が すべ て お な じ 三 角形 を 正三 角形 と いう よ 。 
正三 角形 を 3 つ 、 つ くり まし た 。 
これ に お な じ 長 さ の えん ぴ つ を 2 本 くわ えて 、 
正三 角形 を ぜん ぶ で 5 つ 、 つ くれ ます か ? 


に ーー - 記 
N N 正三 角形 の 大 き さ は 、 
みん な お な じ で は な いか も ? 


Level 2 


正三 角形 を 1 つ 、 つ くり まし た 。 
これ に えん ぴ つ を 3 本 くわ えて 、 
お な じ 大 き さ の 正三 角形 を ぜん ぶ で 4 つ 、 つ くれ ます か ? 


ヒン ト ヒン ト 


正三 角形 が あ た ま の 中 だ け で 
6 つ で き て いる の で XX か ん が える の で は な く 、 
手 も う ご か し て か ん が えて みよ う 


ヒン トド に 


Level 1 の こたえ が 
ヒン ト だ よ 


Level 3 


了 えん ぴ つ で 2 つの 家 を つく り まし た 。 
きみ は 片方 の 家 に すん で いま す 。 と な り に は お じい ちゃ ん 、 お ば あちゃ ん の 家 が あり ます 。 
お じい ちゃ ん と お ば あちゃ ん と いっ し ょ に すみ た いな あと お も いま す 。 
えん ぴ つ を 1 本 うごか し て 、1 つ の 家 に で きま すか ? 


えん び つ を 2 本 、 
うごか し た の で X 


わか ら な いと き は 、 
つぎ に すす ん で も いい よ 


Level 4 


きみ は お と な に な っ て 、 ゆ め の 家 を た て まし た 。 
し か し 、 家 の むき を か えた く な り ま し た 。 
いま の 家 は 、 左 を むい て いま す 。 
えん ぴ つ を 1 本 うごか し て 、 家 を 右 む き の 家 に で きま すか ? 


/ ハ 


区 ii | 


むき を か える こと は 
カン タン に で きる よ 。 
見 か た を か えて みよ う 


Level 5 


2 階 だ て の 家 を つく り ま し た 。 
し ば らく すん で いま し た が 、 こ ん ど は 1 階 だ て の 家 に すみ た く な り ま し た 。 
な る べく えん ぴ つ を うごか さ な い で 
1 階 だ て に する に は 、 ど うす れ ば いい で すか ? 


ヒン ト 


手 や 体 を うごか し て 
か ん が えて みよ う 


プレ ジ デ ント 人 @ 


Famnly 


さて 、 い か が で し た か ? 
何 問 解 けた か より も 、 ど の よう に 取り 組ん で いた か が 大 事 だ と 思い ます 。 
お 母さん お 父さん は 、 ど の よう に 問題 に 取り 組ん だ で し ょ うか ? 
ここ が 大 切 で す 。 以下 、 わ た し が 親 力 を 採点 し て み ま し ょ う ! 


すばらし いで す 。 あな た は 子供 の 心 を も っ 


親子 で 問題 に | た 大 人 な の で 、 き っ と 子供 の 力 を 引き 出せ 
取り 組ん だ ます 。 親子 で 楽し く 、 何 か に 取り 組む こと 
で 、 子 供 の カ を どん どん 引き 出し ます 。 
問題 に 取り 組ん だ あな た も すばらし い ! 
その 後ろ 姿 を 子供 に 見 せ て くだ さい 。 子 供 
親 だ け 問題 を | の 算数 力 は 上 が る で し ょ う 。 多く の 場合 、 
解い た ) 大 人 は 問題 を 解 こう と せ ず 、 答 え だ け を 見 
て わか っ た 気 に な り ます 。 まず は や っ て み 
る 、 と いう 姿勢 が 大 切 で す 。 
この 記事 を 何 も し な い 、 動 か な い 、 と いう の も 一 つの 
読み 飛ば し た 手 で すね 。 この 文 も 読ま な い の か な あ ? 
子供 だ け に Wa 実は 子供 に や ら せ る だ け で は 、 邊 数 カ は つ 


8 記 まま せん 。 ぜ 0、 一度 、 邊 分 自 和 を 見 つめ 
問題 を や ら せ た 訂 放 診 し ctcete 


家 の 屋 根 の 部 分 の えん ぴ つ を 動か す お 子 さ ん は 、 問題 を 解く の に 一 生 懸命 考え て いた ら 、 
レア 2 ンコ トル ュー Riac 8 100 点 に し て や っ て くだ さい ね 。 
家 の むき が か わり まし た 。 ほん 一 生 懸 命 考 える 経験 だ け で 算数 カカ が アッ プ し ます 。 
と う の 家 だ と 、 こ ん な に カン タ \ 
ン で は あり ませ ん ね 。 この 問題 = ニー ニー ソリ ーー 
は 、 ど の えん び つ を 動か すか を 、 
見 つけ だ す の が ポイ ント 。 見 つ | Level 1 
け 方 の コツ は 、 た くさ ん の えん 


び つ か ら 、「 ほ か と 違う 」 も の を 
さがす こと 。 ちょ っ と むず か し く 言 うと 「 特 異 点 」> この 問題 で 動か し 
た えん び つ だ けが 、 た くさ ん の えん び つと くっ つい て 、 な な め に な っ て 


いま す よね 。 この 問題 に 限ら ず 、 算 数 の 問題 で 手がかり を さがす と き ーーー ッ ーー デー: 
は 、 ほか と 違う 部 分 に 目 を つけ る の が コツ で す 。 \W / / 


自分 が 動い て 、 こ の 本 を 横 か ら 見 る 。 だ 
も し く は 、 こ の 本 を 90 度 、 反 時 計 回 り に 回 す 


えん ぴ つ は 1 本 も 動か さ ず に 答え が 出 まし た 。 答え を 知っ て 、「 な ん だ 

こん な カン タン な こと か ! 」 と お こっ て し まっ た 人 は いま すか ? 最 

間 は トン チバ ンチ が まい て いま し た ね 。 いま まで の 問 は 会 
手 や えん び つ を 動か し て いま し た 。 し か し この 問題 は 違い ます 。 モ ノ を 3 本 の えん ぴ つ を 、 


動か し て も ダメ だ っ た ら 、 自 分 自身 が 動い て みて は どう で し ょ うと い Sa 3 
う 発想 の 転換 で す 。 算数 の 問題 を 解く と き 、 よ く 考 えて も 解き 方 の 糸 下 の 図 の よう に 使っ て 正四 面体 に する 


ロ が 見 つか ら ず 、 どう に も な ら な いと き が あり ます 。 だ っ た ら 、 問 題 用 解け た 人 は 、 よ くえん ぴ つ や ペン を 
紙 を 回 転 させ た り 裏 返し た り 、 工 夫 し て みて は どう で し ょ う 。 思 わ ぬ 発 使っ て 手遊び を し て いる の で し ょ う ! と 
想 に つなが る か も し れ ま せん 。 遊ん で いる と いろ ん な 発見 が あり ます 。 


1 だ か ら 、 こ の 問題 も た くさ ん 遊ん で い 
ッッ る 子 の ほう が 早く 答え に 気がつく か も 
し れ ませ ん 。 ち な み に Level 1 の 答え を 6 

ューー: 一 一 画用紙 に 描い て 、 大 き な 正 三角 形 を ハ 
サミ で 切り 、 そ れ を 線 (えん び つ ) に パ oe 
・ そっ て 折る と 、Level2 の 答え の 正四 面 
se 体 に な り ます 。 


挑戦 し て みて どう で し た か ? 巻末 の 読者 アン ケー ト は が き で 感想 を お 聞か せく だ さい 。 


57 
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SS 必 会 個 也 人民 人 さら 3 っ Ja6O429 

部 釣 燥 G 民 状 迫 抑 りや くい 浴室 3 寺 
eS きち で り 心 織 つ っ り の" 還 秩 さ PBP 生 MHe 
本 年 提 讐 やや (「 リ SG 情 全 忌 りり PP 
KR RS 時 祝 壮 G 下 選 を ペーーS 営 へ 選 
会 」 つら で お 神宮 外 べ 時 幸 ぐ 区 貴 G 弄 ん 選 で Su7 
組 ぐ 8 避 避 所 Psm" 回 垢 交 邊 つり ゼン so で SG 記 因 的 球 ウロ め お 
で 人 で 上 KUAeS3 思 部" 求 幸 G 弓 EE で SYO あい Es】 
乏 陣 こし 民 癌 つ 必 me や ペーー ぬ 逐 絶 既 登り meers い DASvethG^ 
PO つら G や や ? 亡 窟 ぐ 症 洋史 族 本 つや" 


也 ン りつ 史 届 悪 つい きつ 2S も " 束 
戦 ぐ mpwe noe 居間 尺 ら 本 や 
づつ 蛋 中 生 侍 つつ り 計 ら ら 会 っ" 
員 且 つり で 人 る で 尺 居 SSyo の 困 
Sp 7 コンロ て 租 有 せ 。 の 時 と ペン 
も 還っ G 全 思い つっ さろ りつ 史 補 全 
際 詳 つり ee^ 避 揚 P 臣 % 選 史 閣 守 
P つ en の つや ゃ "8 っ OS8 宮 <S 酢 
遇 民生 やつ っ で 。 中 部 G 公 紙 人 せ 6 
還 いら っ っ 中 選 「Qlm 移 全 写 宮 め 
っ So っ つ 庫 つか en)” 誠 選 つり つ 
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村井 裕美 


2 きき イト 等 導き " 記 
て 人 せま すす 人 業 | 
り あぁ 区 ト 標 算 アァ っ だ 自 は 議 因 3 
ま る こ 1 ト る の 二 ズ ド ま か 分 理 較 紀 
ま か 返 う ト の は ほ 合 パ ず ら で 解 
o す し に 人 l も 2 1 ヽ 古 ヾ 
Ni た 書 、、 方 ド 合 

こ か ジ や 『 ノ で ズ し 得 

と な 数 すれ 号 1 子 や よ 

を いや くく を を そ を ト 供 を し う 

章子 単 な や し 和書 に た 回 5 

い は 元 う る て く 〈 縦 ち * ? 

て た 名 ま と 「 欄 線 に ま 

ぉ お く すす ノ フ 単 と を 必 

くさ 問 "1 元 人 筆 ひ ず 

と ん 四 ト 名 算 い ゃ 


2x12+5x(l8-9) て 


36 + 20 + ア を 


れ が ノー ト の 基本 ! 


K 倒 窟 へ we 


民 約 季 と 角 ” に 剤 た り 牧 と こい ロ 
つつ や 7 り 完 己 811 で 悦 揚 会 維 で 
りり 108 に S 民 GS 率 信久 ンマ" で ン 
SG 移 計 宮 S" ン で で ン っ つ 可 ロン ン 
SS AKAK2 KG 還 還 りさ 6 
son で 7 寂 問 ぐ っ 穴 ロ 
半幅 や *eK マ ーK つ つて 愛 避 8? 
っ ee96 叫 計り)G 短 交 * い 1 他人 愉 
で だ つの ロ ンー で でろ や っ っ 邊 つ ビ 
柳 思 環 か や つ 全 補っ や で ー 選 間 っ P 
っ で 各回 つっ 物 史 柳 和 wem? 

革 8 軍 半 っ 0 シロ 先 つ つぶ 
っ が 6m 寂 麺 生 で G で ポ ン 8 っ 
ぐつ や n や sp Sm い 避 相 麺 < 
会 の っ GS 出 功 下 軸 ぐ も 谷 つ 
いり 介 ン と の と っ ? 昌 GS 下 交 ん 会 宛 っ じ 


SQ 人 Synw 恒 選 会 YS*@ ヘ ーー ロ 
Rd で y く だ FN は で et 二 Tn 


譜 や 肝心 品 く へ 8 拒 ・ 折 ・ 届 
の 器 の と ロ つぶ つつ nS Ss へ ロ 記 
団 全 称 っ の ” 脱 っ S や 会 識 つ ン ピ 
つが っ wm 8/ RINN さ 完 避 そく ヘ 
公記 中 ロ r く NG つの 明王 ち め ン SS ぐも 
ゴン 人 S 人 の 6 和 や で T 

YS で ロ 7 拒 ・ 拒 ・ 員 ぐ の 品 SG 
つい ロ 脱 ひ G 全 KK や ゃ ? 抱く へ 
せい で ロ 及 2 や 9687 麺 2 史 
四 つ り op で で 尺 紀 の 功 く へ も 斉 つ が 
7 近く て AO さ で つり へ 一 spx で 
ゃ し 押 羽 も 監 ち お 宰 の を 「 リリ 玩 避 
| つっ 避 選 括り ちら 自選 款 S 選 
いち ロ 及 が や ( 拍 羽 めい で り 只 ン )“" 


國 G 記 園 会 所 だ ぐ ^ 移 補 ペー テロ 
握力 生 や や ひつ つや 選 図 深 全 
幅 由 G 各 前 き 図 無人 る っ りつ の? 
甘 せ ^ 朴 お 2 や も 3 妃 守 め 円 艇 時 麗 
Pa や で 5 Q-owe67 OS 思 G 尋 
会 麗 思潮 移 や や し の つの 
中 っ 国 せ 生還 っ 国 せ の 
で 人命 の つろ で や りり Jose で 全 どっ 
ひで 人 どら で っ "を き ふ ヘーー ロ 
環 ン "で wm や 世 り お 要 客 め 加 
SS 中 や トト ー ト トー キャ ye 由 時 和 議 xe 
りつ も 田 店 ら xe さ やや" 

選 醤 軸 全 皇 おぶ 壁 貞 図 和 を 居 綴 図 や 
加 ws つ で 7 時 天 人 る や の つ で や で 会 
天守 寺 区 や p^ 図 称 舞 ご りつ の 公 人 Se 
ン さ ぷっ? 他 革 お や 8 「 凛 宗 G 下 野々 
呈 りら っ 図 和 を 肖 り つり 無 叶 入ら 
Sp っ Pen や Pte りつ や ^ 宙 ぐ 
迷 赴 めで ペ ー 和 へ も 補 で Sn ロ 
いや っ em 


剖 配る ン つ wo387 物 守 松 
愛 い 5 ひつ つづ 代 T ト ユー く ヘー 
も つっ ね Mn 合っ とっ つ 上 蛋 藻 や 層 っ 
や 公選 き 提 富有 補選 で っ 記 
や や se BS で つ 全 や IN ユー く へ 
ー ら る ンー ば 必 ロ 本 垂 史記 お 9 條 合っ っ 
つつ 明か 6? 

EE に だ さこ 


と る と りつ 喝 租 編 和 や * り の 倒 。 円 
つ マ 大 鬼 や \ さ りつ で 計 全 ve 全 び や 7 
装 区 G ゴ に GS 己 会 ee で だ ン し 記 
交 民 や DS 掲 補 称 回 性 人 り 会 に 
に oo TAG 首 ささ こい 
YK で 人 や お っ の つか や" 

菩 常 史 細 ン ぐ 避 赴 究 称 弄 G8 
せ Kー6 図 誰 回 栓 四 生 多 " 計 記 
守 償 め 計 だ ロ る や きろ つ の 半 王 や 羽 人 で で 
つっ 6 生 全 ST で く 編 下馬 もじ 7 で 
多 つ 回 つ ン さ うっ 図 会 燥 公 ざ 2 りつ 
spS で em nw で 史 青 おる Sp/ 御 
癌 合 ぐ 過 つ っ 図 交 冶 て りつ の 倒 雷 G 
やや? 


HK KS の 告 財 外史 久代 つつ 各 全 
ぐ 往 っ we 生 伝 芋 穫 知 や 症 図 和 % 幼 や 
oopsp 装 坦 職 つ m 和 人 @ も や っ っ 
移 記 いら を で ウン ね め ら "7 器 会 瑞 っ 8 
中 全球 を や っ ぐも や) そ ぬ っ ヘ キー へ 
全 い ろり っ ぃ eoG 全 所 宮 全 で GS 宰 癌 
和合 っ っ ゆ や や" nAK K 撤 困 的 擬 
っ SG 全 羽 っ ぐも 度 避 wm28 得 肖 倒 先 
恥じ ゃ "8 謀っ つの 衝 記 を セン YY 
S や ^ 思 信 財 2pS 全 っ ろ や つい 


こう いう し っ か り し た も の 
を 選 ぼ う 。 
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いや 全 4% ぐ で と なつ 


憲和 紅 2 っ お の や シロ 羽 で やめ つ 
つい 揚 虹 知 所 つ し op | Op 選 
いや 移 つ り 如 ちの っ 愉 中 会 だ で の 
っ 6 生 り [所 人 SGS 公選 全く 会長 
ポン 5 っ で Ge | の お 守 補 Mo の [っ を 宗 
ロ …… ド ドリ S 畑 倒 肛 SQ 症 洋 
で つか で 20 の の 愉 りう 
68 錠 NN RTN3S 天 人 6 や ST ー7 
中 財 の 議 つ っ 全 や つ で や 負 で 條 の 
m 半 赴き お で 押 躍ら で や めい 9 
つい 中 弁 で いち つづ 愉 ? 

補 つる 語り の ロ 季 4S や や 
QSS 事 常 会 早 っ つ " SG 出 ぐ 絶 宮 
39omRep つ en ぐも 乙 〇 " 密 錯 望 せ 
K 塞 りつ ロ 1 で SG ホ トール 全 正和 害 じ ふ 
で いろり 1 CS 葉 w 民 史 有 で に 眉 と 
りつ 会 2 ぐ め ” 語り つ ロ 紹 9 で 
や 和 和 yo つろ や つや い 『 


筐 め 個 つ 宮 光生 つ 


と トミ を ト Kー も 写 鵜 お 早 公 
人 SOSeQ ae 和 m8eAmR 和 凶 や や 
sp | 表 を で し つや n7 No で の 
ms ン 計 た で 人 る で S ぐ 民 浴 称 編 57 
給 全 人 で 56 | 握 ヘーー ロ he 人 季 つ 


Po と と め つ や Mn so つつ っ ゃ 必 | 弄 捉 
も 箕 っ いぶ ye や で 58 の ロン ペ ろ 
要 諾 SH で だ 8 人 合っ っ や 生葉 
恒 つ 3 塊 で や ヤ 当 を eS 全く ペー 
S や ゃ " 

美 環 つめ を em360 ペーー ぐ 6 宜 
つっ マー 穫 知 妥 っ つづ 愉 " [ 筐 かめ 王 
つ 」 つ っ 球 委 つ 史 細 て けつ. 旨 13 で ン 


写 ぐ 沿 マロ 
ペー エ 包 同上 遇 つ も … 


記 内 め 穫 ご の wm 定時 の ヘーーG 居 
調 会 問 さ りつ ゆで P ら ve 由 全 っ " 
ペーー ビ 穫 移 生 つ 要 交 eeSo 7 K 
S 堅 国 り xexe ぐ も” ヘーー3 度 全 下 
を や っ 送 再 り 衣 ン つい ロト と く で K つ 
1 こも 半 く だ りん に 1: 
宝 還 明 ぐ 寺 マ ー 各 雇 究 め で や 型 人 
告ぐ ロ ^ 志 り 遇 ら や ヘーー ぐ マー 
人 選 宛 らら っ xen ホーK や も ( 壮 
己 綿 誤 )" り S 窒 Q^ 寺 志 めく で 鬼 で 
8 認 園 の ン K マ ーK 公 時 で ww? 


に う 
【o】 


そう いう と き は 左右 入れ 替 
えよ う 。 テス ト で も 問題 と 解答 用 紙 の 配置 に 注意 。 


解い て いる 問題 と ノー ト の 書く スペ ー ス が 離れ て いた 


ら 、 写 し 間違え の 原因 に 。 


必 
論 東 ぐ の ー の 人 べ 迄 ン ざ ろり 8^ 引合 
胃 い 居館 志和 引 軍人 や 6 つづ 人 避 1 
班 w も 人 を S と 咽 っ や 2 の 上 人 
会 科 立 所 人 補 っ 6 トペ ー ロ 薄く 
*Q リ JJS で つつ 6 ろ 36 和 や" 

堅 交 や 泌 人 さろ りつ っ の 門 娘 や ゃ ? 


「 人 SN の 全 「 人 S ツ リー 昌 」 の 撤 会 全会 


さ つ の 詞 導 還っ りつ か en 中 会っ が 6 和 や 倒 


り ぐ ーー の 中公 鈴 寺 の 中 っ? 店 悪 S 愉 
8「ー へ SS O 受 全 すさ 折 R で で 


芽 記 字 SS で 氏 准 


本 時 門 せ 


の こい SD 


た に すく いき:、 人 et: さ (rb と 。 


や 6S SO っ 編 や つ ^ 並 写 G 中 め め 公民 
で つぶ 6 や" 


DE エマ こと c ま =k< ナ こぶ こす の 
つろ 心 明史 き と つつ きす 條 (中 
三 巡 に で で りら っ w 突 溝 SKK 一 
8 応 や ゃ )? 

忌 交 Sn DXSye 戴 つっ 密 遇 を お 
ぐっ 並 寂 肛 の つつ mw で いら / 忠 写 G 寺 
絶 宣 ぐ 球 末 つ の 全 め 守っ の の nG3 
3 ン SQ 肖 "や っ p7 戴 政 G 因 吾 せ S 生 
つっ ゃ 舞 ン 人 SW や ST 

役名 正 累 ぐ 了 ゴ の SS ユン … っ G 逢 届 
( 刊 ロ 破 欠 ・| 中 中 馬 )G 岩 芋 会 G 呈 8 
つろ GtmS けり OS リリ 
An を Q っ 編 eS 犬 36 人 Sse 胡 製 8 
呈 滅 公記 で の っ りつ 和民 どじ 8 っ 
いつ っ spS も や" 


回 


SS) | 押 せ 想 も 押 
ふ 人 所 ふせ WM 臣 
中 2 っ te 拒 qm 國 療 つ で じ 
へ 記 記 革 環 本 早 回 べ さ 
内 お 選 下 所 oo 症 
回 国人 % お < 肛 ん 
コミ リリ) 加 じ 避 る し も 部 
GS > し くも 居 届 党 
人 る SG  G つ 将 坊 避 
ゼ ど 中 公 甘 回 や や の 
っ 昌 。 宮 鎖 じ く 経 やう 
S 壁 國 を Rp 交 し 
DW 切 に K 旭 骨 くっ 
舞 本 GS レ 第 豆 き や 
時 還 jww KWSuNe 由 
まき きす を 
っ リ トコ 
浅い 沿 是 生 や ふ か 届 油 全 
ざさ ミ 模 押 te 因 団 


1 


弄り ゆう 的 つ ょ る いい ー 


っ 8 生 い 4 ぐつ ょ て 


糞 村 3 求 js で 監 衝 民 約 往 Se 型 獣 。 計 
ぐい 昭 ろ 3 で 会 邊 人 宮 ポ 8" 
〇 OO 紙 @ 葉 羽 編 へ … 

we)aJG ろ で や ゃ <6” 思 列 合 昭 いい 
っ 58 把 忠 補選 汰 や の "SS 
弁 慌 め つね お で ららら で や セ " SO  W 
門流 科 りり OSG346? 

se・ 「 二 吉 避 臣 2 りら 2」 のり で で いり 
の 胃 ので 全 守 る 

naJwS37「 装 や 」 会 四 へ きら で つの を 
っ 公 ? 

路上 で m お や 8 っ っ 由 会 2G 人 SS" 人 
36 で こら 2 和 h ひ OO 会 2o つ きら や つき? 

選 80 そく ヘン マー ベー6 手 ? 下 
っ 浴 で ① で セロ 編 り りつ ぶっ が や 
ぐ 人 会 c。 表 で 人 る 237 更 扱 己 陳 っ じ ぶ や ゼン 
Ax 人 S で 。 下 ン っ 針 選 還 還 澄 Se ぐ ^ 
長い し 生 会 e・ 

弄り で jp つ Oxyee-「 型 2 で ぐっ 補っ 全 
「 親 3S で や つつ お | の 2 で 選 腺 映 会 ) 
SS8/「 瑠 め ]「 墓 写 ]「 還 問 ] G 只 会 守 


て ヘー・ 


中 
半 奈 
直 滑 

ロ 
吉 
> 年 
ご 
1 抽 箇 
視 
甘 


門 指導 会 代表 。 中 学 受験 情報 局 


『 か し 


貞 。 


い 塾 の 使い 方 」 主 任 相談 


学習 指導 


ソ ムリ エ 。 教育 ・ 
に 35 年 以上 の 経験 を 持つ 。 難関 


校 受 験 の カリ スマ 家 


・ 高 
放 教 師 。「 つ まず き を な くす 算数 
シリ ー ズ な と 著書 多数 。 


私 立 中 学 
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河 選 ペー や aoxe BS ち 69 乙 
ス 糞 G 下 玲 史家 で -m7 1 絹 や w 守 
宗 め で ペー Paoser65 

対等 図 党 ぐ 羽 朗 寂 時 :?′ 福 中 きく 。 
っ や ゃ ので ? 悪 @ 窟 SS 四 陣 %SS 項 
hy で op 条 由 りつ ね 9 りり も 部 8 [ 結 還 " 
包 も や で HHA 史 尺 ひ つ 。 2 で 計 章 生計 
門 び リン 2」 つの ト に とく で K つ 選 で や も“ 
mwG 旧 宮 気 HAtospllA 人 AAS 愉 
会 他 信 ww いや GS 寺下 7 
時 本 2 で で SS 和 SS AA 要 慰 倒 場 2 ね 
いら 人 の spywSS 2 的 で い 交 由 択 党 
つ ^ 中 郡 了 祝 王 鑑 己 4 征 つ つ 5 等 蟹 
で” 要 箱 ロ り ろり つめ や ゃ " 

宗 忌 称 守 りつ っ p。 誰 和 畑 ン りつ p。 
S ト へ 史 無 と りつ 其 洋 生 り つっ の お 
一 交 生 人 さけ -Jsp 所望 つ 生 KG ー つ っ の ーー を 
号 ちゃっ ろ ^ 等 約 窟 合 や りつ 療 党 や や の 
つ 倒 「 応 等 久 当 | 忌避 や いろ いじ 絶 妹 ぐ 型 器 
和 き De で も や? 

各 宗 倒 記 避 SS で し 否 の っ や 
46 生 38 ね と ao で 壮 や 守 め っ っ ね 科 Osp っ で 
5 と つ 如 め る ? 回 


中 学 で つま ず か な い ! 高校 受験 に 有利 ! 


一 番 、 大 事 な の 馬 


計算 の 順序 比例 . 反 , 例 割合 


算数 は 積み 重ね の 教科 \ わ れ ま す 。 
中 学校 か ら 始ま る 『 数 学 」 で うま ず か な いよ うに 
小 党 校 の 教科 書 全 範囲 の な か で も 
特に 秦 勘 友 単 売 を 教え て 論 ら いま し た 。 
チェ ッ ク 問 題 札 ある の で 挑戦 証 て み て くだ さい 


教え る 人 W 


永見 利幸 さん 

私 立 京華 中 学校 教頭 。30 年 以上 に わ 
だ た り 中 学生 、 高 校生 に 数 学 を 教え 続 
け て いる 。 監 修 し た 『 中 | 数 学 を ひと つ 
ひと つ わ か りや すく 。』( 学 研 ) の シリ ー 
ズ が 入 気 。 ほ か に "中学 数 学 の さき ど 
リ が 7 日 間 で で きる 本 』(KADOKAW 
約 赤 と 。 
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プロ ロー グ 
中 学 か ら 始 まる | 数 学 」 の 扉 を 開く た め 、 
3③ つ の チェ ッ ク テ スト を クリ ア し 、 武 器 を 獲得 し よう 。 


4 文字 式 の 理解 が スム ー ズ に な る 
| 計算 の 順序 


この こと か ら 、( ) を 外し て 考え る と 、12 : 

ー6 3 と 計算 し て いる こと が わか り ます 。 : 
これ を 文字 式 に 置き 換え る と a- (b+c) は : 
aーbーc と な る わけ で す 。 : 

計算 の 順序 が あや ふ や だ と 中 学 以降 で 当 た 
り 前 の よう に 使わ れる 文字 式 で 混乱 し て し まう 
の で 、 し っ か り 確 認 し て お きま し ょ う 。 た と えば 、 
一 次 方 程 式 3r+ 15=9 と いう 問題 で 、3x=9- : 
15 と 数 を 「 移 項 」 し た り 、 さ ら に * ニ ー6 x 信 と [逆数 : 
を か ける 」 こ と も スム ー ズ に 理解 で きる よう に な り ま : 
ER 


: 了 中 学校 で 子供 た ち が 、 最 初 に つま ずく の は 「 文 字 式 」 : 
: で す 。 式 に 文字 が 使わ れる と 急 に 難し く 感じ て 混乱 す 
: る よう で す 。 

: た と えば 、5-(6+a) の よう な 問題 が 出さ れる と 、 
: 5-6+a と 計算 し て し まう 子 が けっ こう いま す 。 
: 文字 式 の 計算 は 、 小 学生 時 代 の 四則 演算 の 拡張 

: 版 。 も っ と 具体 的 に いえ ば 、 小 学校 4 年 生 で 
: 習う 「 計 算 の 順序 」 一 カッ コ の 中 を 先 に き 
: 算 す る 、 わ り 算 ・ か け 算 は た し 算 ・ ひ 

: き 算 よ り 先 に 計算 する 一 一 が わか っ 

: て いれ ば 解け る は ず で す 。 

: た と えば 、12 -(6+ 3) と いう 問題 な 
ら 、( ) の 中 か ら 計 算 す る の で 12 - 9。 


CHECK テ スト 


p 次 の 計算 を し な さい 。 
中 学 の 問題 を 見 て みよ う 
07X9 十 3X2 
P 次 の 計算 を し な さい 。 
0907.922 (3a+@⑥ (2a+④ 
979ー3x2) =3a + 6|- 2a - 4 トー ここ に 注意 ! 
Ba 一 24+6 一 4 文字 の 仲間 で 
同じ 数 字 で も 、 生生 計算 すれ ば OKI! 
答え は ぜん ぜん 
違っ て くる よ 
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4 関数 ・ 微 分 ・ 積 分 に 強く な る 
比例 ・ 反 比例 


: 芝 5・6 年 生 で 習う 「 比 例 」「 反 比例 」 は 、 中 
: 学校 で 習う 「 関 数 」 の 土台 と な る 単元 。 2 つ 
: の も の の 集まり を 結び つけ る 関数 は 、 高 校 
: で 学ぶ 次 関数 や 微分 ・ 積 分 で も よく 使わ 
れる の で 、 し っ か り 土 台 を 固め て お きま し ょ 
う 。 比例 ・ 反 比例 で は 、 2 つの 数 の 関係 を 表 され ます 。 さら に に 入る 数 字 が 、 正 の 数 (1、 
: と グラ フ 、 式 を 使っ て 表し ます 。 こ の 表 、 グ ラフ 、 2 な ど ) だ け で な く 負 の 数 (- 1、-- 2 な ど ) に ま 
: 式 の 関係 が あい まい な 子 が 多い の で 、 理 解 し て いる : で 広がり ます ( 右 グ ラフ 参照 )。 こう し た と き に 混乱 し 
: か よく 確認 し て くだ さい 。 : な いよ うに 、 小 学生 の 間 に 
た と えば 、 下 の 表 は リボ ン の 長 さ と 代金 の 関係 を 表し : 表 か ら グ ラフ を 作成 し た り 、 
て いま す 。 リボ ン の 長 さ が 2 倍 、3 倍 …… と 増え る と 、 : 式 か ら 表 に し た り 、 グ ラフ 
リボ ン の 代金 も 2 倍 、 3 倍 …… に 増え て いき ます 。 : か ら 式 に し た り 、「 表 式 」 
: 「 グ ラフ ゃ 式 」「 表 グラ フ 」 
を 自由 自在 に 変え られ る よ 
う 練 習 し まし ょ う 。 


CHECK テ スト 


ぁ 表 A と B を 見 て 答え な さい 。 


A テー プ の 長 さと 代金 B 面積 が 48c の 長方形 の 縦 と 横 の 長 さ 


これ を 式 に する と 90 x 2 = 180 円 、90 
x 3=270 円 …… に な り ま す 。 この 90 が 
わか っ て いる か が 重要 で す 。 

この 単位 あたり の 価格 の 90 円 は 、 中 学 で 
は 「 比 例 定数 」 と 呼ば れ 、 式 で は y = 90x と 表 


リボ ン の 長 さ r(m) 1 2 


3 4 5 
yofty@) | 9 | to| 7o| ao| 450 


⑩ 比 例 す る の は どちら か 。 反比例 する の は どちら か 。 
②A と B、 それぞれ の と y ッ の 関係 を 式 に し て みよ う 。 


中 学 の 問題 を 見 て みよ う 
テッ は に 比例 し 、* ニ 3 の と き ッ =12 で ある 。+* と ッ の 関係 を 式 に 表し な さい 。 


決ま っ た 数 (比例 定数 ) = 学 
4 


比例 だ か ら 
= 決 まっ た 数 * 


* ェ 8 ヤニ Xi Yx0E=XFIV9 8 予 陣 条 癌 V 誠 陣 困 ⑳ 朋 親 
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5 年 生 で 習う 「 割 合 」 は 苦手 な 子 が 多い 単 
: 元 。 中 学 に な っ て も 価格 を 求め る 問題 や 人 


: 出し ます 。 高 校 受験 で も 差 だ つく と ころ な 
: の で 、 小 学生 時 代 に し っ か り 押 さえ て お きま 
: か わか る か と いう こと 。 ここ が あや ふ や だ と 、 


: 慣 を つけ させ まし ょ う 。 


: で 考え 方 や 答え が 違い ます 。 右 の 図 の よう に 、 も と に す 


4 和 術 に な っ て も へ っ ちゃ ら 
割 品 


ロロ な ど 、 方 程 式 を 使っ た 割合 の 問題 が 頻 

30m の ビル を 60m の ビル を 
も と に する と …? も と に する と …? 
し ょ う 。 確認 し た い の は 、 問 題 文 を 読ん だ と 
き に 何 が 「 も と に する 量 」 で 何 が 「 比 べ る 量 」 


より 複雑 に な る 中 学校 で の 問題 に 苦戦 する こと に な り 
ます 。 割合 の 問題 を 解く と き に は 、 必 ず 絵 や 図 を 描く 習 


た と えば 、30 m の ビル と 60 m の ビル を 比べ る 問題 な 
ら 、「 も と に する 量 」 が 30 m の ビル か 、60 m の ビル か 


る 量 と 比べ る 量 が わか る も の が 描け て いれ ば 問題 あり ま : も と に する 量 30m も と に する 量 60m 


5 : 比べ る 量 。 60m 比べ る 量 30m 
: せん 。 : 割合 2 侍 割合 0.5 倍 


p お 引 さ ん の 体重 は 48kg、 た か し くん の 体重 は 30kg の と き 、 


⑩ お 如 さ ん の 体重 は た か し くん の 何 倍 か 。 
た か し くん の 体重 は お 母さん の 何 倍 か 。 


中 学 の 問題 を 見 て みよ う 


匠 全校 生徒 320 人 の 学校 で 、 自 転 車 通学 を し て いる の は 全 男 子 生徒 の 159%6、 全 女子 生徒 の 109% 
で ある 。 自転 車 通学 の 生徒 は 41 人 で ある と き 、 こ の 学校 の 男子 生徒 の 人 数 と 女子 生徒 の 人 数 


を 求め よ 。 

男子 生徒 の 人 数 を x 人 と し て 

15 10 SEE 

90W 0 の 邊 人 吾 分 率 で は 、 も と に する 量 を 
男子 x=180 人 100(%) と し て 考え る 


女子 320-180=140 人 


( 二 下 > 弄 人 対 5 林 ) 遇 5290 (南下 9 計る 部 > 下 め 妹 "L⑳ 受 


プレ ジ デ ント 人 @ 


Famnly 


9 ONS 2 / 
ト JO 沿 人 SQ 一 


肛 餅 四 握 =、 生 SW28cKR 

吉 G 記 0 民 尺 人 
ト J ぐ ⑤ き ぐ 一 衝 慌 了 人 時 し 6 
。 思 守 O マ 只 MMO 人 篤 ー 
に 3 


b 


PD 


受 


中 学 包 験 アテ 進学 ゼミ 
受験 コー デイ ネー タビ 
宮本 半 先 
「 合 格 する 子 が や っ て いる 忘れ 
な い 暗 記 術 「 は じ め て の 中 学 
験 これ だ け は 知っ て お きた い 12 
の 常識 」 な ど 著 書 多数 。 多く の 受 
験 生 を 合格 に 導い て きだ た カリス 

マ 講 師 。 


平面 問題 の スゴ 技 


30" を 見 た ら 
正三 角形 を 探せ ! 


( 
ジン 


「30*、60*、90" の 直角 三角 形 」 を 2 枚 


| くっ つけ る と 正三 角形 に な る 。 
に 
の | ES ヽ 
右 の 図 で 、 唱 ABCD an 
了 四辺 形 の と き 、 

求め られ る 。 

め な さい 
[例題 ] 360+12=30 
下 の 図 は 正 十 二 角 形 で 
O は その 中 心 。0A =1 | 3O を 発見 
cm の と き 、 こ の 正 十 を 

ES 探 そう 3! 


角形 の 面積 を 求め な さき 
い 


B 一 9cm で C E 
AD と BC は 平行 な の で 、 頂 点 D を AB と DC も 平行 な の で 、 頂 点 A を B 辺 1cm、 高 さ 0.5cm の 三角 形 が 
A に 動か す と に 動か す と 12 個 あ る の で 、 
DCE = へ AC ACF= ハ BCF=9x4+2=18 1x0.5=2x12=3 
よっ て 、 ム DFE = ム へ AFC 答え 18cm 答え 3cm 


[例題 ] 

右 の 図 で 、AB、 EF、 CD 平行 で > [例題] 

す 。 この と き 、EF の 長き を 求め な 0 下 の 図 で 、 へ ADE の 面積 は 
きい 。 と へ ABC の 面積 の 何 倍 か を 求 


め な さい 


まず 、 ク ロス 型 に 着目 ! 


A 
り C 

15cm ( ラ ら 演 , 

リノ クジ 10x 

クジ が mp 

B 了 D 
へ BEF : へ BCD =3 : 5 へ ABC : へ ADE = 
よっ て 、EF : CD =3:5 18 x16:8x14=18:7 

よっ て 、BE : EC=3:2 EF= 10 x=6 答え 6om 答え 仙 税 
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半径 が わか ら な いと き は 
正方 形 の 面積 を 使え ! 


1 辺 8cm の 正方 形 が 内 接し て いる 円 の 面積 を 求め る 問題 


半径 が わか ら な い ! 1 上 
| 


半径 を 1 辺 と する 赤 の 正方 形 は 、 1 辺 が 8cm の 正方 形 の 面積 の 半分 


つま り 、 半 径 x 半 径 は 8 x 8+2=32 

円 の 面積 は 、 32 x 3.14 = 100.48cW に な る 。 

[例題 ] 半径 を 1 辺 と する 青 

下 の 図 は 正方 形 に 円 多 / の 正方形 は 、1 稼 gom 

が 内 接し て いる 。 に ンク グ / の 赤 の 正方 形 の 面 

の と き 、 余 線 部 の 面 NN Zi 

生玉 め な きい NN 積 の 半分 。 つま り 、 
半径 * 半 径 は 
6x6+2=18 


斜線 部 の 面積 は 、 

円 の 面積 x+ 青 の 正 方 形 の 面積 の 半分 
=18 x 3.14 x 寺 +9 

答え 51.39cW 


[例題 ] 

の 図 で 、 円 O が 扇形 の 周 
り を 1 周 す る と き 、 移 動 し 
た あと に で きる 図形 の 面 
積 を 求め な きい 。 


中 心 線 の 長 さ = 移動 し た 距離 = (中 心 角 45"、 半径 10cm の 扇形 の 弧 の 長 さ ) 
(中 心 角 90" 、 半 径 2cm の 扇形 の 弧 の 長 さ 2 つ 分 ) 

+ (中 心 角 135*、 半 径 2cm の 扇形 の 弧 の 長 さ )+ 8 2 

=(10 x 2 x3.14 x3 乱 )+(2x2x3.14x 和 05x2 
+(2x2x3.14 2)+8x2=34.84 

青色 部 の 面積 = 4 x 34.84 答え 139.36cw 


/ ゝ 


8cm 


4cm 


[例題 ] 


[例題] 
右 の 図 は 、 長 方 形 と 扇形 を 
組み 合わ せ た も の で す 。⑧ 
と ⑧ の 面積 が 等 し いと き 、 
ァ の 長 さ を 求め な さい 。 


の ⑳ の =⑧ な の で 、⑳+⑥=⑧+ 〇 

の + で は 半径 12cm、 中 心 角 90* の 
扇形 12 x 12 x3.14 x 二 =113.04 
B+(G は 縦 8cm、 横 12+xcm の 
長方形 8 x(12+x)=113.04 
よっ て 、 答 え 2.13cm 


求 積 問題 は 「 埋 め 替え 」 テ ク を 使え ! 


青色 部 の 面積 を 求め る 問題 


この よう に 埋め る と 青色 部 の 面積 は 、 


下 の 図 の よう に 
cm の 円 と 、 
する 2 つの 正三 角形 が あ 
り ま す 。 この と き 、 八 線 
の 部 分 の 面積 を 求め な 


円 の 斜線 部 分 4 つ を 埋め 替え る 。 

中 心 角 が 60" 、 半 径 6cm の 扇形 が 2 つ で き 
る ! 

6x6x3.14x 向 x2 

答え 37.68cm 


立体 問題 の スゴ 技 


] 
| 
[例題] 3cm 人 剛 是 ] 
図 1 の よう な 1 辺 6cm の 立方 体 が あり ググ 下 の 図 の よう ぅ 立方 体 を 27 個 積み 1 段 目 土 側 の 
ます 。 点 QEP は 、 辺 ADEAB の 中 点 | [| グ 重ね て 立方 体 を つっ くり まし た 。 こ れ 5 個 が | | 4 
PQE を 通る 面 で 切断 し 、 点 A 人 F 面 で 切断 し まし た 切断 
2 27 個 の 小 立 方 体 の うち 、 切断 され た 
立方 体 は 全部 で 何 個 あ る で し ょ う 上 側 の 
Ao < 段 上 切断 ライ ン 
体積 3 個 が | 
ncc 底面 積 =3x3+2= う gm 0 切断 
バイ 荘 0 3 段 目 
pF P | 今 X6x 二 =9 答え 9cm PO 上 側 の 
切断 半 の ン 
H 、 表面 積 
G 1 辺 が 6cm の 正方 形 な の で 、 5+3+1=9 
E F 6x6=36 答え 36cm c 答え 9 個 


「 円 すい 公式 」 は 、 絶 対 に 暗記 せよ ! 


この と き 、 


中 心 角 = 3607 x 


側面 積 = 母線 x 半 径 x 3.14 


と な る 。 
(底面 の 半径 に ) 


[ 絞 題 ] 
下 の 図 の よう な を 展開 し た と き の 扇 形 の 中 心 角 と 、 
円 すい の 表面 積 
[例題] ご 
Q 
円 すい お を 上 に 伸ばす と 
左 の よう な 円 すい に な る 。 
頂点 を A、 母線 を a と する と 、 革 = 2.5 
a=6x2.5=15 中 心 角 =360" x 計 側面 積 =5 x 3 x 3.14=47.1 
AP : AQ=4:6=2:3 な の で 、 答え 216* 底面 積 = 3 x 3 x 3.14= 28.26 
PQ =15 x 全 表面 積 = 47.1 + 28.26 
答え 5cm 答え 75.36cm 
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[例題] 
下 の 図 の よう に 、 水 そう に 水 
が 入っ て いま に 角 
柱 を 1 本 入 # は 何 ya と 同 量 
cm 上 が り ま すか 5 ーー 0 
水 較 60q 4cd 56q 
1 
| | | し 。。 | 底面 積 の 比 = 60cW: 56oWm=15 : 14 
に | 高 さ は 逆 比 に な る の で 、 
I cm の 0 
TOcm Eo 敵 =7x 将 =7.5 
7.5-7=0.5 


答え 0.5cm 上 が る 


[例題] 


に 水 を 入れ 傾け た と 
な り ま し た 。 中 の 水 を こ ぼ 
鹿 2 の よう に し まし た 。 この と き 


、 下 の 図 1 
\ 器 の 
図 2 の ァ 


3+ 18 ニ x+ 12 
と な る の で 


答え 9cm 


ァ = ニ 21 一 12=9 


[例題 ] 


右 の 図 の よう な 円 すい 吾 の 


ae) 
大 きい 円 すい と 小さ い 円 すい の 相似 比 は 3 : 2 な 
の で 、 
体積 比 は 、3X3x3:2X2x2=27:8 と な る 。 
大 きい 円 すい と 求め る 円 すい 台 の 体積 比 は 、 
7 : (27 -8) = 27 : 19 
sms 高 さ は 、 相 似 比 か ら 、 3 : 2 =(3+ ァ ) : * な の で 、 
ァ = 6cm と な り 、 高 さ は 6+3 で 9cm 
よっ て 、 求め る 体積 は 、 
円 すい に し て みょう ! 3x3x3.14x9x 士 x 3 
答え 59.66cm 


太 き の 違う 入れ 物 問 題 は 
「 空 気 」 に 着目 せよ ! 


下 の 図 の よう に 8cm の 深 さま で 水 が 入 っ て いる ビン を ひっ くり 返す と 水 の 深 さ 
が 13cm に な っ た 。 この と き 、 ピ ン の 体積 を 求め る 問題 


⑦④ 水 の 量 
② 空 気 の 量 が 同じ こと に 注目 ! 
ビン の 体積 は 水 + 空気 な の で 、 
⑦+G で 表す こと が で きる 。 
よっ て 、 
2x2x3.14x15 
答え 188.4cW 
6 に") cm 
@② 
T の 
ウ Ocm 


② と G の 底面 積 の 比 は 、 
3x3:6x6=1:4 
②⑦ と G の 高 さ は 逆 比 に な る の で 、 4 : 1 


ロ = 10 x 二 = 2.5cm 
よっ て 、 水 の 高 さ は 、(12+ 8) - 2.5 = 17.5 
答え 17.5cm 


解答 用 紙 の 使い 方 


上 手 に 使え ば ミス を な くす だ け で な く 、 部 分 点 も 狙え ます 。| 点 の 差 で 明暗 が 分 か れる 受験 で 、 す ぐに 使え る テク ニッ ク を 紹介 し ます 。 


1 回 計算 
する ご と に 改行 


ユ . 次 の [ココ に あて は まる 雪 を 入れ な さい 。 


G+ が (5-018*1 訪 刺 


イリ メラ ェ ま 2ce) 
が 2= ニ ZED 


解答 欄 の 単位 を 
確認 


固 中 20193 


式 ご と に 、 単 位 を つけ る 


記述 型 の 学校 の 例 
開成 中 、 麻 布 中 、 武 蔵 中 、 桜 際 
中 、 島 葉 中 、 渋 谷 教 育 学園 渋 
谷中 、 慶 應 義塾 普通 部 、 栄 光 
学園 中 、 灘 中 、 東 大 寺 学園 中 

短 千 悪 の 
渋谷 教育 学園 幕張 中 、 女 子 具 塚 正輝 氏 小野 寺 潤一 氏 
学院 中 、 豊 島岡 女子 学園 中 、 中 学 受験 鉄人 会 入試 対策 室長 。 筑波 大 学 慶應 義塾 大 学 医学 部 6 年 生 。 神奈 川 県 の 
早稲 田 実 業 中 等 部 、 早 稲田 附属 駒場 中 ・ 高 等 学校 慶應 義塾 大 学卒 。 有名 私 立 一 綱 校 を 受験 する 際 に 、 自 ら の 
中 慶應 義塾 中 等 部 、 海 城 東証 1 部 上 場 企業 動 務 後 、 中 学 受験 鉄人 学習 方 法 を 見 直し た こと が 原 体験 と な り 、 

5 N 内 会 の 立ち 上 げに 参画 。 教務 課長 を 経て 、 個別 指導 講師 と し て 受験 指導 を 行っ て い 

中 、 聖 光学 院 中 、 洛 南 中 、 ラ 2018 年 入試 対策 室 室長 に 就任 。 中 学 受験 ” る 。 中学 受験 高校 受験 、 大 学 受験 すべ 
サー ル 中 の 問題 予想 や 分 析 で 定評 が ある 。 て の 指導 経験 が ある 。 


加藤 紀子 一文 sky-and-sun/shutterstock.com(P.79)= 写 真 76 


格 が 近づく 


中 学 受験 生 は 受験 本 番 ま で 残り わずか 。 限 られ た 時 間 で 、 点 を 伸ばす た め に 提案 し た い の が 、 解 答 用 紙 の 使い 方 。 
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記述 型 の 学校 で 使え る テク ニッ ク 
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( 桜 本 中 2015 年 度 ) 


[4| 石 の 図 の よう に 数 を 7 つ 並べ , 続け て 次 の 行 に 折り 返す よう 
に 並べ て いく と ,「10」 は 上 か ら 2 行 上 日 の 左 か ら 5 番 目 に あり ま 
す 。 こ の と き , 次 の 問い に 答え な さい 。 
(1) 上 か ら 15 行 日 の 左 か ら 2 番 日 の 整数 は 何で すか 。 
(2) 1885 は どこ に あり ます か 。 
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(学習 院 文子 中 等 科 2016 年 度 ) 


と りあ え ず 書き 出す 


過去 問 を 解く 際 は 原寸 サイ ズ で 包 刷 


ー 目 で 安心 ! 
「 合 格 イ メー ジ 答 案 」 
を 作っ て みよ う 


本 番 で 持っ て いる 力 を 十分 に 発揮 する た め に 
は 、 合 格 ラ イン を 越え る イメ ー ジ を 明確 に し て お 
く こ と 。 そ の た め に や っ て ほし い の が 、“ 合 格 イ 
メー ジ 人 答案 "の 作成 で す 。 解答 用 紙 と 問題 用 紙 を 
用 意 し て 、" こ れ は 基礎 問題 だ な “最後 まで は 難 
し いけ れ ど 、(1) だ け な ら 解け そう" と いっ た 問題 
を 探し 、 解答 用 紙 の 問題 番号 に 〇 を 付け て いき ま 
し ょ う 。 いま の 段階 で は 解け な く て も 構い ませ ん 。 

合格 ライ ン は 学校 に よっ て 差 が ある も の の 、 大 
抵 7 割 前 後 で す 。 簡単 な も の か ら 順 に 〇 を 付け て 
いき 、7 割 前 後に つが 付い た と ころ で 、 全 体 を 眺 
め て み ま し ょ う 。 〇 が 付い た と ころ が きち ん と 解 
けれ ば 、 合格 で きま す 。 

いく つか 空欄 が あっ て も 、 合 格 ラ イン は クリ ア 
で きる こと が 視覚 的 に わか り ま す 。 子供 は 合格 答 
案 が イメ ー ジ で きる と 、「 へ ぇ 、 こ れ だ け 解 けた ら 
いい の か 」 と 安心 し 、 自 信 に つなが り ま す 。 [解答 
欄 を 全部 埋め る 必要 は な い 」 と いう 意識 に 切り 在 
え 、 計 算 問題 や 各 大 問 の (1) は 確実 に 解く 、 捨 て 
る 問題 を 決め て 見 直し の 時 間 を つく る と いっ た 答 
案 の 方 針 を 立て て お け ば 、 得 点 す る 力 が 安定 し て 
きま す 。 (貝塚 氏 ) 


子供 が これ まで 続け て きた や り 方 を 、 本 番 直前 
に 変え る な ん て 無理 だ と 思っ て いる 方 も いら っ 
し ゃ る か も し れ ま せん 。 まず は 親 が わが 子 の 解答 
用 紙 を 見 て 、 手 を 付け や すそ うな も の か ら 取 り 入 
れ て くだ さい 。 

私 の 指導 の 実感 で は 、 偏 差 値 50 く らい の 子 の 
場合 、 解答 用 紙 の 使い 方 を 工夫 する だ け で 偏差 値 
が 5$ く らい 上 が る こと も 珍し く あ り ま せん 。 

過去 問 を 解く 前 に 、「 何 点 を 目指 す 」「 解 く 順 
番 に 気 を 付け る 」 と いっ た 目標 や 方 針 を 立て る と 
思い ます が 、 そ の 際 に 「 き れい な 字 で 書く 」「 ひ っ 
算 と 式 を 分 ける ] と いっ た 約束 を し て 、 き ちん と 
で きた ら ほ め る と いう 形 が お すす めで す 。 人 間 は 
一 度 に た くさ ん の 習慣 を 身 に 付け る の は 難し い の 
で 一 つ ー つ 、 スモ ー ル ステ ッ プ で や っ て で て み で ヾ 
だ さい 。 (小野 寺 氏 ) 


あと 5 点 を 稼ぐ 
「 テ スト の 見 直し 」 
優先 順位 


テス ト を 見 直す 順番 は 、 計 算 問題 と 1 行 問題 が 
最 優先 。 1 行 問題 と は 問題 文 が 短く 、 標 準 的 な 解 
法 で 解け る 易 し め の 基本 間 題 で す 。 これ ら の 問題 
は 1 問 あたり の 見 直し に 時 間 が か か ら な いか ら で す 。 
計算 問題 は もう一度 解き 直し 、 問 題 用 紙 と 解答 
用 紙 が 別紙 に な っ て いる 場合 は 、 計算 結果 を 片手 
で 、 解 答 欄 を も うぅ 片方 の 手 で 指さし 、 正 し く 書 き 
写せ て いる か 確認 する 癖 を つけ まし ょ う 。 

次 に 見 直す べき は 1 行 問題 で す 。 各 大 問 の (1) 
も 単純 な 計算 問題 で も わる こと が 多い の で 、 優 先 的 
に 見 直し まし ょ う 。 自 信 の な い 問 題 は その 後 で す 。 

見 直し で ミス が 見 つか っ た 際 は 、 慌 て て 正しい 
式 や 答え まで 消し て し まわ な いよ うに 。 細か い 箇 
所 を 消す 角 の と が っ た 消し ゴム と 、 広 い 範囲 を 消 
す 丸 く な っ た 消し ゴム の 2 種類 を 用 意 し て お く の 
が お すす めで す 。 (貝塚 氏 ) 
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- 福島 県 喜多 方 市 の 小学 校 全 17 校 に は 、「 農 業 科 」 の 授業 が ある 。2007 年 度 に 特区 と し て 開始 し て 13 年 目 。 
9 子供 た ち は 何 を 学ん だ の か 。 東 日 本 大 震 災 の 辛酸 を 経て 続い て いる の は な ぜ か 。 
農業 科 作 文 コン ター ル で 入賞 し た 4 人 に 会 い に 、 収 穫 作 業 に 追わ れる 学校 を 訪ね た 。 
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業 科 授業 の 様子 。 (P89 上 右 ) 今春 の 
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つり ろり) ロゴ さか りさ か の 年 や 玉 家 午 
S 壮 "TRG 人 る で ロ 和 っ つつ NinS3T nw 
回ら 6 へ ポン リロ" 路 っ 宮守 全 富 攻 の SH 


くつ 年 らち らら し ネー で キ S 宮 人 つ 要 
っ し 畿 っ 39 人 SGS ら 装 叫 S 才 補 っ 


加 理 忠 換 選民 世 半紙 1 る 直己 G 据 


電 選 て Se 悪 詩 証 正 雲 じ ざり - つ 7 
選 尿 王 尽 G 千 社 革 や りや 表 連 演 
会 近 yeee 守 8/ 究 人 る Q ぐ S 員 還 会 暫 で 
由 革 さく 症 立 せ 連 格 己 章 で 7 で 叶 詩 
くい 悪戦 証 悪 澤 号 総 7 


投入 座 環 ば 宮 で を 人 宮寺 ら り 心 幼 つ お ? 
「 寺 を RS くま の 9 束 で お 党 総 せ 
の 時 計り 拒 り 次 否 S 水 を ぐら りつ 
人 S や 送還 3 忌 人 S り や つ お ? 細 
全 全 ロン 計 全 公記 や さろ 全音 
つっ 9 やっ 7 押 全 脱 較 G 求 oo シコ 
mG 留 書 上 K 玉 ロン し 穴 つ 人 で る 
| 

拍 慌 G 志 き ^ 措 組 っ で や や 本 で 人 7 
回 款 つり 諾 め 舞 ご 底 或 2 全 衝 ロン ピ 
宰 OR" 下 23 蘭 を っ 全 る つ 知 
で 人 ン 0 ン 8 会 +n329 
Q ら ーe 千 抽 G 臣 呈 そ 邊 宮中 半 証 
症 抽 nA ヘー ミ や 所 脱 き の 言 計 し 束 
史 考 中 乱 つ お " 悦 量 「 符 和 S や っ や 
ン 」S^ ぐつ 愉 訪 asse" 

「「 和 や っ セン 雷 S^ 定 迫 先史 超 く で 


尾 箱 ロ 富 とっ ポ ン SG3^ 


屯 も 赴 球 め 十 で り 捉 上 べら 超 yo りつ 
9] り S 悪 半 定 羽 ぐ 中 で SW 球 公 
運 ン さぐり で っ wm7 2 会 ぐ 7 鹿 8] 
半 で で 電 症 票 称 折り つね ]」 

で 叶 G 把 税 己 7 悦 加 下 由 線 移 
SnWR や 当 人 SG 公称 記 っ ね" 

「4rs も せき の も 拍 示 雪 つの 全 会 
握り 2 の) 知ら ポン 守っ 思っ 
や や 7 選 の 由 宗 和 め 析 り し さり " 選 松 
iRSNIIIES3 バ YE ま 放 mi いい 
雪 く yo りつ GS 人 人 滞 逢 セン ポ 尋 で 
wm ン 拒 い 
つい 守 つ ろ つ ^ 窟 居 突 て 近 りり っ 中 7 
半 東 つい 会 へ 丹 志 め つり "超々 さい 
っ Netot い DS で 玉 全 びら セ 」 

が 征 直 時 会 ポン 所 静 鶴 丹 " 
WW で 由記 四 め 人 お 旧 。 赴 団 く ぐ 留 
家 ぐ 皮革 芯 つ Op 超 そつ の 8 
りつ めも ^ 瓶 表 ささ 「 導 打 S 和 っ ゼン 」 
だ UECETGYS 

抽 拉 GNK で mm ロ 7 走 玩 め 装 豆 拭 
合わ の で ント つの 宗 敬 つつ 選民 結 人 る 
妃 ポ さっ へ ロ 玩 下 ぐ 還 理 的 で es 個 ym 
つ 和 se その 計 王 的 稚 の 27 awG 
ご で っ し 写 ン の” 所 税 り 心太 純 つ お 7 
「 さ で 会 応 東 8 人 Sa へら ろ つ 昭信 計 
ン リ mp 幅 拓 人 を め つ ろ つ の 全 )wGt 
あたり UL だら に 0ketx だ 5 で | 

可 形 と 下層 選 次 ココ つい 講 ご 唱 ・ 求 
急 守 避 り 訪 雷 ve 提 村 宮 押 
っ 証 屋 喧 超 く om BS で つら 愉 5 
「 選 っ ミ 決 人 る で 計 才 愛さ ン 紀 So 
つい 避 胃 つら っ ぷ つ 会 還 べ も 症 加 
移 拒 りり さり 7 所 回 中 で S 組 っ 宣 ン 


し 明信 つい リロ ms つつ お? 
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コー お 丈 窒 琵 Ryo で 騰 ぐ で 
8 牟 ね お っ や ゃ で 」 

晶 枝 3*Q つ 7 所 角 S 條 回 G 症 選 ぐ 
所 肖 叶 mp 年 揚 選 和 処 わろ H 
QA ヘ ペー ミ G 記 中 章 培 的 基 人 る ぐ つ 
や つ し うろ つ っ 人 TI 
「 押 導入 や 考 守 め っ ね ね ろり 反 皿 合い 
っ 8GS ズ 演 や op 式 中 ③ べ い ロ ポ 公 
つき マン Sa6 つ 選 且 | ( 沙 金 宇 ) 


症 昧 め 析 りり つも べ きい 避 欠 わ ^ 


we り -OP se で 誠二 以 ロ つ 登り 斉 
所 つ し 生 恒 %SQ り つめ ^ 提 近 会 窒 路 
つり っ で 避 吾 電 会 コン で 会 


呈 財閥 上 る 外宮 所 杉 


で ここ TN に 者 ここ (に) 
守 公 ぐ S 宗 思 長 つの” 臣 選 くく 填 光 せ や 
NK 地 wepss ン 誕 肖 % や 械 り セリ 
悩 弁 [ 症 型 め 析 りり 往 つ K 設 」 コ 
っ 避 邊 入ら ^ 副 半 定 編 遇 補 で お 下る 
SHS 謀 誤 季 き " 直 概 S 代 や 
起 つ し ン で で " 

EN に ES も づい くだ 2 マコ 
心 生得 つ へ 全 の つつ ゃ 表示 ち つ お 7 Ap 
で る で 和訳 つ し 症 球 御 り ソ ン で で 
べ を ^ 抱 症 弄り p 鈴 者 拘 つ し 超々 
に この こり ーー こく 
ト こ ドル 3 症 ま く か る の いこ に 2 まい い YY (0) 
つつ で 全 つ つり 販 


rna6 つ 2 | 


の 呈 や 6 秘 了 ぐ 示 や すさ 告 も @ 表 還 
正光 穫 己 折 び 人 全 "迷走 へ ぐ 折 
守 会 豆 ピ つま さい 尽 登り ^ 民 r く 由宇 倒 
僅 GO お " 「 寺 幸 」 コン SS や 
会 窟 寺 べき 人 Svo* 

応 ン SKー ミ ペー ロ 下 つ 幅 拉 会 礁 
りー た で つい 親 や 必 江 りら せき さっ“ 
で 交 字 款 つり 年 りら 2 っ @ く SS 赴 
下品 六 組 や *o つ 7 所 代 つ 超 志 想 宮 鍛 
者 G 居 墓 忌 倒 ヨ *@ つ いひ ロ SS? り 
SS さい utekKKACrinui YS 
ター ル Ap” 秦 店 引く om ロ 
守っ % つ お | ( 実 く ) 

部 や 尽く SS 貴人 ぶ 遇 者 戦 悪 
人 K” Sr く S 作 "中 持 全 芝 を 存 採 ぐ 
揚 め 選 や psp で で pse On" 症 層 
Po SS を SS eneprS で 応 層 つ 
宣 鐘 ]」 ロ いろ し で 尿 記 や 晶 で いっ xe 公 7 
で も 球 有 つ RS や の 鶴 く 守る つね " 
「 の っ や を で 公記 S 症 以 め 訪 で も 
TSS^ 畔 ぐり っ 8 所 じき ペーKy」 で の? 
WS 中 完 S「 雪 中 補 で 1 で 家人 じ 
ン で つね ち 7 局 思 つつ 

の 計 3/ 360SaT を SS ポート へ 
S 拍 op ぐっ mmSTNNA ネ ペー も 衛 
りり い SS で Kー ベ ミー め 誠 CopGt 
所 交会 人 つ 人 提 っ つ 合 で つ っ 愉 " 

注 せ 法 天 全 の 思 いら で 肝 半 ぐ KK 
記 史生 嶺 つり 逐 注 倒 知 % で 。 窟 ぶせ 
に coXSY ニ で っ CN に CET も だ こく 

箇 N 王 き ^ 寺 鹿 る ぐる 邊 肝 可 立 
直史” 斉 較 尽 G 悪 半 癌 折半 鐘 ( 現 党員 
迄 G 誤 志和 め 互 喧 ” 賞 年 全 圏 介 つり ^ 
下條 較 連 や 朝岡 | 越 G 愉 枝 史 晶 宗 娠 


緊 記 ye 撃 玩 光 掛 章 凶 塞 舞 G | 
回 ) つつ い 要 広 ” 守 喧 臣 半 る そ 鑑 鶴 ぐ 
4 口 癒 ちら "時 本 内 並 証 G 孔 壌 拓 癌 和民 
っ ^ ※※ を 密 村 祥 0G 穴 電 人 る 堂 紀 や 
悪人 SOG 詞 港 つ 悦 総 知 軸 ち 宮 倒 
ぐだ で りん vo? 


「 悪 涯 入 や ” 悪 澤 り 
宮代 注 

撤 羽 慌 王 ぐる そ 穫 窒 悪 溢 恋 ぐ 過 心 吉 
半 8^ 親 並 G 提 失 的 世 嘱 ぐ 神 男 合 
翌 で る 8? 財 電 息 邊 提 G 王 定 間 中 公民 
性 案 頑 涯 つ だ 7「 千 由 ph AN ロー 
ー 拓 問 忌 や で 07 由 惑 お 選 ロ 問 
nessee 詳 さ の 加 燕 ③ 民 会 表記 」 
っ 心 弓 舞 ら 内 選 叫 倒 身 疲 拘 羽 や 
そ 赴 宮 宮 澤 息 時 つり 下 惑 弥 近 りつ 
応 更 連 ny il ト で で や ン ム 史 牧 丁 つね ? 

攻 浴 8 時 や 式 中 や 王 下 「 装 想 定 
由 押 倒 慈 ve 由 福 し G 撤 釧 ] ぬ ホ ー ド ロ 
記 定 つ 角 " 臣 号 ぐる 鑑 宗 欄 昧 恋 り い 
っ Po 太 っ” 還 斑 くい も 詞 太 ロ つ いっ 

王 定 WS 記 衝 も ^「 対 weR」B で 
守 全 1OG 層 導 生玉 "人 る ぐ 軍 
ねら 。 時 つく りら ろ や や mNQO 委 半 
SmP 科 各 計 で 肛 全 宮 畠 
麗 つ ー ペ つ 密 で ウス ン RST 芋 下 
会 で SS 尽 紀和 近 勧 つ RS 全 / 悪 
漂 握 須 財 の SG 所 作っ 2 で ね つら? 

「 軍 拉 ぬ めい ン TS 軍 構 め 拒 りお 
つり っ ve 店 惑 お ぐ 8 宗 応 ン ” 東 
簿 生 1 で 0G 翌 R で O 震 woe 会 
人 S の 6 生 | ( 王 定 ) 
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WW 守 全 下 G「 差 さっ 吉 ぐ 押 ぐ 会 
に [GIIEK で YE こる 2 の 
1 SR る 時 り 7 神 思 世 問 所 隔 中 K 


6 赴 交 補 械 職 り "る そ 填 伺 聴 漂 謀 逢 


0 近江 時 ( 団 震 演 戦 工 悪 澤 問 政 
護 )8^ 親 並 紀 Gtm 選 職員 で 9 
「 回 理 忠 ぐ 型 世 ぐる 釧 宮 ち xp 悪 症 
G 守 宮 喝 災 き だ で で っ ぷ つ お お" つ 
全 つ ” る 釧 据 聴音 剤 RS 「 惑 
半 め 装 代 』 つ 中 暑 天 人 る で 破 居 嘱 で" 困 
舞 @ 秋 人 き や Q の 判 震 及 " 坦 4 組 ぐ 折 富 
和 凹 局 り 消 選 で お yo さら つ 尺 」 

WS で で 8 紙 人 る 所 鐘 を 還 く 全能 で 
癌 東和 を 所 りお 赴 玩 を 杏 く ぐ 留 境 
4 ぐ S 午 半 証 収 回 陣中 措 く S 常 


据 ロ oOSS 全 Ps? 

り G 記 へ 選 さ せつ いり 忠 べ ぐ 選 繋 や 
ご 時 の 選 G 畠 上 攻 式 肖 補 つの" 加 下 総 | 
思 意 S 壁 意 迫 党 の の 7 渦 虹 せ 中 や " 

「 親 並 3 『T 時 8 弧 的 羽 や 来 十 で ロ 
2G 人 Sr] つっ りつ 会 届 " 半 編 称 
S% つ 7 層 詩 証 宇 ぐ 下 で 8 の 7 選 
束 避 咽 SO 麹 | 起 桂 つり" 四 S 己 寺 
S 接 還 で ロ で 2o り っ つ 史 和 飛 
ne 十 半 め 現 極 選 や % つ ゼ 」 

に トニ っ で まさ に た ビニ に 0 
で や っ ve 突 天 倒 所 を で さっ 民 
等 放っ] つら 韻 居 会 祝 ww%0 つ 2 で や " 

選 束 " そ 穫 党 惑 半 記 | 型 や 王 据 


SQ り aS ン 。 思 時 四 和 還 WP eS 


Ji 
1 
LlrE9 っ 】 


Eu ルコ こさ こぐ さこ 9 を に 


半 お 全球 や で 還 拓 つっ 富 倒 人 S 


で や り っ つ 8 写 麺 さら“ 
「 パ へ っ 定 4GSS 
Fm いこ さこ プア) ソバ くに 3 邊 


週 て 直人 朋 全 人 So 翌 賀 上 3 
※S 媒 症 味 婁 ye [oN さり 宗 い 人 
Sse? 田淵 <S 迄 ^ 忘 くり っ つ 史 宰 へ で 
こむ 是 難民 と や 払 ン PS や 下 補 や 
8 肝 閑 直ぐ 蝶 閑 り p 居 誠 唄 で も っ ye 
(中 到 錦 回 )? 

忌 そ S 王 剖 電 ( 尿 ら 守 ) 3 で 叶 語 


ミ も 避 澤 定紋 届 RoGST 

「 如 半 り 8 と 公 | 昌 衝 り っ S 交 の 明 で 
や りつ 3 くう くら 球 べら ゃ " ( 王 裕 ) 
軒 め 湯 <Q 決 り 罰 会 っ 移 昔 さり りつ 
で し [GO つづ さら で で つき さら] つ 
1 他 っ 全 で 所 G 宣 へ 約 邊 りり 豆 字 が つ 
や | ( 生 徹 で っ 慰 芝 ) 

尿 掴 誤 キ べく GS 区 ※ ( 豆 沿 内 型 党 中 ) 


で an つつ ね 思惑 8 白 
ぷ へ” 軒 受 へ 時 心 会 肖 つ と 宮 
かめ ゃ ? 具 へ G 藤 誤 己 析 っ 介 己 ら 8 
「 朱 苦 ロ ゃ 竣 た さっ 半 局 で や 粒 きび 
いき つっ 」 や の 。 肖 つ ロン で で " 

1 RS 紀 装 皿 ( 恨 6 計 ) き AS 
全球 票 ] つっ 必 十 移ら 写 守 弄 悪 


絶 聞 史 WM つ お " 


緒言 で 全 の 生計 め 拒 りお る 因 の 所 っ 
記 活 辿る 慰 党 し ー ズ 決 ぐ つ S 握 卸 下 
コロ 思 人 で だ りつ 7 赴 昼 郊 と PS っ 07 反 
尿 会 和 っ 中 案 称 所 で 人 る で 性 財 史 中 
計 や っ ^ 中 表 呈 ぐ 全 還 "下村 り 
守 間 他 0 リ ウン で だ りつ の 計 で の yns 
つ 信 っ x9T 
「『 赤 時 ぐ 殿 寺 上 モ 」 約 椅 つ いり" こさ 
っ 詞 4 め いて vo お 全 。 語 yo 名 oe 
りつ 会 JSQ りつ つ Km つ 」 

SGY そ Co) ぴい 
各 夫 せり 8mRe る [へ つっ 誠 
ぐだ お る S り 7 反 人 全品 お ys 直り か 
も 展 つ し っ ぃ e? 

つり で 人 SAwSmRS っ op ぐ 避 居 で 
た 國 互 め 記 ン の 弥 公 熟 で と り 計 
っ ? 庄 放 さ 口 史 還 と 想 つ だ we 居 加 
入 は 届 り 人 S" ン の 訟 人 る つ 守 会 で 
撤 家 己 和 ロン SGIS 全 wwG ロ 
倒 宮 会 宮 全 陳 合 ら っ …… 

選民 さて 部 定 史 投 ^ 拒 寺 中 や 代 器 
吉 べ さっ 避 拉 衣 つ い 記 へ 志 ぐ りら っ:0 り 
つ 称 且 シン の 。 人 ト 押 8 家 つり ン で お" 


「 世 も ふ 直 ぐり 社 和 4 医 全 避 弟 で 


a り [人 へ 会 つ 中 つつ 
っ が や 

WS 只野 0 で 鈴 者 居間 
we 紀 剛 yo で SG 民 天 ちや 6 で の 
つ 建 詳 や yo の 。 窟 ※ せ ロ 1R め そ 衝 ン 8 
JO 向っ と 


Do 
4 


密 呈 ^ 志 計 G 持 村 骨 息 め つ ^ 美衣 
会 「 吾 S 括 庄 世 で 」S 吾 編 己 困 T 尉 


リン On 守ら ピン 
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た ち 。 


た 


農業 科 授 業 用 T シ ャ ツ 


上 
や 
如 
志 
南 
@$ 
傘 
| 
p 


コレ クシ ョ ン 。 ( 左 ) 熱塩 加納 
町 の 地場 野菜 か ん どう か ぼ ち 


熱塩 小 の 先生 た ち が 毎 年 作っ 
ゃ を 持つ 瓜生 駒子 。 


( 右 下 ) 乾燥 させ た サヤ か ら 小 
豆 を 取り 出す 。 (中 央 上 ) 小豆 
の 茎 か ら サ ヤ を も ぐ 。 (中 央 下 ) 
て いる 、 


の 収穫 作業 を 終え た 児童 


吾 己 芝 で り p。 wG 弥 を 
思 やや つっ 3 で ね つろ 愉 ” 

「 人 りゃ ww で SS 添 題 品 門 や 中 つつ を 
さっ や ゃ やつ" や っ p 畠 理 wwS 衣 中 人 
党 ロ だ で SS で 7 ー 半 刊 の て く ト ロリ で 
ピン の "を め つ て ン 衣 完全 の 昌 ビン 
つや 7 所 隊 選 幸人 で sp 「 紀 由 めで 
皿 ぐ SG 拘 記 へ の? 居 貞 いひ ウン で っ 
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全 で 尺 捉 NS 祝 で 人 る や ウン で や 
りつ 身 考 つり っ | ( 塚 也 めで) 

記 駅 % ぐ せる 凸 手 G 七 福 半 く 宮 
や りく ーー ペー と @ 御 衣装 下 合っ 全 
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そめ っ 守 せ 宮 * や りつ 8- つ SSD*S ン 
と つけ 旨 楓 人 as つく 

選 胡 ぐり +e つ "訳詞 的 くき る 
めき 膨 人 Qi TH iT つい 玩 祥 の つつ きっ 
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時 測 巡 居 へ 思 半 会 細 で RT 宮澤 8 
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りつ 2 っ S り つり 論外 や ye 宜 
会 用 Ws つね 7 as らら 年 定 の 羽 詩 
ロ 皇 4848 全 や や 。 ao で uvG 殿 
衝 で り つ 全 P 衝 ね 還っ ae 生 " No 
守 計 GS 時 放 も 把 夫 国 麗 約 次 人 る お りつ 
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開成 高校 卒業 、 東 京 大 学 
医学 部 に 在学 中 は 
代 に は 第 32 回 全国 高等 学 
校 ク イズ 選手 権 に 出場 し 
優勝 。 著書 に 『 東 大 No.|I 
頭脳 が 教え る 頭 を 鍛え る 
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央 NIS 衣 演 we (GO g5 き っ 当 
て eo 選 層 生 才 へ R88 8 と 
Q あむ い を ー 
EN まま を すす ルレ sg88 | 
く KD 議 て 3 由 大 
ミ け 着 男 n 語 電 宮 和 呈 
四 ) 時 を AS 各区 0 EE 
4 選 き 人 ト ら さ お ゴ 
当 る 品 RI SE ー 
[8 8 ざさ AN ふつ 
に 3 民 ホ で 1 へ 了 陳 る 
の 3 co PINm て WW 績 ご に 
の ここ 
や S 。 詳 還 識 。 
凶 58 1SS ゅ Ni 
Mu 記 く 六 じき で 
s 近 つつ Am 
に まま 
晶紀 湖 ふ 員 3 
計量 。 り 
て 紹 レ て W 臣 
IN 到 < 押 っ 十 
当 ロ こっ し 困 
ら SHIG 元 で 
E 炒 く 思 作詞 
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三 撮 影 


科 水 豚 (パン カラ ーPN699) 


に 、 ( の 拒 人 姜 | 只 ws 
1 0 窟 G 給 郊 選 会 し 急 衝 鑑 提 会 早 餅 yo 
疫 で 3 ] 放 [ KNSSENY EYE 


乱 弓 拘り つ G 革 つめ 約 移 。 旨 店 惑 お 史 固 蛋 東 や リン で yo? 全く で pokeTNINA ペ ネー 

る る 直幸 G 政 人 人 ① 間 ロリ G 攻 史明 富 り つり ^ K べ っ 財部 NS や ヘー つ W6 YO6 
いつ っ? 倒 へ へ KEKG 宰 選 ち ゃ っ で っ INA 気 多 隊 宮 So” 式 居 晶 で 
り G 必 8 そ 吉 着 環 御 時 人 る で スー きり つら で ろ ゆ < 紀 会 ら で うく wt ア の つり けり 届 細っ りか 67 芝 移 
7 作 半 や 抄 つ SS 遇 SO OSSS り 会 肖 肖 SOS A: 1 人 S 守 門人 で P2o つ nw 
3 瓶 妥 の 判 室 G せ も 誠 し 2ne5 中 柏 CSN テ KK3HOT 生 科 v も 僅 ロ paJso の 午 中 くら ら く 
地位 人 K 天 0S 羽 虹 誠 康 憶 。 生 ーmwS 由 壮 つ コイ さり っ" マ た お 男 和 を 選 会 彫 ぐ や mm 選 % ら 腸 団 公 
恋 つ を や っ 公 / 並 皿 G 守 ⑱33 中 款 さ 硫 公 類 mtnG 将 や 麺 で ・ 5 ino ン e3 生 も 坪 全 講和 
ね NB 書 巧 つ 全 ね っ? の G 笛 人 き 親 お る 拓 補 の つろ りつ 公 。 玩 壮 ら が 6 心 缶 つ ロ ン ン 会 更 店 剖 つ | 基 


NNN キー キキ no 王 や 癌 下 。 艇 SW り DSSS り / 財 m eS 団 肖 つ ぶ % 和 や? 「 避 失 全 一 人 中 へ ] 
@ ポ 忘 和 め を ご 正幸 4WGYSve 々 mm 知り つき 選 選 we も を で po りつ の? 舞 0 SS さこ 
当選 き べ 半 も 豆 叶 公称 窒 下 お 人 < QS め セ “ 
8 に 下 S3" 中 選 ロ に 鹿 つ ゃ 、 N 由 柏 じき [商議 つ 」" 48HhoS 
押 G 窒 仙人 で で 補 癌 合 りつ" 憎 科 : y G 悪 幸 ぐ モロ 詞 で いっ Hp 
に 宙 つ きち で 38 喜 震 p 裳 つ 親 vo | 7 可 つ いい 革 や | 据 り 早 や 人 上 湖 つっ 


りつ" 過 圭 つ り 客 合 生 /、 SW 由 甘 全 時 り 誤 党 の 揚 で 
-orwn リ つや 由 壮 守り 捉 人 ず の り 生 翌 全 人 SQS 半 。 店 G 注 
S 所 旧 還 身 紀 人 SeG ロロ 2 2 で SS 憶 て の 半 い 7 
足り 由宇 人 る し で 人 や 
店 壮 全 を や お ろり 9 下 季 へ 
公 で 斉 愉 も 缶 較 や ye 主 全 と で 
シン ぐ 拒 *s 和 や" 由 部 会 器 蟹 や *@ 
人 SG「 合 電 半 」 称 藤 全 の ン 人 S 
や *Q り つめ 7 所 肖 つ 6 居 全長 裂 ち 
ES 


こい 


デ 
か し 


ライ フネ ッ ト 生 命 
土 の 入 っ た プラ ンタ ー 
ソニ ー コ ン 
『 脳 と クオ リア 
心 が 生 まれ る の 


ー タ サイ エン ス 研 究 


ヒ ャ エル ・ エ ン 
岩波 書店 1700 円 


た い 


を 読破 し た 無類 の 読書 家 
と し て 知ら れる 。『 哲 学 と 
宗教 全 史 』( ダ イヤ モン 
ド 社 )、『 全 世界 史 (上 ・ 下 )』 
(新潮 文庫 ) な ど 著 書 多 


ど と 著書 多数 。 


立命 館 アジ ア 太 平 洋 大 学 


学長 、 


ピュ 
所 シニア リサ ー チ ャ ー。 


著書 に 『5 歳 まで に や っ て 
本 当 0! 


保険 創業 者 。 | 万 冊 以 上 
脳 科学 者 

お き 

脳 の 育て 方 』( 日 本 実業 
出版 社 )、 

な ぜ 脳 に 

か 』 (講談 社 学術 文庫 ) な 
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3 


祝 悩 ゃ < 


遇 時 ルル 全 で 会 由 ど 室 9 


志 愉 


了 
NON 


NOS 


口 赴 宮 宮下 時 祭 を ヨ を 昌 
SG 洋 選 下り G 喘 電 S 
人 で 人 S っ 会 地 坦 りや 9 玩 党 


や 
NN 


癌 ロ 


忌 っ 選 


= 


Q 
選 


で やめ や ね っ 泉 医 ” 邊 境 % 


置き 羽 っ の 至っ が 再 会 


中 で や で 


及 党 知 堤 尺 幸 人 る お 店 到 お 選 ” 妥 
G ぐ 赴 昌 り QNoTNNKX ふ かさ 
暑 幼 し" 閉 際 人 KG 祝 壮 選 め 尿 ^ 
wo で G 稔 咽 G 連 晶 を 門前 史紀 
6 つね 9)@ 閉 下 係 右 S 虫 や 
吉 計 閉じ いり 同和 交 敵 りり 所 窒 め や 7 
入 で と ミ や 守恒 りつ 会 
や? 抽 だら 閉 醒 来 圧 ぬ 症 で 
いつ っ や " 


の 


械 人 SS 


っ っ 2S 全 ^ 


25Dm を で 


補 全 宮 全 誠 つ 


っ つり や や 6S" 記 p 環 填補 や 


舞 


だ 相 臣 め つ いっ 2Q つ りや ゃ 人 


導 球 可 pee7 引 襲 め pve7 


いで 史 豆 水 己 家 字 の つ っ 愉 りつ 


% 


に と そり 
に 


も 


出演 し 、 女 性 の カラ ダ の 
悩み 、 妊 娠 ・ 出 産 な ど 


産婦 人 科 医 。 医師 の 仕事 
の ほか に 、 メ ディ ア [ 
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つい て 啓発 活動 を 行っ て 


る 。 産婦 人 科 医 ママ の 

娠 ・ 出 産 パ ー フ ェクト 
BOOK』 (内 外出 版 社 ) な ど 
著書 多数 。 


い 


妊 


*w つ 


1 


太陽 系 モデ ルキ ッ ト 
新 日 本 通商 2250 円 


Us 誠 守 NN さや ヘー つっ 
本 っ am くべ 8 弘和 
Po で sp 衣 全 時 て リー つ 全 で 全 
っ no 会 や ら ゃ " 

由 到 芽 四 G 敵 め 衝 守ら 告ぐ 贅 ン 
つ %" 前 倒 須 いら 2xG3" 規 


〇 Gー( 〇 の の O や 
ケ み 


還 上 さ で P っ が mP aw つり K 
へ 和 人 で へ INKN 史 還 量 つぶ や 
加 間 時 庄 称 着 つ いり 誠 りつ っ 
* 生 会 FlexiSpotSK ふ へ 全て 
ShKNSSS 明記 も 軍 約 人 八 S 
ぐ で SS\ 窒 嘱 家 S 由 部 り p 団 定 
も つき 7 国選 は Xiser 害 GS K 貞 人 
ミー (Xiser Commercial Mini 
Stairmaster) 史 股 So KK へ 
も p" K ト ホス ベー 史紀 め の 作る 
時 誰 全 Pe ム 人 K く 時 誰 め 生 
* 民 つの トミ さ N ト 謀 つ っ 心 社 代 公 皇 
と 氏 全 NNNK つ ^ 恒 王 会 写 
3sQ ぐ や" 

朋 舞 交 敵 se りつ も ^ 笛 吉 上 
SS evS 由 ぐ で 地 会 一 人 る 
Xe も つや nH 時 会 記 秩 G 炒 
つめ 移 庫 ウロン で や 6 い ロ 悪 る 
つい し を っ お っ ぐ やや ( 絡 ) 回 


9 万 8000 円 一 
・ 読書 家 。 
『 最 
『 最 短 の 時 
に 入れ る 超 効 


壁 一 面 の 本 棚 
マル ゲリー タ 奥行 250mm 4 サイ ズ 
の パフ ォ ー マ ンス を 実現 する 超 
健康 法 』(PHP 研 究 所 ) 、 


近 は 動画 講演 の 依頼 が 多い 。 
間 で 最大 の 成果 を 手 ! 


率 勉強 法 』 (学研 プラ ス ) な ど 著 書 


作家 ・ 生 主 (生放送 主 ) 
多数 。 
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最 
高 
高 


ベ 宮 に 直 を と てく ヘー 公 回 へ ジン で G 交 

エ ぎ っ 有吉 る RAKD 浸 記 圭 り 肖 wt" 

革 較 で 会 押 り を いっ xG の っ 7 

つい 党 で 豆 宮 台 赴 年 架 ぐ 間 羽 要 で つが 


一 写真 
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この 冬 、 
イン フル エン ザ に 
_ 絶対 、 還 い 


氏 会 下 穫 革 外壁 中 三 賠 志 由 0 
で ( 思 S) 全く 編 価 所 家 りつ で 倒 
SSS^ 台 忘 四 つっ 半 更衣 叶 " 呈 須 


っ m 全 っ 応 持 宜 GLK ふ 交 世 つ 物 
列 さ りつ 8 全 慰 補 全 て ANSHA 手 会 
坦 だ や で り G 癖 寮 ” 三 回 めぐ 会 午 り 短 


級 半 つ QGSLKSG 王 っ RT ね? 

「 視 組 垢 ぐ SLK 会 壌 根 め さじ っ 生 
全 。 oSSK へ sp7 回 つっ 得 っ 羽 
め つ きち や で SS AN ミ SHA 后 ③ 他 守 せ 
も 6 で TS 一 や SKK や ンー 


に 如 尽 GT KN 史 虹 い リコ | 表 陸 で 
玉 細っ 着色 や 全 トド K べ や 


Se ここ で は ここ YS1SN こ 
*」 

回 つ > ル KSS 押 で 所 き が s 生 幅 
つっ まお て K 員 る 全 ぐ 揚 wexe? 
敬 必 つい 人 S 
こい すい:kot こ 細 
て K 全 人 全 ロン っ 識 む 3" 革 ぐち 
密 ぐ 二葉 の 器 ぐち 密 G 写 府 め 己 も 圭 

ne 状 全 人 Sowem 

* ゃ て K 全 症 
三 回 % ぐ くり で 浮 要 GS 選 選 史家 
2 で 全 思っ の っ 人 T 


「 胡 記 合わ ち 選 計っ の ロン 


ぼ 麺 


尽 中 ぶ 革 也 


上 GI 


1 要 叶 基 攻 折半 列 ひ ETG 寿 群 有 租 剛 選 いと へ ペー ルレ へ ロ 針 さじ" 介 時 GWSTAN さ 忌 で " 較 時 所 < ぐ 各 束 ) つ 刀 ろ 一 


ル K ふ S ぐ 所 居 3 
寺 い IP95K ペ 一 


当ら w の 宗 玩 札 選 会 


守家 ご 


尽 で 所 で 
層 細 


唱 半 


仮名 ) 


川西 涼子 さん ( 


編 


邊 時 


「 ト ュ ネーム 乱 下 っ り 器 つ 人 S り 交 択 
机 人 愉 の 愉 提 セイ ンー ロ 定 
届い いり 人 汐 り 和 所 つり 2 べべ 環 会 6 
や 全 SS で 8 角 下 会 じゃ 由記 窒 器 
会 邊 忌 じ つぶ ろか] 

国 量 さぶ も SG 聞 押 人” 誠 扱 ビル K 
SS 拉 屋 史 講 ぶ 守っ りつ" 
「SANSHA 邊 半音 水 茨 を 癌 選 り 
に つい や 
品 を ロロ 全 全 の きっ の 中 加悦 喧 ロ 泡 シ 
GS Cs KG 所 守 3 窟 
ぐふ で ミ K ベ 公記 舞 つ し っ ぃ 6 世 議 庄 人 
SeS も やや? 下 387 応 当 征 己 押 ち 
ル KN ロ 8 晶 で きらり っ KA 
YeEti1=REY YNK 
いし 応 や りつ | 製 応 つ LKS 久 写 
正答 雪 つっ や 乱舞 や *o りつ 和 民 
"年季 WS KN め 斑 や や っ が つ 
"SS 曳 演 写 提 むり 2 の ル K や 
S 因 も 捉 公 操り -Jsp9 KN 会 
時 @ 京 や さい し 8 導 飛 畠 要 会 
ぐ " 理 例 へ トーSeoG 史 遇 る wm つ お 」 


| 補 司 拓 べ 加 各 基 科 GRG エロ 「yKNG 束 や 朋 拓 訂 」 
Hf@ 卒 想 ひ くも つ 昌 ヤ コ 字 W い ンー" 可 還 G や 惑 G | 日 ロ 拓 
リズ れつ 民 W 喉 G 構 モ で 一 捕 に ロ 着 じじ" 春 橋 され つ 暫 提 G 
壁 W 給 "ウー5 一 中 半 皿 YNK" 己 ・pーS・m5 一 そる SS お YNKT SS 
ー ミ ・ の 5 一 0 お YK ミミ ゴー お TKYS で し っ n0Y 


山田 清 機 一 文 市 来 朋 久 (川西 さん 、 小 林 さ ん )、 梅 田 佳 澄 ( 上 利 さん )、 森 本 真哉 (池田 さん ) 撮 影 106 


守 SG 日 四 人 8 弄 理 " 敵 
⑳ 赴 SGQAHSP まう ペー 店 
眼 MKS4NhYO 科 全 で 和 臣 邊 人 
本 合 お つろ 


「 装 w で 人 る さそ 赴 記 時 直 の 7 


っ で の 志 早 ” 衣 家 移 量 りつ っ が つ 9 


導 ロ る の ー す G 韻 せ 宗 忌 R 公 濾 忌 じ っ 
SSS renTNINK セ 潮 避 人 る る や 
つら "に 懇 己 苦い っ 吉 8 揚 (⑤ き 
へ へ 幅 硫 ) 会 獄 で 由 つ っ 心 膨 朋 や 
つ 刀 」 

二 定 めで 所 倖 会 区 て 友 遇 会 に 
伝 避 旧 居 全 揚 買 つ 震 人 S@ ヨ 世 結 る で 講 
記 倒 隔 ン き "ロン ye” 

「 物 串 ぐ 届 曜 ぐふ か で ミ Ko で へ NSH 
へ 邊 か や S Ke 電 NK 会 補 札 つ レ ン 
や 失 球 会 名 ン で の em oeQD 斉 喜 
0 し 前 G 放 独 る 斉 っ お 和 癌 ロ さ へ 
も 会 私 eS K 室 剖 己 所 所 つ を や 
ン S ら 堆 球 myeS や キ " 層 天天 
>p 剖 っ p 喘 いる 朱 演 So の つか で S KS 
際 革 つぶ mp" 了 本 会 叶 ie の 嘆 衰 全 二 会 
QS や も HK 王 移 外 玩 つり 2 か で ミ 
K3 下 ら o 蛋 居 扶 尿 じ に 更 や や で の っ 
で で いっ 

環 豚 ww で 0 瑞 飲 で や RY ル K 
ゃ ふせ 四 へ 全 で ぐ 守 洋 扱 肖 己 評 S 層 理 
っ 2 誠 宮 S 人 る 〇 ” 写 早 時 公 守っ 宗 
記 ら や きせ KNAveGS 公 | 昌 中 宮代 謗 
忠 概 宜 つ ひけ りつ GS 守 和信 …… 
「 通 店 KN 和 WG 全 表 技 2 や 
( 繁 )」 

時 誠 G 之 枝 全 ぐ " 械 3 拘 獅 詞 守 


電 寺 合 毅 避 ve 誠 又 公理 酸 つ 環 


ネー ベ NS 誤 * く 醒め 
寄 組 ぐ 召 肖 移 次 シー 


さ 
0 
トコ 
EE 
芝 


So り DS 間 寮 せ ^ 臣 合羽 で お 問 細 も 唱 
並 定 ペコ ^ 刀 S 半 思 つ ] 落 型 り %S 
ン り SS" 下 店 選 き を 8 へ ト K 
ふ 装 2 公団 ンー トル KN も 店 軟 P 必 寺 ろ 
りつ つき 思 Re の ろ や ? 表 据 軍用 
向っ ね 並 。 二 定 的 で や ゴ 迄 人 の 環 
窟 つ し 2 丸 「 庫 望 講 更 】 SRKH 和 も 7 
人 SQ 国府 股 中 の 抽 いり つの ロ SeT 
「SsKー ( 叫 過 四 陵 )」 講 嘱 で 宇 
人 ご WPGSN* ま て KG 一 人 N ミ 
So 

「 ロ 列 案 r く SPK で 人 S 呈 移 表 へ 
ご Pe や の 回 守 wK 一 公 所 ピン 
や で やや" リ り SO の りや っ p 條 詳 
堂 め 喘ぐ や yo りつ 会 や wte の 表せ < 
祭 束 GS 人 m 人 So4Hp 毅 (くつ し つゆ 
っ つね ( 移 )」 

脱 っ 選 き っ や で し 泌 午 ? 

「 器 の ロ G 恒 所 人 る さ ん Kー 知 軍 っ 唄 半 
3 生 " 画 幅 8 計 当 い @ 枯 を 晶 何 避 則 
ゃ 排 ^ 村 G ぎ 環 証 の ロ 堂 r く me 
HERwes つ お 宗 / 持 負 3 手 く 思 や ? 剖 
会 に 下さ pm8 の 前 べ つ り ^ 居 電 


や で いや] 
こさ: エ に そく 0 まく 倒す ここ 】 
代 で へ NSHA 牛 りや 

aaa 


例 O DS 全 
綿 ぐ 冨 暴 り の 全 全 の SS 全 87 


で で お? 弥 租 志 呈 ら 生 ゅ 盟 yeee 貴 人 
ン % 蛍 前 志 講 八 胃 だ "3%G 十 
器 ※mー 包 ミー 公理 手合 補い 
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必 畠 演 衣 吉 鹿 り 記 る Q 型 戸 

硫 防 で きい いく SS 下 で 和 肛 
導く 邊 約 和 や 補 会 で の いで ー つ > の 二 
剖 避 疹 G 個 涯 ロマ ANSHA 皇 旧 会 会 
で らら つ で つ っ 心 会 避 織 ン " 

「pn” 園 近 求 定 り ゃ で ( 衝 ) 」 

つ 全 つ ^ で ANSHA 失 G 占 会 拉 
で 人 る で 狼 机 公国 量 ル ” 軸 弄 人 
い 妨 柏 計 扱 恥 め つ " 

「 路 村 G 藤 慌 o 表 結 ^ 還 人 や らく 
お 時 人 人 届 G 窯 倒 飼 \ ら つの 握 花 G 
門 細 骨 会 例 各 mw つね ? そる 各 計 
全 仙 り G 避 史 所 生 Ge で さり っ SG 
も り 記 8 で ANS へ 委 寄 の 掴 内 つ 
が つる 」 

ャ シン 紀 習 鹿 り 殖 有 さら いじ 下 列 総 守 
ぬ WR や No 模 租 較 坦 全 所 " 

「 員 夫 維 弓 き ^ 時 部" 往 上 る ぐー 高 
並 証 き ゴ 引 お きら つの 由 つっ 据 明 会 所 で 
つろ で で り っ が 征 全 か で SKKG 喘 
公選 っ 附 せ 中 人 や ゃ 模 誠 会所 りつ 
会 代 で 6" 区 表 " 並 写 会 嘱 り っ 
し <p 醒 店 層 揚 全 手 さっ 松 く HrpYS we や? 
園 曇り 4 型 総 軍 全 部 直り ゃ 
吉 胸 ( 半 り 瑞 押 倒 っ x@) を 斉 球 守 思 
( 福 半 ” 寂 量 探 GO) で 2o 全 や で へ AN ミ 
HA 邊 っ 宣 押 つい 肛 線 や xQ 寺 Go 人 S さ 
| 

殿 田 % ぐり 親 表 8 寂 可 ら で 
ANSH へ 生涯 の 総 軍 めで SS で で 党 和 
水 ぬ RyoG8 詩 つる りお 会” 県 言 き 
季 壮 議 呈 2 で で AN さ SH へ 后 


中 瑞 つり っ さ ン P ゃ 己 ANSH へ 年 


で 
1 
撤 
田 
慌 


水 交 民 つ いり >pxQsese ホー に K 会 人 SQ ぐつ 


っ 4T 

「 や は ロ 家 吾 全 中 瑞 つり ん ピ "いく 編 人 
記 県 弄 ど いっ w 究 xso7 地 客 維 崇 
も 條 記 癌 下 和 机 や で SS の りつ 室 人 SM 
や 補 つ 7 音 肖 な 害 息 各 和 を 団 束 会 
当 に つい りら @ 民 く G 把 坦 湖 ちゃ ぐ ゆ ^ 
東 角 計 中 将 謀 中 人 邊 KO 全 つき っ 公演 
団 量 ぐ 鐘 咽 ロコ 投信 YPs 生 つこ 
混 侍 擦 ぐ 提唱 嗣 い で い ゃ 稚 で の 7 
8 選 正 つい っ 9 想 つ 全 窟 叶 ン ^ 
地 く ー や ハー 号 WOS で SQ で ちや の S っ 
ぐも "会 会 や いや 尿 さ の りら 軍 泌 り 記 
維 つり ン の うつ 還っ *6 和 や 」 

で こも 1 くにこ SYOE に CYS いで ここ 
浴 ぐ ヾ ホ や ミ ( 陣 坦 8 へ へ 邊 会 枯 揚 ) 
つ 監 吉 寂 (R ロ ホー ミ ) GS 脱線 史 選 お 
捉 嘱 ” 遇 品 ロ S 局 全 に 会 の 中 散り yo 
等 RS 息 決 称 喉 る 局 選 守ら りつ 会 
5, が くだ YS 
[等 SG 濾 涯 tee ン 守 Nmto りつ 人 
K 京 や ゃ ぐ や ^ 勤 藻 宅 きせ 掛 wuns 甘 
名 倒 思 ろ 2 じ っ だ でぶ 直近 りり ね で さび 中 
高 並 証 球 味 全休 選 で さら つい ロリ 枕 芋 
誠 りつ し め の っ pa で no 拒 衣 8 
汽 や お 民 全 ころ つの 明 っ か や" 超 肥 
会 宮 っ 六 圭 国 超 桁 介 科 年 N ロ 
ュー 生息 の 塵 穴 中 決 G 選 人 DK ポー 人 
ンス へ へ 史 党 和 で つろ らら つき 

会 燕 史 所 つ お 部 7 玖 GS 聖 濡 
和 計 会 つ 。 回 Ke つき ン 吐 人 SG 表 反 
会 束 史 伯 つ いり 洋 雷 己 剖 端 史 洋 応 で お 


win 
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WHAT IS 
AVAXHUME? 


the biggest Internet portal, 
providing you various content: 
国 較 共 brand new books, trending movies, 
fresh magazines, hot games, 
recent software, latest music releases. 


Unlimited satsfacton one low price 
Cheap constant access to piping hot media 
Protect your downloadings from Big brother 

Safer, than torrent-trackers 


18 years of seamless operation and our users'satsfacton 


All languages 
Brand new content 
One site 


AvaxHome - Your End Place 


We have everything for all of your needs. Just open https://avxlive.icu 


ーh へ 要 や さろ ホー さ へ 條 で S 
【k) ミ さ ふ さり 私 へ ( 棚 惨 英 鐘 還 上 
掴 ) も 民 史 次 る yo る る 拉 貴 ゆで や / 守 
Q ン 想 民 ペー トド トド” 嘱 四 だ 思 
辿 六 寺下 嘆 旨 熱 王 鑑 ぐ Q い 時計 " 個 福 補 
超常 短冊 り 選 め を で お 全会 倒 中 
7「 事 呈 人 NewnS り りつ 人 S へ の 
SSn@ りつ 移 守 6 つ 記 誠 | つ ろ nT 

ah38eANSH へ A 定 家 肖 守 会) 嘆 
或 倒 虹 操 め つ りら や や SA へ 智 参 揚 
更 英 翌 や mwG 富 叶 ぬ 4 武 の 和敬 遇 
つり ^ 上 咽 り 了 人 る だ の っ 愉 " 

「 村 3^ 誤 咽 り 個 陣 G | 器 喧 ン 
必 咽 製 ( 思 家 明 表 ) りゃ さ ン ^ 湯 到 咽 
外 G く も や セ 」 

昌 扱 凌 表 の つき HNK つ 皇 り eSve 芯 
拉 NKG 個 % ぐ りつ も ^ 洗 過 せ も 拉 必 
To 盟 角 倒 休 ン じゃ 展 環 倒 当 
っ つ 表 時 明 き そめ ン さ の) ご gp 称 に 
回 \ ゅ の て ANSH へ 牌 会 握 だ つ 近 人 Se 
「 直 虹 汰 せ 窒 記 SG や Sm や 公 
國 回 豆 冠 寺 鹿 コー や 7 の で 
YE に 1 ので: と] 
ら ーG ま 世 了 せ の em" 8 人 や で 
全国 藤 組 守 り つぶ ( 避 )? 電 隷 刀 
叶 基 め つ きっ つ 期 富 豆 負 会 電 選 ロ 
っ wenG も 粒 据 つ ロ ン ポ ぬっ 宮 」 

幣 雅 是 ILG 壮 王 穫 の 羽 で 尽 NwnS 
会 / 宮 ye 全曲 油 史生 vo 宰 ⑪3^ 雷 
コ ^ 弓 宮 下り 長 叶 里 ぐ 走 洋史 壮 合 合 


「 長 時 村 和 へ ネー トス 8 羽 2S や 7 


で 
Ni 
由 
咽 
な 


叶 信 会 ころ や で " 意 湯 東 せ ふさ 々 ホ 
A(R で さ K 美 北 ・ 人 舞 隊 中 )p 電 側 つ 
ポ つ ? 補 悦 記 認 密生 9 相 つ や 公 居 96 
会 人 りゃ 脱い つっ SS ぐも 表 写 宮 コ 
っ 心 給 肖 和 とら や 人 失 6 つ 玉 」 

式 王 や xQ@ 並 8 肖 環 埋 到 会 中 
m か 虹 二 KN 所 だ" で 8 中 
m 湯 香 h で て ミ ペ ー ぬ に 避 足 KKN ロ 
加 恋 9 で 神 呈 や ー か で ミ K 史 村民 互 
り 剃 押 ヤ *e2 ち めで ン に 坦 直 や xeR 
Sv 
[mp 公 時 笠 G く で お 起 pe 合 
いっ つね 9 Nm 選 握 送 せ KN87 | 
坊 " 奄 名 叶 トー ペ 公 SeS や 公表 
IN ババ トニ ト ュ ミニ ドー ミー】 ニ 2 こく JI ささ つい 
吾 取ら め 肝心 ー ロ す の の 多 2p 全 会 
G 公 由 通ら つね で 」 

庫 注 隷 せ で ANSHA 披 だ ちや ン と 
NH か で さき KK を か で さき K 旨 枯 国 つ 
ゃ ve 皿 豆 っ 揚 に セ Q? 

「 補 衣 舞 移 詳 を \eO ロ を へ ロ か て 
ミ KG 留守 市 銚 らち yoye つら で で ピス 
ポ 還 針 選 SHSOINA Kop 人 SS や 7 
着き 所 Smー 和 ミー る 宗 つ 議 ロ ー 
や で 所 が や っ が つ お 7 宮 席 要 く ヘム 
Sm Top 超 く 0 や らら ぶつ 選 」 

四 還 会 人 Ss 定 器 短 り ye セル 
KK の mY9 全 …… に 
[en 党 やく へ ふく 公 選 どら や コ 
で で 会 飼 償 迷 で で S や 具 つ くめ を 
ぐら や ぐも ^ 折っ や 詳 つ w ひ ら つ お 
や 回 
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母 の 不調 は 、 子 供 に も 伝わり ます 


どう も 元気 が な し 、 が イキ イ キ 変 身 
目 律 神経 を 整え る 
活 習 慣 


この と ころ 体調 も いま いち 。 気 分 も よく な い 。 
そん な あな た の 体 の 中 で は 、 
自律 神経 が うま く 働 いて いな い の か も し れ ま せん 。 
体 も 心 も 元 気 に な る 、 
自律 神経 を 整え る コツ を 教え ます 。 


自律 神経 を 整え る に は 
"呼吸 "が 大 き な ポイ ント に な る 。 
ヨガ の ポー ズ の よう に 、 姿 勢 を 正 し 、 
両手 の 手のひら を 上 に 向け て 行 お う 。 


NOT6_STUDIO/Shutterstockcom、PIXTA 王 写真 110 
時 * 


に コ 


(PA 
つの を 屋 会 制 衝 っ 7 半 の 
人 語 2 で OS りつ NN 
NN つつ Menet ^ 可 居 の っ い 晶 の 
も せ さ っ も SO RSS と に 材 
注 の つり し 2 べく せっ ぐも せ 

「w ぐ 壁 図 さ 所 起 年 引 ぐ 避 で る や つ 
で や で 6 」 

っ WinGSS” 時 陸 北 慌 赴 周 填 暴 問 
虹 ぐ る 失 党 笠 W で AI 


吉 算 征 中 のせ ^ 慎 党 @ 悪 際 " 世 浮 ^ 


竹 や ^ 和 き 明 寺 量 の 二天 下さ ペン 
間 で 肪 閉 つ いっ x 中 ぐり 5 つ 
抽 公 男 ン Sp 庄 公 王 *eSo や イロ 
所 士 年 由 G 構 ww 品 vospG3? 
トー さい こと ・ ピリ 
De れ 3 だ リバ SD 
「 趣 是 架 せつ 県 ト ふ 中 で 人 ト 計 和 
紋 り me 選 留 征 黄 の "NRNK 約 
や xQ 密 似 留 古典 ぐい 調 会 和 へ " 青 
り 2 っ 8 交信 足 中 いふ や ミ 。 宮 交 
留 年 引 人 ペー キキ 詞 箱 つ %m" 民 
恩 史 SS 太 下 会 ns ン 詩人 く N 
ANK 室 避 で 先端" xvn 人 SS 枝 % 
全球 志 り SQ つ 衝 編 会 品 ン き ” 要 
に キー だ に そい くに まま こい | 


凡 SS [こっ 長 愛 ロ つ 計っ 一 ] 


つや 鞍 め い PNG-Jwoson38 六 劉 
是 由 倒 い いや ミ 斉 共 も 忠 更 王 " 還 全 
ロ 有 つ いり 全て ン onS で っ 
やつ 3 直交 留 征 護 全 称 際 ゴロ 理 
っ っ ee 科 喘 7 の で 計 攻 ロロ 
SSS 是 雇 全 副 所 UNQ つ の っ pn 
] SGS 是 味 りく NAK っ hG うつ や 
型 明 全 悦 有 せり っ 0 の つっ 避 で や 7 
や やつ KAK" 虹 軍 に 因 を 汗 褒 
6 
趣 是 架 ぐ く NAK 生 吉宗 咽 会 思 


ン つ " 皿 押 ぐ tmS 凌 に 弄 - に 過 ^ 


に ドコ さい で に た こり (こい 
「 思 衣 に 人 SG や 民 で の 近 WK 
人 るる を キャ キン ST や "配り や" 時 


窓 " 詩 所 で ^ 陸 舞 の Do の 会 


3 生 9 60 つて 慌 守 ぐ の SS や や 」 
0 で 所 趣 定 雇 ぐ @ 避 で せ 芯 中 下り 
記 徳 つい つっ” 本 ぐ 捉 赴 是 黄 公 
翌 SQ つ "人 由 壮 @ 所 起 古 器 や 届 で 
で NN つね の を Se 居 会 型 衝 さ ン で 
つろ 條 リー の 守 SN 


障 や 宮 公 
ii 


「 壮 基 め で や や 2GS^ 時 御 届 角 
で 7 こい や すく いさ に 
呈 つっ っ 醸 っ php 財 弄 全 に 寝 款 ロ 
で 人 Gy 性 里 己 宮 ち 
い 談 店 を に 衣 会 堤 て ぐも や ^ 十 直 年 頃 
会 中 SQ 表 赴 会 っ 6m」 

そ 全 yy で や AD 私 入野 中 で 7 


区 


小林 弘幸 教 
順天堂 大 学 攻 学部 才 授 自律 神 経 研究 の 第 
ー 人 者 。 順 天堂 医 院 で 日 本 初 の 便秘 外来 


開設 し た " 腸 の スペ シャ リス ト " で も ある 。『 小 
林 式 「 最 強 の 習慣 」35』 な ど 著書 は 多数 。 


ーRTNKNK ユ ーー く SK N ペ ポール へ 
K 写 叶 G 選 SG 世 外 め つむ 遇 畑 
Fr は 9 る こい で 

「 芯 ぐ m 赴 征 由 @ 吉 で せ 中 悪 り 邊 
ャ SW" 上 会 赴 准 SQ りつ の 倒 慌 
畠 り ゃ ? 旦 庄 和 を 所 中 癌 G 疾 中 
| 昼 | 際 和 や 定 ^ 彰 生 を キロ ー ホ Gt 
心 如 基 更 忌 ら 。 息 泡 り っ つう 避 ? 
^h 慈 会 早口 恨 習 だ ざ O 導 、 つ っ 
下 槍 組 yo の 環 宮 寂 二 称 全 
ざい | 

臣 粗 局 " K 粗 8 守 定 る で 男 在 
征 雇 G 宣 w 全 時 ン ST mhSWW 維 
で 会 り 。 肢 全 的 史 RT 
各 守 所 居 史明 と ピ つ か で ね つろ 心 完 
PMStenvtn439 

we き 喘 和 天 と お 人 Sp 明 び P 
ao ね らら 倒 。 加 G 壮 天 りら 所 趣 是 
典史 半 で つつ お HAT 記 つ 
っ 殿中 も o 由 肖 ロ 営 r く S で St 
送 め る 攻め で 庫 peQO 9 
所 算 年 雇 ぐ く NAK 全 疫 w387 時 
湯 倒 剖 四 つ ^ 志 加 SG10 1 で 史 央 GS 
パク 昌吉 全 塞 際 や ve" の 球 全 氷 胃 ロ 
An 会 古 全 KA Hs 和 AA 気 禄 
避 <p 人 Seo ろ nY 知 や 舞 つら り ぐ ww 
移 崩 ST 
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御 記 人 
リン 


半幅 息 駆 26 


mME ロ 詞 公 人 S か 必 人 


起 定 誠 全 避 で を や っ べ ロ 球 時 や 
SS 交 鶴 ぐ 茹 "部 衛 は Sve 宅 
堂 全 答 ン さ ム ^ 是 湯 全 還 に つい 所 走 
SN) た ここ Po い v ま こく て ROY 

選 地 王 を 祭 剖 拘 つ りう 28 
ロマ” 二 涯 史生 で 心 油 客 つ や 


<o 


「K ル Km omG 燃 窟 せ 玉 票 ^ 
緊 全 に 和 宮 らい” 環 定 ロ さ TP っ ve 
で も や? 背 政 本 可 所 や ** ム GS バン 人 
や 和 p で 」 (そる 科 めで < 
革 維 並 ロ 8^ 了 K 抹 史 二 ^ 桂 和 め 
難 ww^ 器 空 曽 xe(※ に SG 国人 維 尋 ) 


つろ っ An“ 


に 3 に 9) 


誠に om 赴 年 納本 や 還 | 


超 計 下 G 香 濯 琴 26c] 


ロー ふさ て を る W 示 し 中 区 皮 痢 閣 選 6 


思 m ロ G 要 毛 も つの 公定 だ 2GS^ 貴 
素 際 舞 @ 弟 時 2? 忠 つ 還 趣 年 器 骨 
玉 尽 政 只 り 人 S” 貴 案 控 全 凌 愉 り 
つも” 押 越 定 貴 @ ぐ SNAKop 避 の 
っ 
「 除 せ 谷 11S 細 の っ で で Q 天 ム へ” 年 
に KENYSEctme 議 に 0 し そこ) 
や ^ 反 直 古 雇 全 間 っ ^ 庫 ぐ 詩 Wp 因 
意 Sem" 時 寂 他 愛せ pxnQ で ^ 
束 江 会 十 % の ^ 届 訳 を で ANSH 
A 生 6 留 慰 伺 ロ 人 人 る ロ ン ン だ 


Go 中 全 1 居 人 全 生 G や や 」 
鹿 ぐ や る S 嶺 組 つ り 記 へ いね 2 ぐ や ^ 
NYAPKce に Ko で トト 人 
mm 一 私 ミー 年 概 還 ” 握 表 "ホーK^ 計 
SD り 3 記 辻 軍 全 人 SQ や 人 7 
CO に に も さい 
超 叶 培 連 せ や つ KK さ ーK ロ や 
や やや さ ン 。 尊 田 操 @ 時 め 称 守 や KS 
EEEKSKEES 拓 
「 鵜 団 鶴 胃 ロ に 燃 往 っ 宮 革 租 会 
人 S の や 人 年 愛さ で きせ 式 年 志 " を 


QOS" 字 全 つ せ 半 で 7 軒 呈 求 s で 
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消費 増税 


10 月 1 日 に 8% か ら 10% に 引き 上 げ ら 
れ た 消費 税 。 まず は 直接 税 と 間接 税 の 
違い を 押 き えま し ょ う 。 

所 得 税 は 直接 税 で 、 所 得 に 応じ て 税率 
が 変わ る 累進 性 が あり ます 。 そ れ に 対し 、 
消費 税 は 間接 税 で 、 す べ て の 人 に 同じ 
税率 が 適用 きれ ます 。 消費 税 の 特徴 は 、 
買い 物 を すれ ば 誰 も が 支払 う 必要 が あ 
る た め 、 確 実に 徴収 で きる こと 。 所得税 
を 支払 っ て いる 現役 世代 だ け に 負担 を 
求め る の で は な く 、 高 齢 者 を 含め て ど 
の 世代 に も 公平 に 課税 で きる こと 。 ま た 、 
景気 の 変動 に 税収 が 左右 きれ に くい こ 
と な ど が 挙げ られ ます 。 ちな み に 歴 代 の 
首相 で 、 消 費 税 を 導入 し た 人 竹下 登 (1989 
年 )、3% か ら 5% に 上 が っ た と き の 橋 本 
龍太 郎 (97 年 )、5% か ら 8% に 上 が っ た 
と き の 安 倍 普 三 (2014 年 ) の 3 人 の 名 前 
は 覚え て お きま し ょ う 。 


知っ て お きた い キ ー ワ ー ド 


逆 進 性 
100 万 円 の 車 を 買う 際 に 、 消 費 税 が 2% 上 
が る と 出費 は 2 万 円 高く な り ま す 。 同じ 2 
万 円 で も 貧し い 人 の ほう が 負担 感 が 大 き 
く 、 生 活 へ の ダメ ー ジ も 大 きく な り ま す 。 
高 所 得 者 より 低 所 得 者 の 負担 が 大 きく な 
る こと を 逆 進 性 と いい ます 。 


軽減 税率 

軽減 税率 と は 消費 税 の 逆 進 性 対策 の 一 つ 
で 、 低 所 得 者 の 負担 感 を 増やさ な いよ う 、 
生活 必需 品 の 税率 を 低く し て お く こ と で 
す 。 今回 の 増税 で は 、 酒類 ・ 外 食 以外 の 飲 
食料 品 、 週 2 回 以上 発行 され 、 定期 購読 さ 
れ て いる 新聞 の 税率 は 8% で す 。 
増税 前 に セー ル を f 
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本 rc 
可 土 攻 馬 の 誠 ば 。 寺 大 


馬 屋 原 吉 博 先生 
中 学 受験 専門 の 個別 指導 教室 
「SS-|」 の 副 代 表 。 中 学 受験 情 
報 局 「 か し こい 画 の 使い 方 」 主 
任 相 談 員 。 社 会 と 国語 の 指導 


に あり 、『 中 学 受験 見 
る だ け で わか る 社会 の ツボ ュ 』 
(青春 出版 社 ) な ど 著 書 多数 。 


加藤 紀子 一 文 AFLO 一 写真 
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賠 税 問題 


関税 と は 、 国 内 の 産業 を 保護 する た め 
に 輸入 品 に か けら れる 税金 の こと 。 世 
界 で は 自由 貿易 を 目指 し 、 国 同士 の 交 
渉 に よっ て 関税 の 撤廃 ・ 削 減 を 取り 決 
め る FTA( 自 由 貿 易 協 定 ) や 、 関 税 だ け 
で な く 知 的 財産 の 保護 や 投資 ルー ル の 
整備 な ども 含め た EPA (経済 連携 協定 ) 
が 締結 され て きま し た 。 日 本 や アメ リ 
カ な ど 、 太 平 洋 を 囲む 国々 の 間 で も 
EPA を 結 ぼ うと いう 動き が 進め られ て 
きま し た 。 し か し 、 国 内 産業 の 保護 を 
重視 する アメ リカ の トラ ンプ 政権 は 離 
脱 を 表明 。 そ を の 結果 、 ア メリ カ を 除く 
11 の 国々 の 間 で CPTPP、 通 称 TPP11 
が 締結 きれ 、2018 年 12 月 に 発効 し ま 
し た 。 日 本 と アメ リカ は 、 別途 、 二 国 間 
で 協定 を 結ぶ 准 備 を 進め て いる よう で 
す 。 

関税 に 関し て は 、18 年 以降 、 ア メリ カ 
に よる 中 国 製 品 の 関税 引き 上 げ と 、 中 
国 に よる 報復 が 繰り 返さ れる 「 米 中 貿 
易 戦争 ]」 も 、 世 界 経済 に 大 き な 影 響 を 
与え て いま す 。 


知っ て お きた い キ ー ワ ー ド 


関税 自主 権 

関税 自主 権 と は 、 国 が 輸入 品 へ の 関税 を 
自由 に 設定 で きる 権利 の こと で す 。 関税 自 
主権 が な いと 低い 関税 を 強い られ 、 安い 輸 
入 品 に よっ て 自国 の 産業 が 打撃 を 受け て 
し まい ます 。 日 本 は 江戸 末期 に 関税 自主 
権 が な い 状 態 で 開国 し まし た が 、19|1 年 、 
外務 大 臣 だ っ た 小村 寿 太郎 に よっ て 回 復 
し まし た 。 


WTO (世界 禄 易 機関 ) 
WT0 は 164 の 国 と 地域 が 加盟 し 、 貿 易 ル ー 
ル を 決め る 「 自 由 貿易 の 番 人 」 と 呼ば れ て い 


新 元 号 

4 月 30 日 に 前 天皇 (現在 の 上 皇 ) が 退 
位 さ れ 、5 月 1 日 に は 新 天 皇 が 即位 。 元 
号 は 「 令 和 」 に 変わ り ま し た 。 

元 号 は 政令 に 基づき 内 閣 が 決定 し ます 。 
歴史 上 の すべ て の 元 号 を 暗記 する 必要 
は あり ませ ん が 、 江 戸 時 代 最後 の 「 慶 
応 」 は 覚え て お く と いい で し ょ う 。 元 呈 
に 絡ん だ 問題 で は 、 大 化 の 改新 や 応仁 
の 乱 な ど 、 こ れ ま で 学ん だ 歴史 の 知識 
と 関連 し て 聞か れる の が 大 半 で す 。 明 
治 か ら 昭和 に か け て は 明治 元 年 の 前 年 
(1867 年 ) の 大 政 奉 還 、 大 正 元 年 の 前 
年 (1911 年 ) の 関税 自主 権 の 回 復 、 前 々 
年 (1910 年 ) の 韓国 併合 、 昭 和 元 年 の 
前 年 (1925 年) の 治安 維持 法 ・ 普 通 選 
挙 法 と 、 元 号 が 切り 替わる 直前 に 重要 
な 出来 事 が 起き て いま す 。 さら は に 今回 
は 、 天皇 に 関す る 意 法 の 条文 (な か で も 
第 1 条 か ら 第 3 条 ) も 出題 され る 可能 性 
が あり ます 。 


新 元 号 を 発表 する 菅 業 偉 官房 長官 。 


知っ て お きた い キ ー ワ ー ド 


万 葉 集 
「 令 和 」 は 奈良 時 代 に 編さん され た 日 本 最 
古 の 歌集 で ある 『 万 葉 集 』 か ら 引用 され ま 
し た 。 中 国 の 古典 で は な く 、 日 本 の 古典 に 
由来 する 元 号 は 歴史 上 初め て で す 。 『 万 葉 
集 』 で 使わ れ た 万 葉 仮名 は ひら が な ・ カ タ 
カナ へ と 発展 し まし た 。 


譲位 
皇室 典範 で は 皇位 継承 は 天皇 が 没 し た と 


ます 。 し か し 、 近 年 、WTO の 持つ 、 国 家 問 
の 貿易 紛争 を 解決 する 機能 の 低下 が 問題 
視 さ れ て お り 、2019 年 の 夏 に 大 阪 で 開か れ 
た G20 で は 、 WTO 改 革 が 大 き な 議題 の ー つ 
と な り ま し た 。 


き に 限ら れ て いま す が 、 前 天皇 が 高齢 に よ 
り 公 務 の 継続 に 強い 懸念 を 示し た こと な 
どか ら 、| 代 限り で 譲位 を 可能 と する 特例 
法 が 制定 され まし た 。 天皇 の 譲位 は 江戸 後 
期 以 来 約 200 年 ぶり と な り ま す 。 


参議 院 選 挙 


2019 年 の 夏 の 参議 院 選挙 は 、 期 日 前 
投票 が 普及 し 、 女 性 候補 の 割合 も 過去 
最高 と な っ た も の の 、 投 票 率 は 50% を 
割り 込み まし た 。 また 、 地 域 に よっ て 
異な る 「1 票 の 格差 ] を 是正 する た め 、 
議員 1 人 あたり の 有権者 数 が 最も 多い 
埼玉 選挙 区 で 定数 を 増やし まし た 。 参 
議院 の 定数 が 増え た の は 、 本 土 復帰 す 
る 沖縄 が 選挙 区 を 新設 し た 1970 年 以 
来 の こと で す 。 これ と は 逆 に 人 口 減 が 
進む 地域 で は 、 他 の 地域 と 比べ て 少な 
い 得 上 票 数 で 当選 し や すい と ころ が 多い 
た め 、 2016 年 の 参議 院 選挙 か ら 、 鳥 取 
と 島根 、 高 知 と 徳島 を を それぞれ 1 つの 
選挙 区 に 統合 する 「 合 区 ] が 実施 され ま 
し た 。 た だ 、 ど ちら か の 県 の 代表 が 参 
議院 か らい な く な っ て し まう 可能 性 を 
心配 する 声 も 強かっ た よう で す 。 それ 
も あっ て 、 今 回 の 選挙 か ら 比 例 代表 制 
に 「 特 定 枠 ] ほ と いう 新た な 仕組 み が 導 入 
され まし た 。 


知っ て お きた い キ ー ワ ー ド 


比例 代表 特定 枠 

参院 選 の 比例 代表 に 導入 され た 特定 枠 は 、 
候補 者 個人 の 得票 数 に 関係 な く 、 政 党 が 
決め た 優先 順位 で 当選 が 決ま る 枠 で す 。 政 
党 と し て の 得票 数 で 議席 が 確保 で き 、 れい 
わ 新 選 組 か ら 当選 し た ALS 患 者 の 朋 後 靖 
彦氏 と 脳性 まひ を 抱え る 木村 英子 氏 が 注 
目 を 集め まし た 。 


シル バー 民主 主義 

少子 高齢 化 で 有権者 に 占め る 高齢 者 の 割 
合 が 増加 し 、 政 治 に 対す る 高齢 者 の 影響 
力 が 増す こと を 「 シ ル バ ー 民 主 主義 」 と 呼 
び ま す 。 選挙 権 が 18 歳 に 引き 下げ られ て 
も 若年 層 の 投票 率 は な お 低く 、 高 齢 者 向 
け の 施策 が 優先 され や すい 状況 が 続い て 
いま す 。 


巨大 台風 


平成 は 災害 の 時 代 で も あり まし た 。 理 
科 で も 社会 で も 、 促 風 や 地震 な どの 災 
害 に 関す る テー マ は 頻出 な っ て いま 
。 雲仙 ・ 普 賢 岳 噴火 (1990 年 ) 、 阪 神 ・ 
淡路 大 岩 災 (95 年 )、 東 日 本 大 岩 災 
(2011 年 ) に つい て は 、 場所 と 発生 し た 
年 を 併せ て 覚え て お きま し ょ う 。19 年 
秋 に 関東 甲信 越 と 東北 地方 に 大 き な 技 
害 も も た らし た 友 風 19 号 で は 、 あ ら た 
め て ハザード マッ プ の 重要 性 が 浮き 彫 
り に な り ま し た 。 ハザード マッ プ と は 、 
発生 が 予測 きれ る 自然 災害 に よる 被害 
に つい て 、 を その 被害 の 及ぶ 範囲 、 程 度 、 
進 難 の 道筋 、 遊 難 場所 等 を し た 災害 
予測 地図 の こと で す 。 武田 信玄 が 甲府 
盆地 を 水害 か ら 守 る た め に 築い た 信 雪 
堤 や 徳川 家康 の 利根 川東 相 な ど 、 歴 史 
上 の 治水 事業 が 今 も 我々 の 生活 に 影響 
を 及ば し て いる こと に も 注目 し まし ょ う 。 


知っ て お きた い キ ー ワ ー ド 


メデ ィ ア リテラ シー 
メデ ィ ア リテラ シー と は 、 情 報 を 正しく 扱 
う 能 力 の こと で す 。 災害 時 に は SNS を 通じ 
て 匿名 で 真 偽 が 曖昧 な 情報 が 拡散 され る 
こと が あり 、 そ うし た デマ に だ まさ れず 、 
また 拡散 し な い 判断 力 が 求め られ ます 。 


災害 弱者 ( 要 配 慮 者 ) 

警報 は 、 避 難 準備 勧告 く 指示 の 順に 強 
く な り ま す 。 避難 に 支援 が 必要 な 高齢 者 や 
障害 者 は 災害 簡 者 と 呼ば れ 、 避 難 準 備 の 
段階 各 難 を 開始 し ます 。 日 本 語 が わか ら 
な い 外 国人 も 秋 害 弱者 で す 。 NHK は 台風 
19 号 が 上 陸 し た 際 に 、 言葉 の 壁 に よっ て 多 
げ 遅 れ が 生じ な いよ う 、 英 語 や ひら が な で 
も ニュ ー ス を 流し まし た 。 


台風 19 号 で 水没 し た 新 電線 車両 。 
に - 
ここ 


オリ ン ピ ビック. ラグビー 
東京 (1964 年 )・ 札 幌 (72 年 ) ・ 長 野 (98 
年 ) と 、 過 去 の 日 本 で の オリ ン ピ ッ ク 開 
催 地 に 加え 、40 年 に は 東京 オリ ン ピ ッ 
ク の 開催 が 日 中 戦争 の 影響 で 中 止 に 
な っ た こと も 含め て 覚え まし ょ う 。 東 
海道 新幹線 や 名 神 高速 道路 の 開通 な 
ど 、 64 年 前 後 の 出来 事 も 重要 で す 。 
2020 年 の 東京 オリ ン ピ ッ ク は 、 低 公害 
車 や 再生 可能 エネ ルギー と いっ た 日 本 
の 技術 力 を 発揮 し 、 環 境 に 配慮 し た 大 
会 を 目指 し て いま す 。 授与 きれ る メダ 
ル は 、 回 収 し た 使用 済み の 携帯 電話 や 
小型 家電 か ら 集 め た 金属 で つく られ る 
こと に も 注目 で す 。 開会 式 は 7 月 24 日 。 
20 年 以降 10 月 の 体育 の 日 は 「 ス ポーツ 
の 日 」 に 名 前 が 変わ り 、20 年 に 限っ て 
は 7 月 24 日 が スポ ー ツ の 日 に な り ま す 。 
19 年 に W 可 で 日 本 中 が 沸い た ラグ ビー 
は イギリス が 発祥 の スポ ーッ 。 前 回 の リ 
オデ ジャ ネイ ロ 大 会 か ら 再び オリ ン ピ ッ 
ク の 正式 競技 と な っ て いま す 。 


ラグ ビーW 杯 、 南 アフ リカ 戦後 の 日 本 代表 。 
知っ て お きた い キ ー ワ ー ド 


プラ スチ ッ ク ご み 
日 本 は | 人 あたり の プラ スチ ッ ク ご み 発 生 
量 が 世界 第 2 位 。 世界 中 で 深刻 化す る プラ 
スチ ッ ク ご み に よる 海洋 汚染 へ の 意識 を 高 
め る た め 、 オ リン ピッ ク 開 催 前 に は 全国 一 
斉 に レジ 袋 が 有料 化 さ れる 予定 で す 。 


暑 さ 対策 

W 杯 の 開催 地 は 国 単位 、 オ リン ピッ ク は 都 
市 単位 で 決め る の が 原則 で す 。 し か し 、 
2020 年 の オリ ン ピ ッ ク で は 、8 月 の 東京 と 
いう 高温 多湿 な 環境 で 陸上 競技 を 行う と 、 
選手 の 健康 に 支障 が 出る 恐れ か ら 、IOC( 国 
際 オ リン ピッ ク 委 員 会 ) が 一 部 の 種目 を 札 
幌 で 行う こと を 提案 し まし た 。 


電 法 改正 


意 法 の 改正 は 、 日 本 国 意 法 第 96 条 に 
(1) 国会 が 衆参 両 議院 の 総 議員 の 3 分 
の 2 以上 の 符 成 で 発議 し (2) 国民 投票 
で 過半 数 の 賛成 を 得 て 改 正 (3) 天皇 が 
国民 の 名 に お いて 公布 する と あり ます 。 
政府 は 長らく 「 集 団 的 自衛 権 の 行使 は 
違憲 ] と いう 立場 を と っ て きま し た が 、 
2014 年 、 安倍 内 閣 は 、 憲法 改正 を 行わ 
ず 、 現 行 の 憲法 の 解釈 を 変更 する こと 
で 集団 的 自衛 権 の 限定 的 な 行使 を 認め 
る 閣議 決定 を し 、 そ れ に 伴う 法 改正 を 
進め まし た 。 この 「 解 釈 改憲 】 に 対し 、 
政治 は 国民 の 人 権 を 守る 使命 を 持っ た 
意 法 に 基づい て 進め られ る べき だ と い 
う | 立憲 主 義 ] に 反する と 批 判 する 人 も 
いま す 。 ア メリ カ と 中 国 ・ ロ シア の は 
ざま に 位置 する 日 本 に と っ て 「 平 和 」 や 
「 国 防 」 は 非常 に 重要 な テー マ で あり 続 
け ま す 。 


知っ て お きた い キ ー ワ ー ド 


憲法 9 条 
7 第 一 項 (前 脱 ) 同 権 の 発動 た る 戦争 と 、 起 
カカ に よる 展 妖 双 は 起 力 の 行 使 は 、 同 誠 紛 争 を 
解決 する 手段 と し て は 、 永 久 に これ を 放 乗 す 
る 。 第 二 項 前 項 の 月 的 を 吉 す る た め 、 礎 海 
空軍 その 他 の 戦力 は 、 こ れ を 保 苦 し な い 。 同 
の 交戦 克 は よ 、 こ れ を 認め な い 」 
憲法 9 条 の 条文 暗記 は 必須 で す 。 国際 紛争 
を 「 粉 」 争 と 書き 間違え な いよ う 気 を つけ 
て くだ さい 。 安倍 首相 は 9 条 に 「 自 衛 隊 」 を 
明記 する 憲法 改正 を 目指 し て いま す 。 日 本 
の 政治 で 重要 な 争点 な の で 、9 条 と 併せ て 
改 玄 に つい て 規定 し た 96 条 も 覚え て お く 
と いい で し ょ う 。 


違 立 法 審査 権 
法律 が 憲法 に 反し て いる か どう か を 判断 
する 「 違 電 立 法 審査 権 」 は 、 す べ て の 裁判 
所 が 持ち ます が 、 その 中 で も 最終 的 な 決定 
権 を 持つ 最高 裁判 所 は 「 憲 法 の 番 人 」 と 呼 
ば れ ま す 。 この 審査 は 、 裁 判 で 法律 その も 
の の 妥当 性 が 争わ れ た と き に 行わ れ ま す 。 
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試験 で 必ず 聞か れる 
時 事 最終 チェ ッ ク 問 題 集 


1 日 本 の 財政 


2019 年 度 の 日 本 の 国家 予算 は 、 史 上 初め て 100 兆 円 
を 超え まし た 。 その うち 33.6% が 、 医 療 や 年 金 、 介 護 
な ど に よっ て 国民 の 生活 を 支え る 「( ① )」、23.2% 
が 、 政 府 の 借金 を 返済 する た め の 「( ② )」、15.8% 
が 、 都 道 府 県 や 市 町 村 の 間 の 収入 の 格差 を 小さ くす る 
た め の 「( ③ ) 等 」 に 、 そ れ ぞ れ 充 て られ ます 。 これ 
ら の 合計 だ け で 全体 の 7 割 以上 を 占め ます 。 


【2 新 元 号 。。 = =  / 
2019 年 5 月 | 日 、 前 天皇 (現在 の く ① ) 隆 下 ) が 退位 
し 、 新 た な 天皇 陸 下 が 即位 し た の を 受け て 、 元 号 が 「 平 
成 」 か ら 「 令 和 」 に 変わ り ま し た 。 「 令 和 」 は 、 奈 良 時 代 
の 歌集 『( ② )』 の 中 に ある 梅花 の 歌 を も と に 作ら 
れ た 言葉 で す 。 この 日 は 、 新 天皇 の 即位 を 内 外 に 宣明 
する 「( ぐ ③ ) の 儀 」 が 行わ れ た |0 月 22 日 と と も に 、 
2019 年 限り の 国民 の 祝日 と され まし た 。 


【3 消 黄 増 牧 。=。=。=  / 
2019 年 10 月 | 日 、 消 費 税率 が 8% か ら 10% に 変更 さ 
れ ま し た が 、 外食 や 酒類 を 除く 食料 品 と 週 2 回 以上 発 
行 さ れ て いる 新聞 に 関し て は ( ① ) が 適用 され 、 税 
率 は 8% の まま 据え 置か れ ま し た 。 また 、 そ れ に 伴い 、 
現金 の 代わ り に 電子 マネ ー や クレ ジッ トカ ー ド な ど を 
使用 する ( ② ) 決 済 を 普及 させ る た め の ポ イン ト 還 
元 事業 が 本 格 的 に 始ま り ま し た 。 


4 通常 選挙 

2019 年 7 月 に 実施 され た 参議 院 議員 通常 選挙 は 、 各 
政党 に 、 候補 者 の 数 を 男女 で 均等 に する た め の 努 力 を 
求め る 「( ①⑰ ) 法 」 が 制定 され て か ら 実 施さ れ た 初 
め て の 大 型 選 挙 で 、 候 補 者 に 占め る 女性 の 割合 は 約 
28% と な り ま し た 。 性 別 や 国籍 、 障 害 の 有無 、 労 働 時 
間 や 雇用 形態 と いっ た さま ざま な 面 に お いて 「 多 様 性 
ニ ( ②⑫ )」 を 認め 、 企 業 や 社会 の 発展 に つなげ て い 
こう と いう 考え 方 が 広がり つつ あり ます 。 


【5 訪日 外国 人 = = = … / 
2019 年 4 月 、 人 材 不足 が 深刻 な 業種 を 対象 に 、 一 定 の 
技能 と 日 本 語 能 力 の ある 外国 人 に 日 本 で 働く こと を 
認め る 「 改 正 出入 国 管理 法 」 が 施行 され まし た 。 日 本 
で 働い て いる 外国 人 の 出身 国 は 、 多 い 順 に 、 中 国 ・ 
( ① )・ フ ィ リ ピン ・ ブ プラ ジル と な っ て いま す (2018 
年 10 月 現在 )。 また 、( ② ) と 呼ば れる 訪日 旅行 の 
外国 人 の 数 も 年 々 増加 し て お り 、2018 年 に 日 本 を 訪 
れ た 外国 人 観光 客 は 、 3000 万 人 を 超え まし た 。 


6 自由 貿易 


国 と 国 と の 間 で 、 安い 輸入 品 か ら 国 内 の 産業 を 保護 す 
る た め に ある ( ① ) を 撤廃 する だ け で な く 、 お 金 や 
人 や 物 な どの 移動 を 自由 に し 、 さ ま ざ ま な 経済 領域 で 
の 連携 を 進め て いく た め に 結ば れる 「 経 済 連携 協定 」 
を アル ファ ベッ ト 3 文 字 で ( ② ) と 呼び ます 。 日 本 
や ニュ ー ジ ー ラ ンド 、 シ ン ガ ポー ル な ど 1| の 国 が 結ん 
だ 「( ③ ) 中 」 も 経済 連携 協定 の 一 つ で す 。 


7 国際 連合 


2019 年 7 月 、 国 際 ( ① ) 機関 (IAEA) の 事務 局長 を 
務め て いた 天野 之 弥 氏 が 亡くな り ま し た 。 また 、10 月 
に は 、 戦 争 や 災害 、 差 別 な ど に よっ て 生ま れ 育 っ た 国 
を 出 ざ る を 得 な く な っ た ( ②⑫ ) を 支援 する 国連 
( @② 高等 弁務 官 事務 所 (UNHCR) で 、1991 年 か ら 
2000 年 まで 高等 弁務 官 を 務め た ( ③ ) 氏 が 亡くな 
り 、 そ れ ぞ れ 、 世 界 各地 か ら 追 悼 の 声 が 相次い で 寄せ 
られ まし た 。 


【8 科学 の 発展 。 = = = ・ , 
2019 年 7 月 、 宇 直 航 空 研究 開発 機構 (JAXA) の 探査 機 
( ① ) が 小 司 星 リュ ウ グ ウ へ の 再 着地 に 成功 し ま 
し た 。 大 陽 系 が 誕生 し た 頃 の 状態 を 保っ て いる 可能 性 
が ある 震 石 の 採取 が 、 生命 の 起源 に 関す る 研究 に つ な 
が る か も し れ ま せん 。 また 、10 月 に は 、( ② ) 氏 を 
含む 3 人 の 研究 者 が 、 小 型 の 電子 機器 や 電気 邊 動車 の 
秋 電 に 欠か せな い ( ③ ) 電池 の 研究 ・ 開 発 が 評価 
され 、 ノー ベル 化学 賞 を 受賞 し まし た 。 


く 了 と ル 7 の 了 仙 ⑥ 倫 打 早 @② Z\ ぐ cwf①@ 草 異 ⑥ 特 菩 ② 二 習 dd1⑥ Vd ヨ ② 問 園 〇 @ コス と ② 7 了 イ y の 人 9 と そそ 了 て 呈 
ー\ ソ レダ 駆 釘 毎 星 骸 用 (①⑳ と コ エ ズ <+ キ ② 示 呼 編 末 ① 人 9 交 下 尼 旧 ⑥ 事 圭 区 ⑦ 香 十 ① づ 維 交 符 引 困 ⑥ 前 穫 国 @⑥ 性 選 鐘 弄 避 生 せ ①0 で 写 
追加 の 問題 を 公式 HP 上 に 公開 し て いま す 。 時 事 問題 の 最終 チェ ッ ク と し て ご 活用 くだ さい 。 >>> https://www.presidentco.jp/family/00/jji-mondai 


焦り や 不安 で つい 怒っ て し まい そう な お 母さん へ 


子供 に エン ジン が か か る ! 
口 合格 に つなが っ た 


いよ いよ 受験 本 番 。 
謗 な の に 、 な か な か 子供 の や る 気 に 火 が 付か ず 、 
男 還 証 記 記 誌 = 焦っ て いる 親御 さん も 多い か も し れ ませ ん 。 
ラス トス パー ト を 前 に 、 
に わが 子 の や る 気 を 引き 出す 一 言 を お 聞き し まし た 。 
生ま る の は 親 の 言葉 の 力 で す 。 


加藤 史子 さん 財 吉本 笑子 さん 
主 を 1 11 ! 


9 M Ds ング の 
第 一 人 者 。 3 四 の 講 避 会 ' 験 合格 の エキ スパ ー ト 。 体 験 を ベー」 」」 l 
2 る 2 
5 8 メソ ッ ド で 含 格 者 を 出 じ て いる 。 著 


| 
書 に 『「 小 学生 の 『 や る 気 ] は 親 し だ | 
. い ! (PHP 研究 所 ) な ど 。 
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な っ て いな い 子 へ の 一 言 罰 


呈 
っ 


【 


を ー 
えい 


本 


まだ 
OO し て 


も ら え る か な? 


ロロ お ざ S う 球 聞 下 挟 民 貿 会 けり 6 並 宗 己 理 全 羽 SSNSN 

SS つっ の > 諏 い 間 NG 障 。 NN 
阪 ぐ で きき G の ・ 逢 人 肖 の St6 あう G 密 代り 8^ 穴 由 G つ 國 守 喧 ぐ に 

So wiQ Qto 語 マ 表 じ < 

ざさ を で や SQ や EE ] 癌 会 人 SA ミー ペー ホー 家 

まま を コ 生む 失 me で 8 境 

R 中 時 全 2 の 5 は - ま ただ 「 各 人 ぐ xe つ リリ が ら 天 記 の 全 補 

計 全 宮寺 玉 )) 上 呈 や で お つ 7 四 仙 條 親交 年 で ね の" 滑 

っ ト 、 誠に コ 導 1 ョ ) < * ンー 

38 を を る 8 3 ゅ ら 用 つね ふつ お 拍 宗 洋 刻 り つね ン S 

BI 和 る きま SS っ" 共 邊 WPG 人 秋鹿 p 人 計ら つっ 

ーー 抽 で る 4 の 2 と 
を 本 + 計時 議 計 計る を と hae 和 中共 り 3 
思 さ マン w 入 和 了 由 に 記 委 っ wm いつ お 阿 明 っ NR で P っ 6] 
に り けい つ 騰 竹 ぐ や で AM 幸 や 窟 つ し 


民 る ぐい つつ xp 7 宮 束 8 宗 症 じ m 宮 っ 
mn 丁 志 王 乏 避 細 4 定 ぐ HrKK 一 
ー も 応 衛 HA や ミ ペ ヘーG 析 人 導 了 ゆめ で 
JJ DS3m い ON 
「 罰 りさ つり 足ら も ww き っ ぐ 、 守 9 
SS 測 要 上 "「 室 避 宮迫 門 人 人 を で 
こっ や 】 つっ で 尺 則 款 も 弄 舞 《 ぐ G く ーー 
ミ 和 に だ ve9S い 公夫 品 ちゃ 」 
視 記 や 本 キロ 杉 り DO っ x 他 凌 移 
部 定 深 生 人 veGp 丁 天 和 Syn" 
ドリ りり を の So 、3 人 ント 


せり 6 を Se:、 つ 手下 ぐ 湯 や 請 ン 


逐 


じき きる 駿 h ロ 紹 っ 型 昧 十 つ 洋 欄 怒ら ^ 鹿 窟 や を QoS、 の つろ 心 弓 

っ W 4 六 き さこ で ささ 生 誠 う ンド で 宮 弄 人 守っ css 」 ( 長 拉 めく) 

る ト 介さ る fo 半 思 当 や を し 京 衝 ポ 忘 接 め さき 中 部 全 HPeoW 
1 た 回 こ 、 む や 

より 旧 o KS ゃ 8 まり SER 2 

ーー 9 ビ 短 y つ e 3 

きっ まや 8 人 K 代 馬 セ トト 計る 主人 更 め 補 宮 ビン ミ お 5 

Hs 由 江 Co っ きじ 悦 回 怖 % っ 0 凍 了 

信 つ 肖 る し SG じ し る 2 還 人 せる 揚 さ 「 記 ww ロ ン さ ろり Jp 昌一 中 会 人 SN つう 

すま ます 団 連 共 倒錯 り の ロン ae 人 

まま お すま) PS 中 きる る 計 こ G ロ ぬく へ KN や SQn 肌 人 

レ じき 示 更 セ ン セ 上 の 

RT まい ざさ 半 打 堆 で G 相 太 ou 幅 や 9 | 選 避 導 代 で しら 


つっ 呈示 地下 ロン ジ ン os] 
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実力 以上 の 力 を 出さ せる 一 言 罰 


宜 末 振 ロ 宮 ンド 知 年生 つ 7 玩 音 
で 征 称 環 忌 営 @ 由 部 倒 軒 半 団 で 
^ 首 且 つつ 密 会 震 構 っ お ぐつ で せ 心 
会 臣 壮 ロ XA ペ ミロ ve 波 お pK 吉 っ 
ぐも せき ら の つづ 心 会 ( 折 社 で) 

貼 革 GS 突 も” 折 斑 選 G 玉 世 必 や 弄 
窟 く ぐ 選 で 史 所 会 下 で の ” 赴 民 会 問 十 
YS CD 
「 中 革 己 電 定 さ で ペー 人 へ 移 但 お py の 7 
捉 赴 称 玉 いび い 導 映 遂 べ ので op 式 電 
S 富 藤和 め 志 生 ye リ の 全 や wmeeS や ? 交 
己 束 逢 に で RomG 還 硫 器 veean7 
そ 昌 ら 祝 宮 や ペー 人 へ 全 人 で ン 妃 舞 め 
ン P 介 ンー の 球 球 品 ちゃ" 8 つ " かさ 
か ヘ キ ー ロ eS っ 語 錯 の 2 人 SW% つ づ 
心 」( 長 織 め ぐ ) 

選 祥 SS 中 計り 28 各 民 8 中 
Se、 つ っ 躍 境 勧め 但 尽 や y り つ 会 醒 氏 
や っ 弦 xe* 

「G 本 ゃ 測 畠 や 4 人 征 つ だ ね ゆ S HH ヘー 
憲和 め 穫 を トル 疲 全 G 主 と だ りつ 会 *G 
も せき っ や つば 心 会 で 史 由 革 己 室 全 
や し mo や 会 jo、 JI や し 女 
つや 避 | 

個 定 寮 独 舞 や ン 還 届 GS 養 選 送 
王 会 で る ささっ や 人 S 人 に 求 Shothsp 羽 っ" 
「 交 王 豚 燃 G 鹿 突 り S つ ^ に 表 や 所 
S 征 ぐ 御 重り 票 全 で ペン の wm 
訓 り で 人 ave6 い DS で で 、 び 軒 加 7 
り 祥 交 選 研 じ っ し 越 ろ 、 つ を お りつ 
乱 貴 征 宮 人 代 つい” 思 w つ を せ ッ ン 
っ? そ % 守 押下 和 め 打 6 和 会 揚 由 
1 で 1 OO 筑 つ り ろ っ お 567 Q 民 県 も 赴 
ゼル ン 年 や Ne 生生 | ( 宙 六 % く ) 


と を 具体 的 
す 


き 出し ます 。 親 が 直接 見 られ な いと き は ノー 


導 転 で きる よ 


だ まだ 


子供 は 直前 期 に な っ て も な か な か や る 気 が 


出 な いも の 。 し か し 、 本 番 に 向け て 今 か ら 頑 
張れ ば 結果 が 変わ る と わか れ ば 、 勉 強 に 取 
り 組 む 姿勢 が 変わ る は ず で す 。 結 果 は まだ 
わか ら な いと 気づけ ば 、 逃 げ 切り た い 子 も 
追い 上 げた い 子 も 目 の 色 が 変わ り ま す 。( 吉 


本 さん ) 
ト を 写真 に 撮っ て メー ル で 送ら せる と いう 


いか 、 復 習 し て 定着 で き て いる か を チェ ッ ク 
方 法 も あり で す 。 (吉本 さん ) 


間違え た と ころ が や り っ 放 し に な っ て いな 


する た め 、 そ の 日 に や っ た 


公 


人 
時 
) 
に 3 
に 
癌 
な 
セ 
交 
県 
6 
トコ 
ピ 
Po 


さ 
ほ 


ね 


回 
と を 少し ずつ 具体 的 6 


と で す 。( 吉 本 さん ) 


すれ ば 点数 は 上 が る か ら 、 ま だ 伸 
な っ 


び し ろ が た くさ ん ある 」 と いう 発想 の 転換 が 


こ 


大 切 。 知 識 の 暗記 や 漢字 ・ 計 算 な どの 基礎 
固め を 徹底 的 に や れ ば 点数 は まだ まだ 上 が 


り ま す 。( 加 藤 さん ) 
掲げ よう と し ます が 、 子 供 は 目標 が 大 きす ぎ 


〇 〇 が で きる よう ! 
た 
親 は "次 は 点 以上 』 と いっ た 大 き な 目 振 を 
る と や る 気 に か れ ませ ん 。 子 供 を や る 気 [ 
せる コツ は 、 計 算 | 問 ・ 漢 字 | 字 な ど 、 で き 


セ 
交 
で 
1) 

s 
4 
IM 
信 
FV1 
ピ 
代 
信 
い 
中 
條 
ン 
に 
1 
セ 
晒 


過去 問 を 解い て 、 出 来 が 悪かっ た と き (〔 


る よう に な っ た 


きる よう 
め て や る 


120 


不安 で 実力 が 出し きれ な い 子 へ の 一 言 


SG 
SS じ S は 
や に 大 らら 1 
は を 32KKSSSS 
x 庫 昭 っ へ 中 呈 E 
と も くき 3 で 
リロ p 絹 記 まつ 
や KO 狂 世 2 る Ju 本 舞 さ 
四 打 選 圧 xx < 全 語 装 還 司 和 を せ 症 つ 
NO 人 ィ リ ィ う 一 凍 謀 Q s レ で 
e 策 K 隊 % ら 3 て 請 較 に 
れ が な 人 な >| 滞 NSS が さや 人 
先 ね つや ら うき 編 ーー を すり 
NN や 呈 1 人 HH 所 《 月 S で は っ うつ 私 灯 拍 避 
R 還 せ や を ュー 全 に SPIESSA 必 
W 以 っ Q 会 nmSS と SS お うつ 
6 きき る SS っ の っ の 人 3 08 も ちな 
還 了 和 R20S2S 半 科 ささ 志 戸 つっ を 
ン 人 Q 党 で や コ 涯 記さ 
を うき の 時 じゃ っ 
尽 暴 公 本 っ 記し 応 括 つ 』 
応 で い 計 所 つ だ へ "香恵 訪 合 つ だ 


ら つ ら で 選 中 近 悪 o や / 展 導 中 選 


へ 拘 en 名 っ 


「 ポ 脱 つ いつ 
氷 応 Se 
会 つの | の on ANA を 


に 


の 


まつ ィ 
0 二 半 村 KOO「 除 路 8 
上 RS ふ っ 選 昧 "< っ 
ロン 埋 語 つと いっ 下 加 つら で 


RSU 
^ っ 電 コ と 
人 S ド 記 せ 恥 候 村 と 杏 際 
0.0 9 か す -) めまい ピス 求 」 つ っ 
0 氏 5 時 思 り や き 人 8 に 3 で つり ざ つめ や めじ を せら つら 
款 に ピ まる 画 て 馬 人 者 まま で に に うう 
0) 叶 ) 鶴 劉 務 電導 で S 押 っ 
Q 三 人 上 つ SG すす 2 
S ミ 還 議 語 3 9 る ピッ ミセ KN 
や ー 4 2 で ES 
an ん 呈 で 全 時 四 | し 3 て さら 到 らい 羽 玉 な 列伝 
まま きり ニニ 本 は 1 キレ 2 和 R 
本 生 まま 一 人 MSSSSK HG 一 Na 
要 て 全う で 人 YS 当 マ 0 を PS" 届 襲 wet RNN 
寺 副 必 つ さ も SQ と 時 人 wG 剖 上 や て の 
に 308 雪 コ 衣 介 作 祭 来 も 還 計 避 舞 ら 。 立 晶 9 ご に En 
三 に いま Y じゃ や 表 羽 間 来れ 了 OAD つ pen 
区 や じじ SGKS3 た っ つり 醒 店 つ っ のり Eooe56/ は 3 
を すま ませ 10 の Me 
? に さっ 立直 と きら Co ペコ Ss: 
に に 


会 上 寺 ae や つき 心 」( 忘 肖 w% ぐ ) 回 
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に に まで ナマ 
斉 岡 才 選 ・ 邊 肪 人 忠 
間 畑 (ペペ に" 聞 NK) 
6 囲 租 8 wwG 王 普 坦 還 会 時 が 6 
い 8? 選 -Je56 人 NN 人 更 図 据 
堂 称 記 さ Oxe 下 遇 会 皇 軸 % で お っ て 
「 妻 @ 忠 往 せ いろ し 」 つ 2 
愉 S 赤 計 更 博 つ お 屋 っ 悩 世 全 
請 購 の つい 当 % で " 絶つ つ ピ 
雇 多 を xe 羽 住 机 る 時 る 窟 へ 
つり 2 ぃ 6 

の -J っ 5 の リル G 釧 民 ド ー ロ 87 
そ 窟 を 昌 召 ” 衣 の 2 で や 羽 吉 吾 S 
定 欠 人 れき る で ン 選 正 羽 め 王 つ 
つ 祥 で 全 へ を や っ 6G 全 止 閉 ど ピ 


っ お 倒 。 人 回 8%% ぐ uvG 守 写 公 
幼き 尺 迫 人 SYSxe7 eS で る 
8 で っ 坪 和 AO 全 ? 


考 雪 選 設 球 計 (K 地 表 中 素 御 演 
鶴 取 ) 8 の 叶 排 w% や ^ そ 釧 団 
衣 多 因 困 ve 斉 団 め ね 3 | べ G 吉 
罰 珈 好 ( 屋 最 門 邊 生 ) つ つい ” 避 
時 時 坦 褒め で りお 9mwG 貴 "4 
園 鑑 尺 ト Kー 和 めい ント ^ 店 部 お 
SG 斬 態 尽 の 作 め 朋 選 つ し m? 
択 寺 R 坦 @ 填 RIKK 一 On 征 
PNGG 人 Se・ 

「 孝 甘 羽 和 下 遇 つつ い 王 つい m ロ 
SQS” 部 慎 4 ら mxS で っ 据 
突入 所 さっ の S で eK て りさ で Po で 


も で いう のぶ さこ 


に 


円 ン RS 中 嘩 


回 


敵 コ 選 穴 ws 


た コ 


回 還 


ト K く 一 代 や 


選 外 会 邊 SG 人 


に に) 


そ 交 


の ゃ 時 あの 早 記 " 訟 下着 回 居 守 当 半 志 応 
EE 


回 夫 2T" ら 言 さ っ 末 鶴 


喝 い つっ 心 宜 図 め つ 」 

Se850” 元 正 羽 王 6 当時 き ^ 
宮 G 利 臼 G 玩 隊 つ 組 球 下 で 
LSW で だ りす だ こし 語 いこ Sd 
8^ 棄 つ ン 宮 ee 下 邊 く 赴 玩 暑 中 
Kー・ 国 態 ぐ 中 邊 ミ 孔 野 己 銀 
容 陸 梁 逆 ぐ 近 巧 慌 め 編 や pG 公 代 
いし 強 人 る で だ りり で や を 本 
固 叫 4G 光 堅 つ 外 で や 公 人 SG 全 
つつ で さっ" 

忠昌 @ 握 帯 軍 近 りら 8^ 男 朋 ぐ 攻 
環 り SQ る 給 ” 明 媒 " 索 SG 層 
入 物 錯 麺 く 型 っ を へ の っ 必 宮 衝 
会 YS 人 G 赴 NNK て 6 窓 宝 
mRou WS 豆 8 る ・ 持 穫 窟 ら 
や 典 民 つい ン QG 全 つの 鶴 OxeP ww 
で ぐせ 出題 りき っ 神 激 補 の 届 8 明 
つ 全 つ 手 雪 球 笠 き 「 る 引 師 G 束 
潜り 羽 外 咽 窟 や の っ nmSS^ 
0 ゼ ン 認 で りら ゃ で 」 っ 7 
守っ つ w 定 症 伸和 を *e 公 / 泉 論 
GS ベー 全 層 邊 喧 で 所 畠 会 血 肖 
SQ の 店 革 倒 和 G そ 給 
を 注記 己 英 ye 手 o 史 穫 穫 訪 輩 
会 ポ で で りつ enS も 8 っ 倒 “ 

OSK コード に Evo 
し 思 坦 G 部 守 写 り 六 千 つり ろ 
や で や もらっ" 


[Seas 想 銘 本 引 紙 氏 特 ロ 


必 
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揚 *@ 合 っ 各 生 移 お 所 准 G 
N い ホー ルター を 民 握 聞 且 GK 
ミ 首 折 倒 提 じ 衝 7 府 革 りり で 叶 
記 惑 9 全 人 S へ や 」 

選 半 の 無 押 写 國 Anws ン 店 と 
登 ちり 詞 多 慌 G 柏 吉羽 ON ド 
ー ル ター(= 根 寺 ) ギ つ ^ 表 鎧 羽 宗 
つつ い G 史 軍 ン 称 棄 wo の っ 
りつ 8 織 証 知識 人 る や ye? 思 ゃ 
て" 団 掴 ・ 計 下 ぐ 性 栄 吾 宮 塊 
ンド R= 國 東征 や りつ US 
ぷっ ろ つ ^ 民 畠 史 | 拉 S 憧 己 巧 つり 
St0 り つや ^ 宮下 叶 路 天 ぐ 控 史 
いひ おり つり の で 守 全 の 明 y い 

mapnoep 届 赴 会 届 環 合い に 
了 甘 羽 史 癖 樺 ぐ 革 つや 選 の いつ 
っ 心 宮 W 全 YS つも で 38 で 3 
下馬 ” 羽 失 G 半 正 判 竣 7 
癌 SG お で Ao 間宮 選 現 G 
呈 隔 の Op っ s7 性 語り や 
ぷら 人 ぷる 貴 下 G て ュー へ へ 
も セン me ン SnS- つ NN つつ en 
RISYYj 

選 せ つ 8 つ 58「 忘 弧 和 GR」 
1K 和 を 功 昭 由 GS 編 祥 っ w 
い 給 記 つ 9 っ ン で く ヘー 人 を 
必 N ふ Sー 知 選 ン 選 で 演 で し 昌 S 宙 


に ニュ リプ くだ 
全 求 有 つ いつ en 


つ 揚 世 の Ps っ? 

王 癌 台 鎧 りゃ ^ 写っ 各 史 下 恨 
op 屋 っ 部 末 六 和 礼 ぐし 更 
演 め 元 @ 人 写 還 も じき 記 に 羽 
7 を 叫 六 G 給 了 R" 中 っ 慌 


内 軍人 包 菩 SO 人 An? 


「 黄 括 界 近 全 鶴 つ っ 作 晶 ぐ 由 剖 せ ^ 
富 絡 p 洋 ** で きっ つろ 心 福 豆 会 
No" つ 全 つつ SS 全 SNwnOAS ン 


邊 会 李 っ hp 拍 償 り っ? 組 
主人 や め つ いし >pxn で お へ ^ 台 中 や 
図 板 六 称 定 末 つい 2 お 店 8。 尺 
や N 熊 晶 @ 英 疾 醍 控 全 守 つ ン P ゃ 
邊 会 字 っ 由 部 会 っ SG や セ 」( 箕 
ヨ 球 半 ) 


そら り 会 避 折 避 華 つ 計 慌 称 
祖 と りつ" 鑑 や R 写 HG 編 つ の 
SS 

手 志 ボ 寺 な 「 由 部 肖 定 人 ど 小 
きり 誠 東 や spxoe 生 。 将 移 想 
つい ロリ つ で や で て お? WS 衣 頑 
に もい TOP く ん = エー 


か 向 黄 征 つ の な や 3 混交 細 S 普 准 」 Yoe9oyset つらい So 計 壮 お 会 裳 下 の の つの ! 人 や 腔 己 表 認 久 直 つ り ろ ぷ や] 
る だ 人 二 玩 つき ら 9 る 時 羽 S 選 填 ! 所 膨 ら 芋 つき ^ ea2mdSS 幅 宗 つ | つら 殺生 っ 害 計 を で 枝 替 87 王 着 / ! ul 

ロリ Sve SR 証 時 3 生 ぐせ 【 旨 是 ロ つ お 公 で し 元 ン りつ や で ン |! 宮 朋 -K 逢 つ 凌 季 e8o7 洛 ! Tomop7 人 K 曲 も G 所 物 腹 押 
や Se 全 相 半 2 る 生 奪 = ロ N | eee っ ン な る 中 下 SKNIIN | 記 つ 殿 杏 he で 32 編 居 析 w 1 中 直 G 合 背 点 ら を @ り っ 
TSK ミ ASeo リ G 夫 稚 会 要 っ ! へ 幼 無 表 坦 G 層 時 上 欄 人 り の / ! SG 表 束 っ 党 ロ で やつ 人 S*0 | の Psp 半 写り つ 唱 弟 さ 2" 回 
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ファ ミリ ー 満 点 塾 


社会 科 
完璧 ドリ ル の 使い 方 


身の回り の 出来 事 に 関心 を 持 と う 


今回 の 満点 塾 は 、 小 学校 で 習う 社会 科 の 単元 を 幅広 く 扱っ て いま す 。 中 学年 で は この 社会 の 一 員 と し て 生き て いく うえ ぇ 
で 知っ て お いて ほし い 一 般 常識 と 地理 、 高 学年 は 歴史 と 公民 を 扱っ て いま す 。 社会 科 を まだ 習っ て いな い 低 学年 で は 、 身 
近 な 人 の 出身 地 や 仕事 な ど を 聞く ワー クシ ー ト 形式 に し て いま す 。 社 会 科 の 知識 は 、 基 礎 的 な 内 容 を 押 き えて いる だ け で 、 
日 々 の ニュ ー ス で 耳 に する 出来 事 、 天 気 予報 で 出 て くる 地名 、 テ レビ 番組 に 登場 する 人 名 な ど 、 さ ま ざ ま な か 方面 か ら 情 報 


を 吸収 で きる よう に な り ま す 。 早い うち か ら 基 礎 知識 を 身 に 付け て お く こ と が 、 の ちの 学習 を より 加速 さす る は ず で す 。 


まず は 解け る 
箇所 か ら 
埋め よう 


今回 の 満点 茸 は 教科 書 レ ベル の 内 容 
が ほとん ど で す 。 た だ 、 う ろ 覚 え に 
な っ て いる も の 、 忘 れ て し まっ て いる 
も の も ある か も し れ ま せん 。 知識 は い 
つ 聞 か れ て も 答え られ る よう 、 し っ か 
り と 覚え て いな いと 意味 が あり ませ 
ん 。 まず は 自信 を 持っ て 解け る 問題 か 
ら 埋 め て いっ て くだ さい 。 社会 科 は 
下 の 学 年 で 習っ た 内 容 に 抜け が あっ 
て も 気づき に くい 教科 で も あり ます 。 
下 の 学 年 の 問題 も 解い て 、 抜け 漏れ が 
な いか 確認 し て みて くだ さい 。 


うろ 覚え の 
問題 は 
再度 解き 直し 


問題 を 解く 際 に 手 が 止ま っ て し まっ 
た り 、 悩 ん だ 未 に 答え を 書い た り し た 
問題 は 、 記憶 が か な りあ いま い に な っ 
て いる 可能 性 が あり ます 。 放っ て お く 
と 、 あ と 数 カ月 し た ら 忘 れ て し まっ て 
いる か も し れ ま せん 。 すぐ に 答え られ 
な か っ た 問題 は 、 時 間 を お いて 再度 解 
き 直 し て みて くだ さい 。 暗記 教科 の た 
め 、 あ と か ら 取 り 返 す に は 大 き な 労 力 
が か か っ て し まい ます 。 その 学年 の 内 
容 は な る べく 年 度 内 に 覚え きる つも 
り で 取り 組ん で くだ さい 。 


ウェ ブ の 
1 問題 で 
し っ か り 定 着 


下記 の URL で 、 追 加 の 問題 を 公開 し 
て いま す 。 社会 科 の 学習 で は 、 幅 広 
い 問 題 を 数 多く 解く こと が 不可 欠 で 
す 。 ファ ミリ ー 満 点 事 の ウェ ブサ イト 
で は 、 過 去 の 社会 の 「 地 理 ]「 時 事 問題 ] 
「 平 成 ] な どの ドリ ル も 無料 で 公開 し 
て いま す 。 併せ て ご 活用 くだ さい 。 


下記 URL か ら 問題 を 
ダウ ン ロ ー ド で きま す 。 


htps7/wwwwpresidentcojp/famiy/manten/ 


さあ 、 次 の ペー ジ か ら レ ッ ツ チャ レン ジ ! 
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BOOKin BOOK⑲ 


二 壁 ド EL 


社会 科 で 習う 基礎 ・ 基 本 を し っ か り 定 着 。 身 の 回 り の 出来 事 や 世間 で 起き て いる 事件 に 
関心 を 持つ こと が 、 立 派 な 大 人 へ の 第 一 歩 で す 。 


125 進学 塾 VAMOS 王 監修 菊 野 友美 = イラ スト レー ショ ン 


低 学 年 か ぞ を 〈 く の こと を し ら べ て みよ う 。 


form http://13DL.TO 
0 あな た や あな た の か ぞ く 、 し ん せき が 生ま 
れ た 、 と どう ふけ ん や 、 し くち ょ うそ ん を 
し ら べ て み ま し ょ う 。 
(れい ) 自 分 : と うき ょ うと ちよ だ く < く 


@ あな た が り ょ こ う で 行っ た こと が ある ば 
し ょ を 書い て み ま し ょ う 。 
(れい ) き ょ うと ふ 


@) あな た の か ぞ く の し ょ くぎ ょ う を し ら べ 


て み ま し ょ う 。 
(れい ) 父 : ぎん こう いん 


@ あな た が な っ て みた いし ょ くぎ ょ うと そ 


の 理由 を 書い て み ま し ょ う 。 
(れい ) う ちゅ う ひ こう し 
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低 学 年 よ の 中 の こと を し ら べ て みよ う 。 


0 あな た が も っ て いる も の の 中 で 、 外 国 で あな た が 知っ て いる 外国 の 有名 人 と 、 そ 
作ら れ た も の を し ら べ て み ま し ょ う 。 の 人 が 生ま れ た 国 を 書い て み ま し ょ う 。 


(れい ) ふ で ば こ : 中 国 : (れい ) ド ナル ド ・ ト ラン プ : アメ リカ 


@ 符 日 信 べ て いる お 米 や 野菜 は 、 ど こ で 作 人 あな た が 知っ て いる 時 代 を 書い て み ま 
られ て いま すか 。 スー パー な ど に 行っ て 、 し ょ う 。 」 
し ら べ て み ま し ょ う 。 E (れい 江戸 時 代 
(れい ) お 米 : に い が た けん 5 
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0 田 め た 、 社 会 の ルー ル を 何と いい ます か ? 


人 学 欠 


澤 は 、 何 蔵 に 中 き 下 げ ら れ ま すか ? 


@ 日本 の 成 
| 


@9 日本 て お 酒 や タバコ を 購入 で きる の は 何 蔵 か ら 


で すか ? 


[ 


@9 2019 年 10 月 か ら 10% に 引き 上 げ ら れ た 、 商 品 を 
買う 際 に 支払 わな けれ ば いけ な 


ん と いい ます か ? 
げん ざい せん えん さ つ ょ う ぞ う が だ れ 
人 圧 の 千 円 札 の 肖像画 は 誰 で すか ? 


| 


9 発 在 の 5 千 円 札 の 肖像 画 は 誰 で すか ? 


[ 


まん えん さっ 


9 人 寺 の 1 円 札 の 肖像 画 


[ 


は 誰 で すか ? 


は 誰 で すか ? 


) いい 務 幅 札 の 肖像画 


| 


いい 税金 の こと を な 


人 いい 5 生息 札 の 肖像 画 は 誰 で すか ? 


) いい 1 労 骨 札 の 肖 像 画 は 誰 で すか ? 


0 本 で は 、 国 の トッ プ は 普 相 と 呼び ます が 、 者 道府県 
の トッ プ は 何と 呼び ます か ? 


L ] 


上) 2020 年 に 東京 で 開催 され る 、4 年 に 1 度 の スポ ー 
ツ の 国際 大 会 を 何と いい ます か ? 


⑫ の 開会 直後 に 開催 され る 、 身 体 障 害 者 を 対象 
と し た スポ ー ツ の 国際 大 会 を 何と いい ます か ? 


L ] 


生生 開 催さ れる 、 主 要 先 進 国 の トッ プ が あつ まる 
会 議 を 何と いい ます か ? 


きき ょ うど うた 


《9 ヨー ワッ の 多く の 国 が 如 表 し て いる 、 地域 共 同体 
を アル ファ ベッ ト で 何と いい ます か ? 


現在 200 カ 国 近く が 加 望 し て いる 、 世界 の 平和 を 


目指 し 1945 年 に 発足 し た 国際 組織 を 何と 呼び ま 
すか 2 


1 ] 
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中 学年 地理 編 


Ai 肌 


0 日本 で 一 番 高 い 山 の 名 前 を 答え な さい 。 


l 


9 せ 失 で 一 番 高 い 山 の 名 前 を 答え な さい 。 


| 


9 日本 て 一 番長 い 川 の 名 前 を 答え な さい 。 


| 


0 此 失 て 一 番長 い 川 の 名 前 を 答え な さい 。 


l 


本 て 一 秋 広 い ( 流 城 番 積 が 広い ) 川 の 名 前 を 答 


えな ぎ い 。 


l 


9 せ 指 て 一 番 広い ( 流 城 積 が 広い ) 川 の 名 前 を 答 


えな さい 。 


| 


人 日本 て 一 天 広 い 者 道府県 は どこ で すか ? 


l 


[ 8 ) 日 本 で 一 番 狭 い 都 道 府 県 は どこ で すか ? 


| 


129 


日本 て 一 番 広 い 湖 の 名 前 を 答え な さい 。 


日 本 の アメ リカ 軍 基 地 の 約 7096 を 抱え る 都 首府 県 
届 導 ご で か 


語 : 


0 1764 年 に 開通 し た 、 東 京 と 新 大 阪 を 結ぶ 高速 鉄道 


の 名 前 を 答え な さい 。 


] 


むす 


の 磁石 の カ で 進み 、 東 京 と 大 阪 を 約 1 時 間 で 結ぶ 


と され る 高速 鉄道 の 名 前 を 答え な さい 。 


6 月 に 失 和 の 深 よ で 第 する 介し 大 
水 の 別名 を 答え な さい 。 


上 が 放っ た と き な ど に 、 一 時 的 に 水 を た め て お き 、 


Q 光 法 し た 河川 の 水 が 、 


水力 発電 を 行う 施設 を 何と いい ます か ? 


人 の 住む 地域 に 流れ て いか 
な いよ うに 、 河 川 付近 に 土砂 な ど を 幻 り 上 げた も 
の を 何と いい ます か 。 


上 炎 竹 時 、 危険 な 地域 や 避 難 経路 を か いた 地図 の こ 


と を 、 カ タカ ナ で 何と いい ます か ? 


0 目 本 の 県 の 中 で 最も 広い 県 は どこ で すか ? 
9 せ で 最も 面積 が 大 きい 国 は どこ で すか ? 
人 せ 抄 で 最も 面積 が 小さ い 国 は どこ で すか ? 


[ 


@9 加 在 日 本 が ロシア と の 問 で 領土 問題 を 抱え る 、4 
つの 島 を 合わ せ て 何と いい ます か ? 


現在 、 日 本 と 中 国 の 間 で 領土 問題 が か 生じ て いる 小 
島 群 の 名 前 を 答え な さい 。 


9 信 素 2 海外 に 生産 拠点 を 移し 、 国内 の 産業 が 
する こと を 、 産業 の 何 化 と いい ます か ? 


に 


人 ちる 機構 や 機器 が 、 人 の 手 を 必要 と し な いで 、 自 
動 的 に 制御 、 動 作 、 連 携 する 技術 の こと を カタ カ 
ナ で 何と いい ます か ? 


@) 若年 層 の 流出 が 進み 、 人 口 減少 が 著しく 進ん だ 状 
態 を 何と いい ます か ? 


、 郊 外 の 地域 の 人 口 が 増え る 
現象 を 何と いい ます か ? 


L ] 


都 の 人 口 は 減少 し 


) 総 湖 の お それ の ある 野生 誤植 物 の 国 際 取 引 に つい 
て 決め られ た 条約 の 名 前 を 答え な さい 。 


L ] 


0 岸 か ら 200 カ イリ ( 約 370km) まで の 天然 資源 は 
その 沿岸 国 の も の と な る 海 城 の こと を 漢字 7 文字 
で 何と いい ます か ? 


上) 先 伏 国 と 発 展 途 上 国 と の 間 に あ る 、 社 会 的 、 経 
済 的 な 格差 を 何と いい ます か ? 


南極 上 空 な どの オゾン 層 が 簿 く な り 、 穴 が 開い た 
よう に な っ た 場所 を 何と いい ます か ? 


L ] 


9 イギリス に あぁ る 天文 で 、 本 初子 午 線 を 決め る 際 
に 基準 と な っ た 場所 を 答え な さい 。 


L ] 


《9 日 本 の 標準 時 子午 線 が 通っ て いる の は 、 東経 何 度 
で すか 。 


L ] 


9 日本 の 最 東 端 に ある 島 の 名 前 を 答え な さい 。 
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歴史 な いか く 
0 日本 禄 の 内 韻 総 理大 臣 の 名 前 を 答え な さい 。 


- 


し ん ぞ 


9 才 在 内 開 絵 理大 臣 を 務め る 安倍 特 三 区 の 祖父 の 
名 前 を 答え な さい 。 


旧 千 円 札 の 首 像 画 で も 知ら れ 、 法 陰 を 建て た 
飛島 時 代 の 摂政 の 名 前 を 答え な さい 。 


@0 元 在 、 世 狗 で 24 倍 人 以上 の 信者 が いる キリ スト 教 
の 開祖 の 名 前 を 答え な さい 。 


9 了 国 時 代 、 キ リス ト 教 を 積極 的 に 保護 し た こと で 
知ら れ 、 楽 市 楽座 な どの 政策 を 実施 し た 戦国 大 名 
の 名 前 を 答え な さい 。 


9 ⑤ の 天 次 の 臣下 と し て 知ら れ 、 天 下 統 一 を 達成 
し た 戦国 大 名 の 名 前 を 答え な さい 。 


8 


9 2000 征 12 月 に 周辺 の 史跡 群 が 世界 文化 遺産 に 登 
録 され 、2019 年 の 火災 に よっ て 焼失 し た 沖縄 県 に 
ある 城 の 名 前 を 答え な さい 。 


@) 950 年 に 北朝 鮮 と 韓国 の 間 で 始ま っ た 戦 争 を 何 
と いい ます か ? 


l ] 
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国会 が 開か れ て いる 国会 議事 堂 は 、 東 京都 の 何 区 
に あり ます か ? 


ぽ ] 


@9 田 人 に お いて 、 政権 を 担当 する 政党 の こと を 通 
称 、 何と いい ます か ? 


l ] 


@ 国会 浅 員 に な れる 年 齢 は 素 議院 で は 25 歳 か ら で 
す 。 で は 、 参議 院 は 何 歳 か ら で す か ? 


L ] 


0 上 和 の 自由 民主 旧 政権 の 前 に 第 一 党 だ っ た 履 
の 名 前 を 答え な さい 。 


@ 侍 法 25 条 に お いて 保障 され て いる 、 労 働 者 に 説 
め ら れ た 権利 3 つ を 合わ せ て 何と いい ます か ? 


| ] 


9 侍 法 25 条 で 保 陣 され て いる 、 人 が 人 らし く 生 き 
る 権利 の こと を 何と いい ます か ? 


L ] 


9 1947 征 に 制定 され た 、 日 本 の 教育 の 指針 と な っ た 
法律 の 名 前 を 答え な さい 。 


L ] 


6 ノー ベル 賞 の 拉 賞 式 が 行わ れる 国 の 名 前 を 答え な 


さい 。 


1 ] 


低 学年 か ぞ を < の こと を し ら べ て みよ う 。/ よ の 中 の こと を し ら べ て みよ う 。 


今回 の 満点 塾 で は 、 低 学年 の 問題 に 正解 は あり ませ ん 。 親御 さん と 一 緒 に 家族 、 自 分 の 住む 町 や 地域 、 旅 行 
先 な どか ら 身 近 な 「 社 会 」 に 興味 を 持っ て いた だ けれ ば と 思い ます 。 お 子 さ ん の 解答 を 見 て 、「 も っ と ほか に 調 
べた いこ と は な いか な 」「 行 っ た こと の ある 場所 は 、 ほ か に も な か っ た か な 」 と 声 を か け て や っ て くだ さい 。 解 


答 欄 が た くさ ん 埋まる こと を 期待 し て いま す 。 


中 学年 地理 編 


⑩ 守 寺山  ⑳ 合 湖 

@②@ エ ベレ スト 沖縄 県 

@ 信 渡川 0 東海道 新幹線 
@ ナ ィ ル 川 | ⑯ リ ニア 中 央 新 幹 
@ 和 利根川 1 台風 

アマ ゾン 川 め グ ダム 

の 北海 当 1 堤防 

⑥ 知 川 県 : ハザード マッ プ 
厩 

⑩ 伊 藤 博文 区 
@ 単 信介 

@ 思 徳 太子 

の イエス キリ スト 

@ 絶 田 信長 学 働 三 権 

@ 豊臣 郁 吉 生 大 

の 音 里 城 の 教育 基本 法 
@ 彰 鮮 戦 争 1 ⑩ ス ウェ ー デ ン 


中 学年 一 般 常識 編 


⑩ 筆 
@18 歳 
@20 歳 

@ 消 偶 税 
@ 野 ロ 英 世 
⑥ 桶 ロ ー 葉 
の 往 沢 論 二 
@ 北里 柴 三 郎 


岩手 県 

@⑨ ワ シア 

バチ カン 

の 北方 領土 

@ 矢 問 諸島 

@ 産業 の 空洞 化 
の オー トメ ーション 
@ 妃 款 


1 @ 津 皿 梅子 

1 ⑯ 泊 決 

1 0 知事 

め オ リン ピッ ク 
パラ リン ピッ ク 
サミ ッ ト 

1 @EU 

1 国際 人 人 


高学年 地理 編 


i ドー ナツ 化 現 旬 
⑩ ワシ ント ン 条 約 

1 ⑩ 朱 人 89 経 水城 
1 人 @ 南 北 問題 

1 ⑩ オ ゾン ホー ル 

1 グリ ニッ ジ 天 文 台 
1 135 度 

1 @ 玄 鳥島 
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プレ ジ デ ント 人 @ 


Famnly 


80 
中 
と | 
也 
NN | 
一 | 
や | 
人 
り 


帳 最 史 下 で 守 了 居 楓 6 要 e 球 時 ” 由 
半 全 評 で 婁 り 悪 の ウン Q り Jsp 人 SS 
も せき の 3AQn 倒 吸 全 志 全 で 定 古 畔 
EASYEE の の こ J9 ま = や YOS: フッ 
ン っ 回 2yn い NN や SS8 こ SG 全 " 

叫 ぐ 半周 ・ ふ ュー リリ AE 「 吊 千 
起 」 S 授 填 ー ペ ュー トー ポ 展 李 捉 めど 家 
に な に CESP く 人 
「 妊 和音 人 る me も や 捉 介 人 So 由紀 さ 
中 本 の つい を 必 マ テー 脱 必 慌 倒 羽 っ や 
ヤ 公 / 時 っ 民 史 康 環 ve つ 会 WO い 測 守 
上 ちら 忠 四 人 る ぐー マー 肌 必 つと 
愉 門 避 並 写 全 人 る りや” 意 辻 会 に 
四 つ い 婁 ぐ 王 仙 で 応 共 中 の 落 参 ど 
舞 全 区 曲 つ を ヤン 8 ら ^ 基 当世 
還 り on や つ 7 秋 で 丸 韻 参 倒 
現 2G 民 国 ロ で P つ うぶや 」 

婁 ぐ 所 人 つ 民 8 評 で 貴 けり 4 で 
し 呪 Se 王 w 基 会 つ 慰 届く の 
ヘー ミ 多 交 め の 其 倒 持 ロン の mS 
穴 軸 は 8。 斉 全 邊 福 ロ つい 会 へ の 葉 
員 記 の 問 と りつ の 公定 究 2" 

「 ふ K ミ を 伯 っ 胃 に で の 脱 で さ ン SS 
冥 称 明 ぐ モロ くく で ms 全 宮 療 員 
和 衣 へ 普 っ リン め っ " 近 軍 案 せ 意 喜 
窟 貴 2 ぐも や 全て AN 会 人 ひで り 
つ 全 人 SeS PSR KK へ や の 6 や 


で ” 正 G ふ R ミ を 圭史 据 つい 


介 由 で 3 「 訪 で お 婁 ど 忠 いで 
り 守 交信 唐 @ 王 品 く ざし きっ し で 
っ MReee の ころ つづ 

つり (コー で 並 記 選 り 王 G ふ ミ 
知 如 喘 つ ^ 員 い いっ で 翌 っ ね ふさ ミロ 


丸め た タオ ル を 靴 の 中 へ 入れ 
て 水分 を 取る 。 靴 ひ も を ほど 
いて 奥 ま で 入れ る と ペタ ー。 

急ぎ の と き は タオ ル で 包ん で 、 
洗濯 機 の 乾燥 機能 が 効果 的 。 


ドラ イヤ ー の 先端 に 靴下 を 
か ぶせ る 。 温 風 と 冷風 は 交 


互 ( 


で 地 選 ウキ ー ツ の 登 語 50 謀 全 や " 

「 で 時に ロ つ ロ 。 革 員 会 邊 区 を セン “ 
ゴン 硬 全 < く Q 突 器 知 の 会 だ ビ ン 約 っ 9 
民 居 会 回 悪 つ りら っ ね ぐ 還 引 や 半 還 時 0 絆 
全 つ ピン ね め ろ 交 下 G 密 求 さ の 写 咽 つ 
ぐっ っ 宗 計 会 KK も セ 」 

年 細 翌 壁 松 人 人 So 作 漠 る 拒 堅 股 
翌 め 愛 2^ 宅 天 Ce つい て ぐ の 敢 っ 
民 選 win 

癖 康 さっ 可 り 8” 央 虹 繋 G 江 豆 
加 百 時 ve の 立 紀 で ? 

EE さす こい OR 

ーー ロロ く で い 謀 加 % や ピン め 7 tw 

G 組 ” | 所 選 ぶ ボ ミル を 吉 己 Dr く Sve 

つ " 過 弁 撃 や p 悪 ロン ン で ユ 
が" 選 且 記す 中 全学 つ 
で らち 穴 や ys 生 」 

り SnS 由 皿 り 芝 忠 称 窟 つつ 
選 「 明 ぐ 筆 角 で 凌 中 和 誠 和 8 

や 」 電 め 或 お や G 全 IN ャ テー" 

志貴 己 及 必 りつ や 忠 ※% や 紐 @ 王 
ロ 飲 で ね 瑞 居 穴 宰 つ リ ン S で NT 染 で 
ヘー や ^ 環 普 民 つ 落 @ 選 RSNwn 1 
「 刀 め 悪人 さっ や 愉 。 環 富 っ 邊 還 選 
保守 で 補 回 避 全 や リン め っ 」 

ー 必 マシ ー6 羽 析 ロ っ ぶさ ン さ で 8 紐 
に 称 会 代 や つ 6 心 究 省 膨 音 人 る りり 
つつ 公 ら wose KJ 選 で 
「 評 も や 鹿 ぐ ぐ や 宮 著 会 吉田 補足 枝 っ 
臣 つ 堂 國 りら 良 @ 乳 や 窟 顎 宮 己 藻 交 医 
モン ン Sm 人 2 IN ペー 人 を お 
SG 思 束 震 pXSeG や ^ 騎 叶 %o で 全 を で 
人 S ち ウン 紀 っ 」 回 


大 友 良 祐 |「 孝 専科 」 技 術 ト レー ナー。 全国 101 店 舗 を 展開 する 鞭 や バッ グ の 修理 ・ ク リー ニン グ 専 門 店 「 寺 専科 ] の 技術 責任 者 。 研修 部 門 責任 者 も 務め る 。 


ンー) 


430 磁 つい 際 了 牙 ロ 
いい IS 


、 OG 融 休 裕 六 き 補 才 p お 


ざ つ が つ お 5 球 時 。 得 属 忌 や も と 
= 穴 靖 ロコ x9 基 直毅 本 つろ sm? 
基地 称 部 お や 8 療 地 へ KG 電 
っ 層 党 8 直っ りつ 会 横丁 りゃ 
や KN8 層 民 思 混和 全 症 字 く 和 一 
と トル SN で 8 | 中 括 代り じゃ 人 る" 
和室 寺 隊 や ho いひ ロ つつ で 避 " 

つ 全 つ " 嘱 県 @ 北 地 寺 [2 が 62 人 会い 
明 突 つね りつ GS っ | っ 介 絡め So 
心 品 ^ 帳 に 岩 宮 還 全 Sm" へ K 
や 公国 っ 型 窟 仙人 生 @ の つろ 2 レー らら 
表 1 っ 28MIDemsepS5 や ら 聞 K 
ふ 公 坦 っ 末 鶴 人 直 we の ぐ 選 pan 
で Tnwine8 っ yp 思 16 基 聞く ぐ 
罰 ぷ つり 8 季 ね っ opG ゃ “ 

共 地 班 琶 いい つ w で の 穴 胞 へ ロ 
AG 会 加 宮 想っ ペ 光 器 胃 や ちゃ 倒 
元 り 6 お 0。 っ で の 恨 宮 、 和 
区 ひい 2xeS も 得 汰 会 舌 衰 じゃ" 

w 御 < 須 帥 を S 還 玩 8「 コー リロ 
性 罰 ご ゆり 8 由 抽 」 さ りつ め や セ " 
っ 562 郊 や 良 本 つ 尺 補 は 8 氏 地 
Em 
8 沿 地 肖 聞 洪 桂 を 肖 季 時 幸 " 8 
現 公示 映 つ や の 村 だ さ ン ST ふつ 
窓 4 り 叶 陣 時 具 細 和 を 沢 負 詳 前 人 S で や S 据 
会 YS へ 本 り 

つり AO 会 呈 へ 6 虹 条 己 つ し 8 直 
全会 加地 避 昌 や 職 m り 「 挫 党 箇 半 筐 
財 抽 概 回 鶴 扱 ] 会 王 下 めで w@ 選 翌 衣 会 
Sn の ^ 反 窟 母 を 熊 到 ロ 表 や @ 拒 
3 | 記さ 2 ぐ や や ? つ 人 SS? DS 肝 


300 万 』 


火炎 保険 の 水 災 不 担保 
0s 
十 
車両 保険 未 加 入 
0s 
本 
昌 


: 水 没 


B さ ん が 受け 取っ た 
生活 再建 資金 


300 


同じ 被害 で も 保険 内 容 で 大 違い 
2500 万 。 


十 


車両 保険 に 加入 
呈 


2000 万 。 
200 万 。 
生活 再建 支 援 金 
山 


火災 保険 の 水 炎 補償 あり 


被害 状況 
被災 者 

A さ ん が 受け 取っ た 
生活 再建 資金 


舞 人 る ぐ 羽 委 % で Q 億 組 せ 喘 の ら 
の EE" 直 介 全 w 寺 用 聞 史 避 で お 絆 
を ^ S 思 音 2 や も 由香 研 赴 セ yo りつ 
S 客 質 に 選 畔 ぐも も" 

も 3^ 中 本 ぐ ペ 水 忠 部 り -vo 租 却 も 
半 下 下 規 会 や mee 全 の ろ 必 リリ ロロ 
や 限 束 会 往 坦 つ "時 年 「 光 1S 
牌 部 め 応 やり つや 忌避 更 史 記 必 に や 
宇和 め 時 二 つ n い Oxe 握 閑 由 羽 全 容 
ぷっ S も も "お つ 人 る AA AG 
坦 障 重り 垢 で や っ ye 究 < ロ Se で 沙 に 
民 二 りゃ 在 で ぐさ ん 公 つつ で や ST つ 
全 つ ^ っ 合い 釧 仙 つ ね りつ GS 
っ 共 地 公 落 彰 セ @ 章 りら " 選 赴 DS 貴 
も 玉水 に 時 上 り セ *o ぐ 8 己 局 ちゃ? 
ゃ や 人 S い りく 邊 ーー トル RNN や KSS 表 
ao 連隊 つ つ うす 避 ! 

眉 据 ら " 李 訪 司 忠 結 ら の 恨 亜 会 地 坦 
つぶ p" 払 べ ” 示 玩 G 得 事 中 四 ン と 
@S8 契 雇 や ゃ 倒 " 元結 居 上 部 (所 
G 二 会 悪 球状 た 察 4HG 得 門 ) 
守 く つい っ 8 畠 款 せる ささ 2G や も? 
つ 半 GS 較 り tw 否や 泥 人 ぐい 
つゆ 尺 持 @ 宣 悪 己 前 雪 つ ろく や や セ 
倒 ” 同居 瞳 長く つい っ x9 全 On 全 
0" 崇 つ っ 皇 @ 由 害 班 慌 め 宮 押 
公 手 じ つ ゅ en ぐも や" 

孔 り ^ 部 座り 吾 光 つ お 聡 44G ト ー 
く て で K 和 や つい? 

「 区 で ちち ye 握ら 全敗 旨 陸 we ン で 」 

申 補 G さ 々 ミ っ 名 地 因 全 で SQ 二 
戴 ^ 足 十 党 p 路 り " リ ン っ" に 党 
倒さ 興 江 履 下 析 品 新 っ" ペ 光 忠 剖 G 王 
編 ぬ や Q 交 ロ poR り 壮 い 8 守ら ゃ "回 


山田 清 機 一 構成 


ファ イナ ン シ ャ ルプ ラン ナー。 東京 、 大 阪 、 名 古屋 に 拠点 を 持つ 家計 の 見 直し 相談 セン ター の 代表 相談 員 。 
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に の そく の の そう や 

入所 り ぐ も” 直ぐ 

4 かそ 4 こぶ 。】 
三宮 届 めで ( 堂 記 )? 

「 り りり 8 中 合っ や で 」 

ON や そい すい で 
ー 称 記し に 5 反 ん て 
へ ホー へ 折り っ ye 
「nS8 表 と し 選民 さ っ で も ゃ ? 
補 全 の | 上 ロ 皇 HKNTAWO ち 
いり 2@S や も 会 本 NK だ 会 下っ 
っ つ 求 り 因 で で つぶ sssess 9 
求 ポ びっ 中 倒 補 全 語 
己 吸 鏡 入 に ちや っ 他 SSP^ 慌 
忠臣 喉 jp 全 ム 征 ぷ で やつ 
ろか 6 つ ( 季 避 ) 」 

握 思 つ だ 全 の 刻 全 っ 人 ロ つ 
祥 ら つっ の 回 詳 で 7 擬 全 
HHNHAW 政 SGSHK ミ 
守 一 事 針 会 隔 っ 会 o つ で さっ " 
守 和 SO HKNTHA や ろ ン で 箕 
路 ぐ 剤 茎 め 店 人 ぐり op べく 3 角 全 
つの 祝 ロン 会? 

[ec も 8 べく 8 足 臣 全 %0 
知 突 yo で や も 人 で 

ww で 名 半 @ 区 " 製 K 共 GS 
所 居 咽 缶 ” 和 を 押 " K 革 ぐ 環 錯 
会 乱 員 へ 二 っ の つべ 人 詞 る ン 留 
One? 押 屋 公 ぐ S 遂 中 胡 め 入 つ 


9 
訪 
愛 
G 
FN1 
世 
1 
ロ 
Li 
3 
に 
人 
MM 
六 
ロ 
に 1 
を 
コ 
取 
3 
世 
せ 
に 
上 
較 
で 
園 
最 


が 室内 に 侵入 し て きま す 。 カ ー 


気 
ン レ ー ル も 天井 と の 隙間 が ある の で 、 せ っ か く エ アコ ン 


ー デ シン 


ー テ ン 。 床 と の 隙間 か ら 冷 


つく っ て いる カ 


上 部 の カ 
で 暖め た 空気 が そ 


テン 


か ら 窓 の ほう へ 流れ 、 冷や され て し まい ます 。 


Q 全 で 7 渦 唱 有 軸 @ 六 恒明 包 
会 思っ の 苦 環 称 坦 で で いり 肖 ン 
留 つ ye? 燕 G 癒 計り 「 蜜 全 
っ 」 「 肖 っ 2] っ 和夫 OyeSS?* 

守 全 で 所 を 敵 " 所 訂 会 応 参 
咽 や 邊 っ パ 愉 KO の つらら? 
要 ン ッ ヨ ヒ 余 LAAPAGm 
凍り" ゴビ 壮 直 め 下 拓 困 で 
2 の つろ 愉 も 油 守 8 民 を 家 7 
K 玉 せ 識 KGSHNK 全 技 燕 定 つ で 
いじ 征 玉 っ 訪 居 人 他人 で で りく 
ゃ " 記 同 せ " 題 " 琴 ロ ボート ヘ 
せつ し っ GAAOO 全 の 
「 ペ ポート ヘン うつ っ ろ が 本 全 
で | 

り で せ 求 "円 つ とせ ボー 
中 へ 8 所 卓 所 と つい ロ つ ロス 2 
AT 全 の ・ 

「 肖 ぐ 下 で を 叶 り 会 ロン や" 
や つ 入 人命 つ っ ぷ 生 」 

守 つ pyo の の” 淫 め 表記 の つり 
SNー ト へ S 束 来 せ 選 と 
つつ en 比 己 3o い や ので G 開 
宮 会 GS いい 咽 鯉 握ら 4 いし 吉 味 7 
と に 導 So 夫 鶴 和 ye 征 や っ SHNK 
個 ン ^ 堅 nso 細 て で で 
味 や w ( 右 参 沿 ぐ 引 民 ) 公 ぐ ^ 角 
室 全 ぐ ” 照り 赴 を % で ね 赴 や っ 
SHNK 会 懇 ぐ つい ロ 湯 で り で や 
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イラ スト レー ショ ン 


森下 和 海 一 構成 鴨 井 猛 


デーNrS 紅 壮 
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鈴木 信弘 


な 


き 由 上 選 る 7 悪 上 ぐさ ペー キマ 
7Y 
と 時 う 朋 ー キ デー 


ココ 


or 


S さ ご 章 。 の 叶 悦 上 導 る らら 
ビ 閉 証 如 需 交 と 。 ベ OS 
涯 品 話 其 ら と 滋 


ww 軸 


(上 ) 古い 建物 の 断熱 改修 で 
は 、 サ ッシュ の 交換 が で き な 
いこ と が 多い の で カー テン を 
や め 、 窓 枠 の 形状 を 変え て 断 
熱 ハニ カム サー モス クリ ー ン 
を 設置 する こと が 多い 。 窓 の 
開口 部 を 覆い 、 冷気 の 対流 を 
防い で いる 。 ( 下 ) 窓 回 り の 欠 
点 を な くす た め に 、 障 子 を あ 
えて 新しく 設置 し た リフ ォ ー 
ム 事 例 。 
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カー テン を 床 ま で 下げ 、 上 部 は カー テン ボッ クス に し て 天井 と の 隙間 も な 


くし まし た 。 フロ ー リ ング の 床 は 級 季 に 変え て 、 足 も 冷た くそ あり ませ ん 。 
冷気 が 室内 に 入ら ず 、 エ アコ ン で 暖め られ た 空気 も うま く 循 環 す る の で 、 
少し の 電力 で ポカ ポカ な 室内 に 。 


部 屋 の 壁 な どの 表面 温度 
が 暖か いと 、 空気 が 冷た く 
て も 、 壁 な どか ら 放 射 さ れ 
る 熱 エ ネル ギー が 人 に 届 
き 暖 か いと 感じ る 。 気温 が 
低い 日 で も 太陽 光 や 装 き 
火 を 暖か く 感じ る の は 放 
射 の 仕組 み に よる 。 


大 理 石 の 床 を 冷た く 感じ 
た り 、 級 和 馳 を 暖か く 感 じ る 
の は 、 熟 伝導 率 ( 熱 の 伝 わ 
りや すさ ) が 違う か ら 。 伝 
導 率 が 高い 石 や 金属 、 硬い 
木材 な ど に 触れ る と 、 人 の 
熱 が すぐ に 奪わ れる た め 冷 
た く 感 じ る 。 


冷た い 空気 と 暖か い 空 気 
と の 温度 差 に よっ て 空気 
の 流れ が で きる 。 カー テン 
と 床 と の 間 に 隙 間 が ある 
と 、 窓際 の 冷気 が 部 屋 に 流 
れこ む 。 エア コン 暖房 は 、 
温 風 を 吹き 出し て 対流 を 
起こ し 空気 を 暖め て いる 。 


一 級 建 築 士 。 神 奈川 大 学 非常 勤 講 師 。 ( 社 ) 新 木造 住宅 技術 研究 協議 会 理事 整理 収納 アド バイ ザー2 級 。 横 浜 に て 個人 住宅 の 設計 を 
得意 と する 鈴木 アト リエ 代表 。 散 ら か りや すい 家 の 建 築上 の 仕組 み に メス を 入れ た 「『 片 づけ の 解剖 図鑑 ] (エク スナ レッ ジ ) が 好評 発売 中 。 
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カニ 給食 は 9 月 の カニ 海 解 禁 以降 、 射 水 市 内 の 公立 小学 校 15 校 で 順次 
実施 。 通常 の メニ ュー に 紅 ズ ワイ ガニ が 加え られ る の で 、 か な り の ボ 
リュ ー ム だ 。 この 日 の 献立 は 豚肉 の ワイ ン 煮 、 春雨 スー プ な ど 。 初日 の セ 
レモ ニー に は 射水 市 長 も 駆け つけ 、 子供 た ちと 一 緒 に 舌鼓 を 打っ て いた 。 
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この 一 冊 で 不安 が 吹き 飛ぶ 


「 うち の 子 は 算数 が ダメ だ か ら 」。 そ ん な せ 
り ふ を よく 聞き ます し 、 言 っ て し まい が ち で す 。 
で きる 子 と で き な い 子 が は っ きり 分 か れる の が 
算数 。 そ う 思 っ て いま し た 。「 そ ん な こと は あ 
り ま せん 。 どん な 子 も 算数 の 才能 を 持っ て い 
ます 」。 ソ ニー・ グ ロー バル エデュ ケー ショ ン 
へ の 取材 で 目 が 開か れる 思い で し た 。 た と えば 
「 ひ ら め き 」 が 苦手 で も 、 もれなく 検証 する こ 
と は 得意 だ っ た りす る も の で す 。 5 つの 思考 回 
路 か ら 、 わ が 子 の 得意 分 野 を 見 つけ て 、 き ら 
に 鍛え 方 まで 教え て て れ ま し た 。 ぜ ひ 、「 ノ ッ 
得意 だ ね ! 」 な ど と お 子 さ ん に 
や っ て くだ さい 。 そこ か ら 、 意 和 欲 
感 が で ん で ん 高まっ て いき ます よ 。 

「 開 いて くだ さい 。 実 は 、 わ た し 数 学 が 得意 
だ っ た ん で す ! 」 一 一 特別 コラ ム 「 き み へ の 手 
紙 ] の 取材 か ら 帰 っ て きた 算数 苦手 編集 者 の 第 
一 声 で し た 。 難し い 世 界 で 自分 と は 無縁 と 思っ 
CE た 編集 者 きえ も る ワク ワク させ る 数 学者 の 魔 
ぜひ お 子 さ ん に も か け て や っ て くだ さい 。 

お 医者 きん ママ が 、 家 庭 で は どん な 風邪 対 
策 を し て いる の か 、 気 に な り ま す 。 わ が 子 が 中 
学 受験 に 臨ん 何 を し た の か 。 専門 家 
な ら で は の 知恵 か ら 学 び た い で すね 。 


